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『人の心は目に見えない。だから簡かん単たんには触れられない……』




　昔オバァちゃんが言っていた言葉です。

　わたしはこれからの人生を一人で生きていく覚かく悟ごをもうある程度決めている人間です。

　だから自みずから進んで他人の心などに触れたくはありません。……触れても意味が無なく、得も無く、ただ損のみが募つのる事は間違いないからです。

　……でも、触れてしまいました。

　見えたから……。見えたら思わず手を伸ばしてしまったのです。

　そしてその結果がこれなのか……と、わたしは目の前の彼女を見み詰つめながらただ呆ぼう然ぜんとしています。







　小降りでしたが雨が降っていました。

　日は落ちていないはずなのに外は何ど処こか薄うす暗ぐらく、そして白く霞かすみがかっていました。

　空と、地面と、大気。それらの境界線が何処か曖あい昧まいで朧おぼろ気げな雰囲気です。

　だけど同じ空間に居るのに、わたしと彼女が居る世界ははっきりと分かれてしまったのではないかと感じています。

　たぶんもう、彼女には触れられません……




　わたしが見み詰つめる先、石いし畳だたみの地面……。目を閉じて、彼女はそこに居ます……







　　───ただ静かに。降り注ぐ雨あま粒つぶなど、気にも留めず……
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「──集まったのは、君だけか？」

　教頭先生は言いました。凄すごく不満そうな顔で……

「だから言ったじゃないですか……」

　わたしは大きく──でも静かに息を吐いて、彼の耳に届かない程度の小声で呟つぶやきました。




　六月のある日、放課後。わたしは校舎内の、とある空き部屋の前の廊ろう下かに居ます。周囲にはわたしたち二人しか居ません。何な故ぜこういう状況になったのか──それには少しばかり下らない理由がありました。

　わたしは美化委員です。その仕事は校内の美化。五月のゴールデンウィーク明けの委員集会がある事件のせいで中ちゆう途と半はん端ぱに終わり、具体的な年内活動内容が決められておらず、それで顧こ問もんの教師が勝手に『校内の空き部屋の片付け』という誰だれの得にもならない提案をし、そしてその一つが本日実行される事になっていました。

　今のこういう状況は実は最初からある程度予測出来ていました。委員集会の際の皆のやる気の無なさからわりと簡かん単たんに。だからわたしもサボるつもりでした。ついさっきまでは……

　一日の授業が終わり、わたしは帰り支度をしていました。そこにわたしの所属する化学部の顧こ問もんをしている雪ゆき村むら先生がやって来て、「今日、美化委員の仕事の日でしょう？　頑がん張ばって来てね」と微ほほ笑えみかけました。鬱うつ陶とうしく思ったわたしが無視して部室に向かうと、部室の主である【トオル】君に『サボってんじゃねぇ！』と叱しつ責せきされました。彼は最近『化学部員としては最低限必要な知ち識しき！』として、室内の本ほん棚だなにある欧米の科学史や、科学者の伝記のような本を執しつ拗ように勧めて来ます。チラ見した感じでは「そんなもの記き憶おくして何の得になる？」という程度の情報で正直読む気がしません。今日部室に居ると読書の強要をされ続けそうな気がしたので──されても読みませんが──面倒臭い無む駄だな事を避さけたいがため、しぶしぶここにやって来たわけです。でも案の定、サボらずに来たのはわたしだけでした。




「──しかたない。じゃぁ、終わったら報告に来るように」

　そう言って教頭先生は鍵かぎだけ開けて去って行きました。本当に不満そうな顔で、「大丈夫なのか……」などと呟つぶやきながら。

「いったい何の罰ばつゲームなのでしょうか……」と呟き、わたしのほうこそ本当にしかたなく、ドアを開けて中へと入りました。




　わたしの背後でドアが結構大きい音を立てて「ガチャン！」と閉まりました。ドア近くに室内灯のスイッチがあったので押しましたが何の反応もありません。二、三回カチカチやってみても同じでした。電球が切れているのか、電気が来ていないのか……、まぁどのみち役には立たないという事のようです。しかたがないので諦あきらめて、わたしは初めての入室となるこの空間をぐるりと見回します。

　室内は化学部の部室よりも狭い──普通の教室の三分の一ほどの広さでした。出入口は今潜くぐって来きたドア一つ。窓は正面の壁かべに一つあるだけで、外から明かりは入って来ているのですが、今日は生あい憎にくの曇くもり空ぞらのためか全体的に薄うす暗ぐらく、そして左右の壁が近いのと、その間の床が、適当に投げ込みでもしたかのように乱雑に置かれた備品だかゴミだか分からないような物で埋うめられているせいで、結構圧あつ迫ぱく感かんのようなものを感じました。しかも一ヶ月ほど前の、片付けられる前の化学部の部室と同様に空気は黴かび臭くさく澱よどんでいて、この空間の全すべての物体の上には分厚く白い埃ほこりが積もっています。ドアが閉まって密閉空間になった今の状態では、マスク無しではほんの数分居ただけで病気になりそうです。昔見たアニメに出て来た【腐ふ海かい】とやらを思い出してしまいました。この学校は近年生徒数が激げき減げんしているとかで、こういう場所は他にも発生している可能性があります………

「火か炎えん放ほう射しや器きで全て焼き払ってしまいたいものです……」

　六月に入って制服は夏服となり、ブラウスとスカートのみの軽装になりました。それに合わせてわたしは首の巻物も新調しました。今は以前の物と似たような柄がらの、それよりも薄うす手ででメッシュ地のマフラーを首に巻いています。先月部室の片付けをして得た経験を生かし、今回はちゃんとブラウスの上に学校指定ジャージを着用しています。しかしこのマフラーもタオルか何かと替えてくれば良かったと少し後悔しました。このままでは絶対に埃ほこりが付きます……

「やれやれ……」

　わたしは溜ため息いきをつくと、首の巻物マフラーを鼻のところまで引き上げました。

「とりあえず換気ですね……」

　いろんな物を踏ふみつけながら強引に窓のところまで辿たどり着ついたわたしは、閉められている窓を開けるための鍵かぎを探しました。波打ったような模様に白く汚れている窓まど硝子ガラスの枠の部分を見回します。ところがそれらしい摘つまみや取っ手のような物は見当たりません……

「──固定式、ですか」

　どうやら明かり取りだけの窓のようでした。しかたがないので出入口のドアを開放する事にしましょう。

　わたしは再び物を踏みつけながら出入口のドアまで戻ると、そのノブを掴つかんで回して押しました。




　──　ガチッ




「──あれっ？」

　ドアは動きません。再度回して押してみても同じ結果でした。ドアと出入口の枠の間で何かが引っ掛かっているような──つまりは鍵が掛かっている状態のようでした。さっき入る時に手できちんと閉めずにドア自身の閉まる勢いに任せたのが悪かったのでしょうか。そういえばガチャンと結構大きい音がしたような……

　まぁ大した事ではありませんね。内側から鍵を開ければ良いだけの話なので。

　わたしはドアノブの頭の摘みのようなものを探してそこに手を当てました。でも……

「──っ？」

　そこにそれらしい感触はありませんでした。ドアのノブ周辺を探してみても、それらしいものは発見出来ませんでした。わたしは制服のポケットから携帯電話を取り出すと、その明かりでドアノブを照らしました。するとそこにはそれらしいものが在った跡が、小さく空いた穴という形で残っているだけでした。わたしは明かりを床に向け、それらしいものが落ちていないかを探しましたが、それを発見する事は出来ませんでした。これはつまり、不ま味ずいですよ……

「──『閉じ込められた』、という事じゃないですか……」

　わたしの頭にふと、数日前に【トオル】君が楽しそうに話していた学校七不思議の内容が過よぎりました。確か【開かずの間の怪】だったでしょうか……

　夏休み直前──終業式の日の放課後。とある教室だか倉庫だかで一人で何かの作業をしていた女子生徒が熱中症だか貧血で意い識しきを失って倒れてしまい、目を覚さました時はもう深夜。彼女に気付くことなく教員は全すべて帰ってしまっていて、その部屋には鍵かぎが掛けられていました。その鍵は外側からしか開けられず、彼女はそのままそこに閉じ込められる事に……。夏休み明けに何も知らない教員が鍵を開けその教室に入ると、そこには当然ミイラ状態になった女子生徒の哀あわれな姿が……。そして壁かべや床中に引ひっ掻かいた跡が在あった……と。その部屋はこの学校の何ど処こかに在り、現在は【開かずの間】となっていて、その女子生徒の怨おん念ねんにより夏が近付くと「助けて」「苦しい」などの声が聞こえて来て、誤って中に入ったりすると二度と出られなくなる……。噂うわさでは去年の夏休み前に実際にこの【開かずの間】に生徒が引ひき擦ずり込こまれて行方不明になっていると────

「──まったく、趣味の悪い冗談です」

　わたしは小さく溜ため息いきをつきました。わたしもその噂は耳にした事がありましたが、確かその生徒は男子で、しかも夏休み中に家庭の事情で突然学校を辞めただけのはずです。異性関係が派手な人だったようで、何処かのお金持ちのオバサンの情夫になっただの、ヤクザの奥さんに手を出して拉ら致ちされたなどの噂が流れていましたけど。

「──しかし。これは困りました……」

　確かにわたしは社会的には死んだも同然の人間でしょうし、頭の中も多少死んでいるかもしれません。そして『死んでも良い』と思った事も、『死にたい』と思った事も、正直あります。しかしそれでも、こんな死に方はしたくはありません。どうせ死ぬなら一思いに殺やられたいものです、ささやかな願いとして。

　だからとりあえずは脱出方法を考えましょう。オバァちゃんが昔言っていました。『目の前に壁が立たち塞ふさがっている状況でこそ、冷静クールになれ』と。だから冷静になろうと思います。

「…………。」

　わたしは手の中にあって眺めていた携帯電話を制服のポケットにしまうと、目を閉じて状況を分析し始めます。

　『左右の壁を壊して脱出』などという方法はまずありません。鉄筋コンクリート製の壁です。わたし自身は当然超人などではなく、並以下の身体能力しかないただの女子です。体格も小こ柄がらで「小学生みたいだ」とよく言われます。だから物理的に不可能です。爆ばく薬やくでもあれば可能なのかもしれませんが、そんな物がこんな場所に転ころがっているわけがありません。もし仮に在ったとしても、この狭い室内で使用して、わたし自身が無事で済むという保証はないわけです。

　だとしたら脱出ルートはたった二つ。奥の窓まど硝子ガラスか、目の前のドアのみです。

　さっき観察したところでは、奥の窓硝子は固定式のせいか無む駄だに分厚く、おまけに網あみ目め状じように針金が入った飛散防止タイプでした。割わり難がたく、おまけに割れたとしても潜くぐれる保障がありません。だとしたら進路ルートはもうたった一つ………




　　ドガッ！




　わたしは目の前のドアを思い切り蹴けりつけました。そして次に体当たりを食らわせました。

　──そう。もうこのドアを破るより他無ないわけです。







　ドアには窓が無く、白い適当な金属板を張り合わせただけみたいに見える安っぽい代しろ物ものでした。わたしはしばらくの間、そのドアに対して蹴ったり体当たりを繰くり返かえしていました。それに疲れると床に転ころがっている適当に硬そうな物で殴なぐってみました。しかしドアは凹へこむばかりで一向に破れてはくれませんでした。何だかんだで結構丈夫です。テレビドラマなどでは男性が数回体当たりを食らわせただけで、止め金具が外はずれて、ドアは向こう側に倒れるのですが……

　これはわたしが小型軽量であるが故ゆえなのでしょうか。でも、どうやってみても今すぐにわたし自身を大型にする事も重量級にする事も出来そうにありません。だとしたら、どうしたら良いのか………

　　──っ！

　解決策は結構簡かん単たんに思い付きました。誰だれにでも分かるような単純なものですから。……というか、これしか無いと思います。

　わたしは室内の床の片付けを始めました。……と言っても、出入口ドアから対面する硝子ガラス窓まどの壁かべまで、一直線に道が出来れば良いわけですから適当に物を端っこに寄せているだけですが。

　そしてやがて出来たその一本道の硝子窓の壁の前に立って、わたしは道の突き当たりの件くだんのドアを睨にらみ付つけました。そして呼吸を整えます。

　───よしっ！

　意を決したわたしは床を蹴って走り出しました。そして一気に道を駆け抜け、突き当たりのドアの二メートルほど手前で片足で踏ふみ切きって宙へと跳とび出だしました。そして踏み切ったほうとは逆の足を前方に突き出して───

「オォイッ！　何してるんだぁっ！」

　──その瞬しゆん間かんでした。怒声と共に目の前のドアが「バッ！」と勢い良く開いて、光が差し込み、わたしの視界を真っ白にしました。そして前方に突き出したわたしの片足は、その声の主ぬしの身体からだの真ん中辺りに吸い込まれるように突き刺さりました。

「ぉぐぉぁっ！」

　妙な声を漏もらし、身体をくの字に曲げた状態で廊ろう下かへと押し出された声の主。失敗したバック転みたいな体勢で床に激はげしく打ち付けられ、そのまま転がるように壁に激げき突とつして止まり、床に横たわりました。

　わたしはというと全まつたくの無傷で、何とかきちんと上うわ履ばきの靴くつ底ぞこから廊ろう下かの床に着地する事が出来ました。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ふいに悲鳴が上がりました。少しばかり驚おどろいてそちらを見やると、そこには女子生徒が二人、わたしと、わたしの足下に横たわっている声の主ぬしの姿を見て、大きく開いた口に手を当てていました。

　その声に呼び寄せられたのでしょうか、周辺から生徒が一人また一人と姿を見せ始めて、女子生徒たち同様わたしたちの姿を見て、そして悲鳴こそ上げませんでしたが、口々にざわざわと何かを囁ささやき始はじめました。

　わたしは声の主を見下ろし、そして静かに口を開きました。

「大丈夫ですか？　教頭先生……」

　床に寝ている教頭先生からは返事はありませんが、代わりに身体からだを「ぴくぴく」と震わせて応こたえてくれていました………












　　[image: ]　　　　身に覚えが無い







『あはははははははっ！　馬ば鹿かだぁっ、馬鹿が居るぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！』

　翌日、放課後。部室である第二理科準備室の自分の席に座ってわたしは、【トオル】君に馬鹿みたいな笑い声を浴びせられる状況に陥おちいっていました。

『それってつまり、あれだろ？　理科系クラブの部員だから、【運動エネルギーの定義】の証明をしようとしたんだろ？　質量が足りない分は速度で補えば良い的な！　のろまなお前じゃどれほど加速出来たか分かんねぇけどな。あはははははっ、【エーコ】、お前、サ・イ・コ・ウだぜ。げらげらげら……』

　マンホールの奥底から響ひびいてくるようで機械的な独特の美声。目の前に立つ彼の身長はわたしと同じか少し低いくらい、少し黄ばんだ色白の肌の右半身、左半身の肌は透き通っていて筋肉や血管が丸見えです。そしてそれらが一目で確認出来る全ぜん裸らの状態。これだけ説明すれば彼を『行き過ぎた変態』と感じられるかもしれません。しかし彼の正体はなんと人体模型なのです。部室窓まど際ぎわの硝子ガラス箱ケースの中から、自分をわたしの友人だと主張し続ける厚かましい性格の、自称【現リ実ア主リ義ス者ト】の怪奇現象もどきです。

『──で。ドアの鍵かぎは何で壊れてたんだ？　結局のところ』

　しばらくひとしきり笑って、そしてやっと少し落ち着いて、彼はまだ少し引ひき攣つる声でそう尋たずねます。

「さぁ……」わたしは溜ため息いきをつくようにそう吐き出しました。「……わたしがボコボコにしたせいでよく判わからないそうです」

『ははっ、大したもんだぜっ』今度は鼻で笑うような口調で『だがもうちっと冷静になるべきだったよな……』と続けました。

『──お前さ、確か携帯電話を持ってたよな？　それで助けを呼べば良かったんだよ。そうすりゃ一発で状況を打破出来たはずだ』

「家に電話を掛けて母親に状況を説明したら大おお騒さわぎになりますよ？　最近病的な心配性なのに……」

『オイオイ、何でわざわざ家に──って、そうか。あぁ、お前の場合そうだったんだよなぁ……』

　【トオル】君は喘あえぐような声でそう言って『すまねぇ、忘れてたぜ』と言葉を付け足しました。

「──いえ。」とだけわたしは返しました。

　わたしは携帯電話を持っていますが、中のアドレス帳には同級生はおろか、上級生下級生併あわせても誰だれ一人として生徒の連絡先の登とう録ろくがされていません。そういう人間なのです……

『……あ、でもお前。確かこの前、雪ゆき村むらに携帯電話の番号を貰もらってたんじゃねぇのか？　だったらアイツに連絡して助けて貰えば良かったんじゃねぇかぁ………ってオイ、何だよっ！　その顔っ！』

　わたしがどんな顔をしているのか自分では分かりませんが、ただ一言「べつに……」とだけ呟つぶやいて返しました。

『──ま。お前のそういうとこ、嫌きらいじゃねぇけどな……』

　そう言いつつも【トオル】君の口調は何ど処こか半分呆あきれたような感じになりました。

『「世の中は助け合い」だとか、「人間は一人では生きていけない」なんて言っちゃいるが、困った時に人に頼る事と、当然のように誰かに凭もたれ掛かかって生きる事は別物だ。だからとりあえず自分一人の力で何とかしようとするお前の心意気は素直に凄すげぇと感心するよ。「あぁ良くやってる」と褒ほめてやるよ。でもな、本当に自分一人の力じゃどうにもならなくなった時、人に頼るのも大切な事なんだぜ。そして自分が苦しい時に誰かに助けて貰ったから、誰かが苦しい時に自分も手を差し伸べる、そうやって世の中は回って行くんだよ。分かるだろ？』

「──分かりません。」

　と、わたしの返事は即答でした。「必要ないですよ、助けなんて……」

「何だかんだいっても、わたしは今こうやってここに居るじゃないですか。無様にもがきはしたけれど一人であの密室から脱出出来たじゃないですか。それが一人でも大丈夫だという証明にな──」

『──なってねぇよ』

　【トオル】君はわたしの言葉を打ち消すような形で言葉を重ねました。何だか少し険けわしい声で……

『雪ゆき村むらに電話で助けを求めるのと、ドアをドンドン叩たたいて自分の危機を外にアピールすんのにどんな違いがある？　「暴れている物音がする」っていう通報で駆け付けた教頭が外からドアを開けてなきゃ、お前はあのままアソコでのたれ死んじまってた。結局誰だれか他人の力を借りたんだよ、お前は。同じ誰かを頼るなら素直に雪村に連絡入れたほうが教頭だって痛い思いをしなくても済んだと思うぜ……』

「………。わたしは……」

『……何だよ』

　何な故ぜだかわたしはここでそれを口に出すかどうかを一いつ瞬しゆん迷いました。しかし結局話す事にしました。

「……わたしは一人で生きていきたいのです。高校を卒業したら地こ元こを離れて、何ど処こか、誰もわたしをわたしだと判わからない場所へ行って、一人でただ静かに暮らしたいのです。……だから、こんな些さ細さいな下らない事で他人に頼るわけにはいかないのですよ」

『──今はそれの予行演習中だってか？　はっ、殊しゆ勝しようなこったな……』

　【トオル】君は鼻で笑うようにそう返しました。

『──でもな。そんな事したって本当の意味で「一人で生きている」という事にはならねぇぞ。進学するにしても就しゆう職しよくするにしても、住すみ処かを決めるにしても。学校関係者、同どう僚りよう、不動産や住居の家や主ぬしや近所の人──他人と話して関わり合いを持たない事にはまず始まらねぇ。それらを無視したまんま生活は維持出来ねぇんだよ、あらゆる場面でな』

「──やれますよ、やろうと思えば。仕事は一人で出来るものを選び、住処も転々とすれば良いだけです。ようは他人と深い関わりを持たなければ良いのです……」

『おいおい【旅人】気取りか、格好良いねぇ。だけどな、そういうのを何て言うか知ってるか？　【糸の切れた凧】みたいだって言うんだよ』

「……………。べつに良いじゃないですか、【糸の切れた凧たこ】。自由に、何処まででも飛んで行けそうで」

『はっ……』と再び【トオル】君は鼻で笑います。

『最近の凧は凄すげぇ高性能でな。航空力学か何かを応用して設計してあって、微風程度の風で高く上がるタイプもあるらしい。だけど……それでもな、糸が切れたら終わりなんだよ。糸が切れたらどんなに空高くを飛んでいてもいずれ重力に引かれて墜つい落らくするんだ。一旦下ろして人の手の中に戻るんじゃねぇんだ。ここじゃない、誰も知らない土地まで流されて、挙あげ句く、地面に叩きつけられるんだよ』

「………。」

『──ぁ。あぁ、まぁ……。悪い、ちょっとキツイ言い方だったかもしんねぇ』

　わたしが何も言葉を返さなかったのをどう受け止めたのかは知りませんが、彼は何な故ぜかそこで自分の非を認める発言をしました。

『悪い、かなりムキになっちまった、謝あやまるよ。だけどな、結局俺おれが言いたいのはな、お前はもうちょっと周囲をよく見ろって事だ。何も他人に合わせろって言いたいわけじゃねぇぞ。まずはよく見るこった。そして自分の取るべき行動を選択し、そしてその結果を予想しろと……』

「………。」

『──しかし、なぁ……』

　【トオル】君はそこで大きく溜ため息いきをつきました。

『──お前、今回の件の処分ペナルテイーは何になった？』

「……後日、『別の空き部屋の片付けをする事』ですが。それが何か？」

　この学校では元々、遅刻や身だしなみに関する事などの軽い校則違反に対して、そういう処分を行う規則があります。例えば遅刻だと一ヶ月に三回が上限、身だしなみだと教師や風紀委員などに同じ内容で二度以上注意された場合など。それらは比較的軽い罪つみなので軽い罰ばつで済みますが、しかし暴力行為などに対しては通常──

『よく停学にならなかったもんだと不思議に思わなかったか？　普通教師に暴行を加えたりなんかしたら、停学どころか退学処分だってありえんだぞ？　確かに学校側の設備の不備にも問題はあったと思うぜ。でも重い処分にならなかったのは、教頭に担任と雪ゆき村むらが頭を下げたからなんだぜ。そこんところをもっと───』

「──結局『自画自賛』ですか。褒ほめて差し上げれば良いのですか？」

　わたしの呟つぶやき程度の反論に【トオル】君は『あぁっ？』と過敏に反応しました。

『何だぁ？　何か言いたい事があるならはっきり言えよ』

「えぇ、では。はっきりと申し上げます。『頼んでもいないのに余計な事すんな、クソババァ』と」

『てめっ……誰だれがクソババぁ───　』

　と、そこまで言い掛けて【トオル】君はその言葉を飲み込みました。そしてほんの一呼吸置いて、次の言葉はゆっくりと口に出しました。でもその声は微かすかに震えているようでした……

『オイオイ、誰に何の事を言ってんだぁ、お前は。俺は【トオル】、見てのとおりの若い男子ヤングボーイだぜ？　そしてその正体は昔この教室で謎なぞの死を遂とげた化学教師だって言ってんだろ？　覚おぼえてねぇの？　学習機能がねぇのか、お前の脳のう味み噌そは──』

「あぁ、そういえばそういう設定でしたよね。忘れていました。わたし、脳味噌のほうは他の人のより少し足が早いもので。すみません、以後気をつけますよ、クソババァ……さん？」

『──ッ！　どうしてそういう事を言うんだ？　お前はよ……』

「さぁ？　どうなのでしょう、分かりませんね。自分の胸に聞いてみたらどうですか？」

『聞いてみても分かんねぇから、お前に尋たずねてるんだけどな？』

「あなた自身が分からない事をわたしが分かるはずないじゃないですか。その厚かましく独ひとりよがりな説教臭い脳のう味み噌そで一生懸かけてことこと煮に詰つめていけば良いじゃありませんか。疑問を来世に持ち越す事になってもわたしの知った事ではありませんし、好きにしたら良いですよ」

『うわっ……こいつ、へそを曲げやがった。タチ悪ぅっ……』

「違います。わたしのへそは曲がってなどいません、綺き麗れいなものです。見た事もないくせに適当な事を言わないで下さい。あなたのみたいにメタボ中年の証明みたいなだらしないお腹に埋うもれたタイプとも違いますしね。……あなた小さい頃ころ、雷のなる日にお腹を出して寝ていたのではないですか？　わたしはオバァちゃんの言いつけを守っていたので大丈夫ですけ───　」




　　　ガラガラッ───




　──と。突然部室の出入口の引戸が開けられました。

　少しだけ驚おどろいたわたしは思わずそちらを振り向き凝ぎよう視ししました。そこに立っていたのはわたしの見知った顔でした……

「ごめんね。ノックをしても返事が無なかったから入らせて貰もらったんだけど……、良かったかな？　何かお取り込み中だったような気もしたんだけど……………、一人よね？」

　周囲を見回しながらそう尋ねるその人物に、わたしは出来るだけ平然とした態度で臨のぞみました。

「えぇ、大丈夫です。わたしはいつでも一人ですから……」

　【トオル】君はわたし以外の人間がこの場に居る時は口を開きません。だから彼の存在はわたしだけの秘密なのです。

「──それで。何か御用ですか？　辰たつ巳み先せん輩ぱい……」

　ショートカットの髪かみ、目立たないけど整った顔に半はん縁ぶち眼鏡めがねを掛け、すらりと背の高い清せい潔けつ感かんのある女性。彼女の名前は【辰たつ巳み鈴りん花か】。生徒会の会長を務めている三年生女子で、わたしとはちょっとした顔見知りです。

「まぁ、そう邪じや険けんにしないで……」

　微ほほ笑えんで、彼女は雪ゆき村むら先生の席から椅い子すを引っ張り出すと、わたしの傍そばに置いて、そこに腰を下ろしました。そしてわたしに「はい、これ……」と一枚のプリントを差し出しました。

　受け取るとそれには【設せつ備び・備び品ひん破は損そん報ほう告こく書しよ】と書いてありました……

「もう書きましたよ、ドアの件でしょう？」

　そう言葉を返すと、辰巳先輩は微笑のまま首を横に振りました。

「他には何も壊した覚おぼえはありませんが……。教頭先生は学校の備品ではありませんよね？」

「えぇそうね、違うわ。面白い冗談だけど、残念ながら。この報告書はそこの生物室前の──一階廊ろう下かの割れた窓まど硝子ガラスの分よ」

「──は？」

　わたしは首を傾かしげました。

「二日前の昼休み──と言えば、思い当たる節ふしは無ない？」

「いえ、全然。」

　生物室はこの第二理科準備室のすぐ隣となりの教室です。確かにそれくらいの時期から廊ろう下かの窓まど硝子ガラスに板状のダンボールが貼はられていたので、誰だれかがエキサイトしたのかと前を通り過ぎる度たびに漠ばく然ぜんと思ったりしていたのですが……

「それは困ったわ……、問題ありよ」と辰たつ巳み先せん輩ぱいは大きな息と一緒にそう吐き出しました。

「二日前の昼休み、あなたがその窓硝子を割ったのを見ていたという人が居るんだけど？」

「──はぁっ？」

　と、思わず声を出してしまいました。つまりわたしにとって、それくらい思いも掛けない言葉だったわけです。

「身に覚おぼえが無いと？」

「えぇ、全まつたく」

「その目もく撃げき者しやの話だと、あなたがいきなり暴れ出して窓硝子を一枚割って走り去ったそうよ……」

「──馬ば鹿からしいです」

　わたしは少し呆あきれてしまいました。

「そんな意味不明な馬ば鹿かがこの世の何ど処こに居ます？　誰なのですか？　そんな根も葉もないデマを広めているのは」

「さぁ？　知らないわ……」辰巳先輩は小さく肩を竦すくめました。「わたしが直接目撃者から話を聞いたわけじゃないから」

「まさかそんなあやふやな証言、信用していないですよね？」

「確かにそれだけだと信しん憑ぴよう性せいに欠けるわね。でも昨日のあなたがしでかした大事件。あれを見たり聞いたりした人がどう思うか……。逆にあなたの主張からは説得力が失われると思う」

「………。確かに」

　思わず納得してしまいました。元々そういう人間だと思われているわたしにそういう噂うわさが立ち、その上にそれを後押しするような事実が重なる……。そうなると真実を知らない多くの人はわたしが犯ク人ロだと思うでしょうね。でも………

「……でも、わたしではありませんよ」

　わたしは報告書を辰巳先輩に突き返しました。先輩は少しわざとらしく驚おどろいたような顔を見せて「あら、そう……」とそれを受け取りました。

「困ったわね。じゃぁいったい誰が犯人なのかしら」

「わたしでない事は確かです。……確かにわたしは素行も悪いでしょうし、学校中の人から良く思われていないでしょうし、人生も半分終わっていますけど、それでもやっていない事の責任など取るつもりはありません。下らないデマに流されて犯人と決め付けないで下さい。──というか。そもそもそれって生徒会の管かん轄かつではないですよね？　犯人探しも報告書の提出も学校側の仕事のはずですよね？　それをどうして生徒会長様が出しゃばって来ているのです？」

「生徒指導の山下先生ね、わたしのクラス担任なの……」

　辰たつ巳み先せん輩ぱいは受け取った報告書を両の手でくるくると丸めながら「これをあなたに渡しに行こうかどうか……、とても迷って困っていらしたから、少しお手伝いさせて貰もらおうかと思ったのよ……」と穏おだやかな口調で言葉を紡つむぎ出だしました。

「生徒一人に強気に出られないような教師が生徒指導などやるべきではないと思いますけど？　……出来ないのなら諦あきらめたら良いのです。困ったり悩んだりするほどの事でもないでしょう」

「まぁ、そう厳きびしい事言わないであげてね。あなたは学か校れ側らに取って特別な存在だけど、公おおやけに特別に扱うわけにもいかないんだから……」

「そんな事だから何ど処こかの腹黒い女子生徒の点てん数すう稼かせぎの良いカモにされるのですよ」

「──点数稼ぎについては否ひ定ていしない。でも前会長と同じみたいに言わないでくれるかな？　気分が悪いから……」

「あなたが自分でどう思っているかは知りませんが、傍はたから見たらそんなに変わらないと思いますけど？」




　──ぶすっ…




「──ィっ」

　わたしの右目に、丸めて筒状にされた報告書の先端の円が突き刺さりました。小学生の頃ころ、筒を覗のぞいている最中に向こうの端をどんっと押される悪戯いたずらをされた事がありますが、まさにその状態でした。目の周囲が地味に痛いのです……

「あまり、調子に乗らないでね……」

　わたしに気け取どられる事無なく、静かに素早くそれをやってのけた辰巳先輩は、いやに感情の無い表情と抑よく揚ようの無い口調で呟つぶやくようにそう言って、報告書を手前に引き、上げていた腰を再び椅い子すに下ろしました。そしてそのまま話を続けます。

「わたしがここに来たのはそれだけが目的じゃないの。あなたがそういうつまらない事で校内で目立ったり、警けい察さつの御ご厄やつ介かいになったりすると、わたしのお友達が心配するのよ、『大丈夫なの？』ってね。だから『心配させないでね』って言いに来たのよ」

「ずいぶんと友達思いなのですね。そしてご心配して下さってありがとうございます。そのお友達にもそうお伝え下さい」

「えぇ、そう伝えておくわ」

　そう言って辰たつ巳み先せん輩ぱいは再び腰を上げました。そして「この報告書は山下先生に返して、あなたの主張を伝えておくわね」と言って、彼女は足先を出入口の引戸に向けました。

　しかしその手前まで行ったところでくるりとこちらを振り返りました。

「──そういえば。ここ数日、毎夜。雨降りにも拘かかわらず、学校の周囲をうろついている不ふ審しん者しやが目もく撃げきされているらしいわ。敷しき地ち内に入って、校舎の周囲をぐるぐる回っていたという証言もあるの。それもあなたじゃないかって噂うわさがあるようだけど………違うよね？」

「違います。わたしではありません」

　わたしが未いまだ痛みの残る右の瞼まぶたを擦こすりつつそう断言すると、先輩は「なら、良いわ……」と呟つぶやくように応こたえました。

「大人しくしていてね、【エーコ】ちゃん。信じているから。わたしたちはあなたの味方だからね……」

　そう言って先輩は顔に今日一番の柔らかな微笑を湛たたえました。わたしが「──どうも」とだけ返すと、彼女は表情をそのまま崩くずさず、戸を開けて廊ろう下かへ出て行きます。

　正直いろいろ思うところはありましたが、それでもわたしは何も言わず、ただそれを見送りました。

　先輩の姿が完全に見えなくなったところで今まで沈黙を守って来た【トオル】君が一言……

『やべぇ……』

　とだけ呟きました。





※






「ごめんなさいね、手伝わせちゃって……」

「いえ、べつに……」

　化学部顧こ問もんの雪ゆき村むら先生は少し遠えん慮りよがちに微ほほ笑えみました。わたしは部室に在あった古い器材を両手に持ちながら、ただ平然と適当な言葉を返します。

　部室の片付けは一月ほど前から少しずつやっていますが、未いまだ完全には綺き麗れいになっていません。だから時々こうやって要いらない器材や備品などを外へ運び出して処分しています。今回は廃はい棄きではなく引き取り手が見付かり、雪村先生がそこまで自分の車で運ぶと言うので、化学部唯ゆい一いつの部員であるわたしは半なかば強制的に協力するしかないわけです。

　今、わたしたちは校舎の正面玄関から少し歩いたところに在る、教員用駐車場の雪村先生の車の傍そばに立っています。

　彼女は肩から提さげていた大きめのキャンバス生地のトートバッグからキーホルダーを取り出して、三つ折りのそれを開きました。中には幾いくつか鍵かぎが入っています。

　普通車なのに軽自動車と見間違うほどのサイズの彼女の愛車は、フォルムの丸いハッチバックタイプで、彼女の話によると古い型の欧州車という事でした。当然【スマートエントリー】などというものは無なく、エンジンの始動、左右ドアや後部ハッチの開閉などの全すべてに直接鍵かぎを突っ込んで回すスタイルです。しかも一つの車なのに箇か所しよによって使用する鍵が違い、複数の鍵を携帯しなければならない妙で面倒臭い車でした。

　でも彼女はその妙で面倒臭い車をいたく気に入っているようで、『何ど処こがどうカワイイか』をよく話してくれます。しかし、車に人並み以上に興味があるわけでもない、ましてや『カワイイ』などという感覚が実はあまりよく理解出来ていないわたしにとってそれは地味に苦痛でしかなく、いつも右から左へと聞き流していました。しかし彼女がそのキーホルダーを開けて、そこに似たようなデザインの一般的な金属性の鍵が並んでいるのを見ると、彼女のおっとりとした──悪く言えばユルい頭で、よく他の鍵と間違えないものだなと感心します。一度彼女が説明してくれましたが、キーホルダー内に並ぶ複数の鍵の中には自宅の玄関の鍵や車のガレージの鍵も混ざっているそうです。

　──彼女の本名は【雪ゆき村むら純白ましろ】と言います。化学部の顧こ問もんと併あわせて、わたしの在ざい籍せきするクラスの副担任も務める、綺き麗れいで清せい楚そで柔和な雰囲気の二〇代半ばの女性化学教師です。男女問わず生徒から人気がありますが、でも何かにつけてわたしに干かん渉しようしようとするので、わたしにとっては少々鬱うつ陶とうしい存在でした。

「……本当にごめんなさいね。目的地と化野あだしのさんの自宅とは同じ方向だから、お詫わびに送らせて頂ちよう戴だいね？」

　鍵で車の後部ハッチを開け、わたしから器材を受け取り、そこに積み込み、そしてハッチを閉めながら雪村先生は柔らかにそう提案して来ました。何な故ぜか彼女は部活動終了後にわたしを自宅まで送りたがる妙な性癖（？）のようなものを持っていて、わたしがそれを利用して一度酷ひどい仕打ちをしたにも拘かかわらず、何故か性しよう懲こりも無なくそれを継続しようとするのでした。

「──結構です。」

　わたしは切り捨てるようにそう応こたえると、くるりと彼女に背を向けました。そして校舎に向かって歩き出しました。







　一度校舎内に戻り、部室で鞄かばんを回収し、そこから昇降口へ向かいました。

　昇降口に着くと早速自分の下げ駄た箱ばこから外そと靴ぐつを取り出します。両手が荷物で塞ふさがっていたために、先ほどは特例的に上靴のまま駐車場まで歩いて行ったのですが、本来は校舎外に出る場合は外靴に履はき替かえます。これから下校するなら尚なお更さら当然の事でした。

　隣りん接せつする他クラスの下駄箱の前で一人の女子が、その一つの扉を開けて中を確認しながら、「もう下校はしてるみたいよ？」と携帯電話片手に楽しそうに話しています。ベリーショートの髪かみにすらりとした長身で全体的にさっぱりとした印象でした。

「そんな事言ったらツボミの奴やつ、また『罰バチが当たるよ』って言うに決まってるって……」

　結構大きな声で話してはいましたが、名前も知らない人なので内容に別段興味が湧わくわけでもなく、わたしはさっさと上うわ靴ぐつを下げ駄た箱ばこにしまうと、外靴に足を突っ込みました。しかし──




「──あはっ、でもそれは【エーコ】の仕業だから……」




　……という一言が耳に届いて来たものですから、わたしは思わず手を止めて、そちらを振り向いてしまいました。

　その言葉の真意を確認したくて、耳を澄ませ彼女を見み詰つめていると、やがて彼女のほうもわたしの視線に気付いたのか、こちらを一いち瞥べつしました。

　その後一、二秒ほど経たってから状況を理解出来たのか、彼女は目を見開いてわたしを凝ぎよう視ししながら「ひぃっ！」とか細い悲鳴を上げました。

　そして先ほどまでとは打って変わって全体的に引ひき攣つって固まったような表情をわたしから逸そらし、「やばいよ……」と余裕の無い声で電話の相手に囁ささやきました。

　彼女は酷ひどく焦あせった様子で中身を確認していたのとは別の下駄箱の扉を開けると、中の外靴を外へと落とし、代わりに乱暴に脱いだ上靴を突っ込み、同じく乱暴に外靴を履はきました。そしてわたしから目を逸らしつつ、傍かたわらを通り過ぎました。その間片手は携帯電話を持ったまま、ずっと耳元に当てていました……




「──どうしよう、やばいって。あれもコイツかもしれないんだから……」




　立たち去さり際ぎわ、見送った彼女の背中からそんな一言が聞こえて来ました。

「………。」

　小走りで校舎から出て行く彼女の姿をわたしはただ眺めていました。

　しかししばらくそのままで居ると、ちょうど彼女が出て行った所から、今度は何な故ぜか雪ゆき村むら先生が姿を現しました。

　彼女はわたしの姿を発見すると、微ほほ笑えんで近寄りつつ『やっぱり乗って帰らない？』的な内容の発言をしましたが、傍まで来てわたしの顔を見ると「どうかしたの？」と首を傾かしげました。

「──何でも……ありません」

　わたしはそう呟つぶやくと彼女の傍をすり抜けて校舎の外へと向かいます。

「ぇ、あ……、ちょっと……」

　状況が理解出来ていない雪村先生が遠えん慮りよ気ぎ味みに声を掛けて来ましたが、言葉を返しませんでした。

　やはり、誰だれかに頼るような気分にはならなかったのです……
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　降り注ぐ雨あま粒つぶが身体からだの表面でパチパチと音を立てて弾はじけています。

　少し前から降り出したそれに、わたしは『自転車の片手運転が苦手』だという理由で、傘かさではなくレインコートでもって対応しました。

　見上げた空は真っ暗で、時々何ど処こか遠くからゴロゴロとドラム缶を転ころがすような音が聞こえて来ていました。

　放課後から何な故ぜだか妙に胸の奥がざわついて落ち着かず、その原因を『【不ふ審しん者しや】の存在にある』と見当を付けるに至ったわたしは、深夜自宅を抜け出して、電車で二駅ほどの距離を愛車に跨またがって学校までやって来ました。

　当然校門も裏門も閉ざされていますが、敷しき地ち内に入れる箇か所しよは在ありますので、そこからわたしは中へと入ると、物陰に愛車を隠しました。

「──さて。その【不審者】とやらは姿を見せますかね……」

　今から『巡じゆん視し』兼けん『張り込み』を開始します。

　辰たつ巳み先せん輩ぱいは確か『ここ数日、毎夜。雨降りにも拘かかわらず……』と言っていました。だったら今日も姿を現す可能性は高いと思われます。

　とりあえずわたしの目的はその【不ふ審しん者しや】を見付ける事。それがどんな奴やつか確かめて、そして可能ならば何ど処この誰だれだか特定する事。べつに捕らえたり危害を加えようなどとは思っていません。わたしが【不審者】でない事が証明出来ればそれで良いのです、多くは望みません。

　ただ、文句の一つくらいは言ってやりたいものです。直接的に害を被こうむったわけではありませんが、わたしに掛けられた根も葉もない疑いをより深いものにしているのに一役かっているのは間違いないのですから。

　その【不審者】は『敷しき地ち内に入って、校舎の周囲をぐるぐる回っていた』という話でした。先ほどのわたしがそうであったように、ウチの学校は結構簡かん単たんに、目もく撃げきさえされなければ敷地内へ入れます。でも校舎内へはそう簡単にはいかないはずです。だからわたしの推理だと【不審者】は校舎内へ侵入するための方法を探さぐるために、周回していたのではないかと思うのです。

　だから同じように校舎外を適当に周回するか、何処か身を隠す場所があればそこで張り込んでいたら、いずれ出くわすと思います。

　待ち伏せの形を取ったほうが効率が良いし安全な事は分かっているのですが、せっかちな性しよう分ぶんであるわたしはいつ現れるかも分からない人物をただ待つというのは苦手でした。なのでまずは【不審者】に倣ならって校舎の周囲を回ってみる事にします。







　まずは昇降口に行ってみました。しかし何の異常もありません。携帯している懐中電灯で硝子ガラス扉とびらから中を照らしてみても人影は無なく、重い扉を引っ張っても押してみても動きません。鍵かぎが掛かっていました。次に校舎を少し回りこんで正面玄関にやって来て同様の事をやってみても結果は同じでした。まあ、当然の事でしょう……

　わたしはそのまま校舎を一周するために歩き出します。懐中電灯の明かりは消しました。敷地内に外灯が幾いくつか点在しているので、消しても足下が少しおぼつかない程度で何とか歩けるのと、雨降りの夜に外で懐中電灯を使用すると雨あま粒つぶに反射して光の筋が出来てしまい、敷地の傍そばを通りかかった人や【不審者】本人に逆にわたしが発見されてしまう危険があるからです。用心に越した事はありません。

　そうこうしていると雨足が強くなって来ました。風も少し出て来ました。とりあえず一周まで後少しの場所に在ある、屋根付の駐輪場でわたしは雨宿りをする事にしました。

　軒のき下したから空を見上げて周囲をぐるりと見回しました。すると例のゴロゴロという音はここに到着した時より大きくなっているように感じられ、時々無作為に何処かの空に枝分かれする白い光の筋が走っているのが見えました。

「………………」

　ザァァーーーーーという、屋根を小さくひっきり無なしに叩たたく雨音に耳を傾けていると、わたしは何な故ぜだかふと、『止やまない雨は無い』などという使い古された歌の文句のような言葉を思い出しました。そしてその後で、去年の冬にわたしが事件を起こすまで──その数ヶ月前までの、いつかの夜の事を思い出してしまいました。

　最近のようなじめじめとした季節ではありませんでしたが、雨が降り続ける時期があって、わたしは夜に真っ暗な雨空を見上げながら、飽あきもせずにただぼぉっと眺めているのです……

　その時の雨が今はもう降っていないかといえば、それは…………

「……わたしらしくないですね」

　溜ためた息と一緒にそう吐き出して、そんな自分を少し意外に思いました。でもわたしはそれを深く考えず、むしろ無視するような気持ちで、再び雨の降り注ぐ空の下へと足を踏ふみ出だす事にしました。

「さっさと【不ふ審しん者しや】が姿を現してくれないものでしょうか……」

　軒のき下したの端っこから顔を出して周囲を見回してみます。

　すると───

「──？」

　わたしは視界の端に妙なものを捉とらえた気がして、そこで視線を止めます。

　この学校の校舎は南北に伸びた東と西の二つの棟むねが在あり、それらを渡わたり廊ろう下かで繋つないだ□型をしています。駐輪場は東校舎の隣となり──東側に校舎に平行して細長く存在しています。駐輪場からは東校舎内の東側を南北に走っている廊下の様子が窓まど硝子ガラス越しに丸見えなわけなのですが、そこの南の端のほう、生物室の前辺りの窓で何かがバタバタと風に煽あおられているのが見えました。

　怪け訝げんに思ったわたしはその傍そばまでゆっくりと歩いて行って、懐中電灯のスイッチを入れて照らしてみます。

　するとそれはただの板状のダンボールでした。何かの箱だった大き目のダンボールを切り取って、例の割れた窓硝子を隠すために外側から貼はられたものでした。それが中ちゆう途と半はん端ぱに剥はがれて、風を受けて揺らめいているだけでした。

　　──ん？

　でも少し妙でした。ダンボールは布テープで周囲の窓硝子に固定されていて、板のその周囲も隙すき間まが空かないようにテープでぐるりと貼り付けて密閉されていたはずでした。それは今の剥がれた板の状態を確認しても判わかります。雨で紙が腐るほどの日数は経たっていないはずだし、そんな痕こん跡せきもありません。風が入り込む隙間が無かったはずだから風力で巻き込んで板が暴れて剥がれたという事も無いと思われます。

「…………」

　何ど処こかおかしいような気がして、懐中電灯で照らしてよく確認してみると………




　──窓が開いていました。




　割れた窓が横にスライドさせてあり、はっきりと窓が開いているのです。いくら割れて穴が空いているといってもその窓を開けっ放しにはしないと思うのですが………

　わたしはそこから覗のぞき込こんで廊ろう下かの床を懐中電灯の明かりで照らしました。するとちょうど開いた窓の下辺りの床に砂だか土だかが小さな塊かたまりで落ちているのを発見しました。

「──居ますね」

　地面から窓枠の底辺までの高さは男子生徒だと胸の辺り……、わたしだともっと上になります。わたしはそこに指を掛けるとよじ登る事に決めました………





※






　雨足は更さらに強まっていました。窓まど際ぎわを歩くと、見えはしませんがどっどっど…と雨あま樋どいが溢あふれている音が聞こえて来ます。繰くり返かえされる雷鳴と雷光の時間差もかなり短くなって来ていて、轟ごう音おんとほぼ同時にばっと昼間のような明るさになり、その度たびにわたしが歩く一階廊下の光と闇やみとを一いつ瞬しゆん色濃く二分していました。

　窓の外を一いち瞥べつして、わたしはこれでは家に帰るのも一苦労だと溜ため息いきをつきました。現在レインコートは割れた窓まど硝子ガラスのところに脱ぎ捨てて来ていますが、帰りはあれを再び羽は織おって電車で二駅の距離を自転車に跨またがらなくてはいけないのですから……

　まぁとにかく、今は校内に侵入したと思われる【不ふ審しん者しや】の確認が最さい優ゆう先せん事じ項こうです。わたしは気を取り直して、非常灯しか点ついていない暗い廊下を懐中電灯を消したまま、慎しん重ちように歩みを進めました。

　生物室から一番近い校舎南側の渡り廊下は、一階が壁かべの無ないただのコンクリートの道、二階は屋根も無いただのコンクリートの橋のためか校舎外と同じ扱いになっているようで、そこへ通じる扉には鍵かぎが掛けられていて利用出来ませんでした。なのでわたしは東校舎廊下から昇降口を兼かねている一階北渡り廊下を通り、正面玄関が在ある西校舎一階廊下を移動します。そこから最南端の階段を上って音楽室がある二階へ。折り返すように廊下を北上して……、わたしは二階北渡り廊下までやって来ました。

　わたしはそこでふと立ち止まり、窓から外の様子を確認する事にしてみました。右側を歩いていたので右手の窓を覗きます。昼間の明るい時間なら窓の外には中庭が見えるはずなのですが、中庭には外灯が無いせいか、今はほとんど何も見えません。敷しき地ち外から入ってくる微かすかな光で何となく中庭だと判わかる程度です。

　それでもわたしは一応目を凝こらして中庭の様子をぐるりと見回しました。すると……

「───っ？」

　左から右へと見回して最後、西校舎に目が行った時、視界の端──屋上に何か奇妙なものが見えたのです。はっきりと見えたわけではなく、影というかシルエットのようなものなのですが、敷しき地ち外からの微かすかな光に照らし出されたそれは、屋上の空を舞まっていました。

　よくは判わかりませんが鳥のように見える形で結構大きく──目測でわたしの身長くらいでしょうか。それがひどく不規則に、宙に８の字を描くように蛇だ行こうしているのです……

　わたしは窓まど硝子ガラスに顔を近付けてその妙な物体を凝ぎよう視ししました。するとそこで空がカッ！と光り、例の昼間のような明るさになりました。

　──鳥でした。一いつ瞬しゆんでしかも雨降りなので視界は多少ぼやけはしていましたが、それは巨大な猛もう禽きん類るいのようでした。それは大きな翼を広げたままの状態で、その大きな体たい躯くからは想像もつかない小鳥のような目まぐるしい動きで空を回っているのです。

「……………」

　わたしは言葉を失ってただそれを見み詰つめていました。再び黒いシルエットに戻った怪鳥は不規則な動きをしつつ、そのままどんどんと上昇を始め、やがて上空へと姿を消してしまいました。

　その後しばらくわたしはその場で呆ぼう然ぜんとしていました。でもふと我に返り、それを確認しに行こうかどうかを考え、屋上へ続く階段のほうへ顔を向けた、その瞬間───




　───カッ！




　バァァァァァァァァァァァァァァンッ！




　光と同時に凄すさまじい破裂音のようなものが轟とどろきました。

　その衝しよう撃げきなのか目の前の窓硝子──いえ、校舎そのものが震えた気がしました。突然の出来事に驚おどろいたためか、わたしはいつの間にかその場に尻しり餅もちをついてしまっていました。

「なっ……」

　何とか起き上がり、再び目の前の窓から中庭方面の様子を窺うかがいました。すると例の屋上の空に白い煙のようなものが漂ただよっているのを発見しました。

「───ッ！」

　それを確認した瞬間、わたしは思わず走り出していました。まず西校舎目指して廊ろう下かを突っ切り、そして屋上へと続く階段に跳とび込こみ、それを全速力で駆け上がりました。

　そして屋上出入口がある踊り場へと辿たどり着つきました。そこで一度大きく息を吸って吐いて呼吸を整えると、屋上へと通じるドアのノブに手を掛けます。でもその瞬間、屋上が常時立入禁止の場所で、このドアも閉へい鎖さ状態が常である事を思い出し、先に職しよく員いん室しつに寄って鍵かぎを持ち出して来るべきだったと後悔しました。でも一応ノブを回してドアを押してみました。すると……

　　ガチャッ……

　という微かすかな音と共に、ドアは奥側へと開きます。

「……………。」

　何な故ぜだか少し嫌いやな気分でした。胸の奥がざわつく感じです。……なので、ゆっくりと静かに慎しん重ちようにわたしは屋上に足を踏ふみ入いれ、そして警けい戒かいを怠おこたらないよう周囲を見回しながら歩を進めました。

　ザァザァと音を立てて降る雨あま粒つぶが容よう赦しやなく、わたしの身体からだを絶え間なく叩たたき続つづけますが、それに構かまっているような余裕はありません。どうせ雨が邪じや魔まして聞こえないだろう周囲の音を聞こうと耳を澄ましました。でも思ったとおりに何の収しゆう穫かくもありません。

　屋上は以前に足を踏み入れた時から少し景観が変わっています。時間帯や天候による変化もありますがそれだけではありません。給水塔が在あって床にはその配管が剥むき出だしになっていて、最南端には物置であるコンクリート小屋──そこは変わりません。しかし以前は部分的であった転落防止用の金網フエンスが今は屋上周囲をぐるりと囲んでいます。元々立入禁止の場所ですので部分的な転落防止でも問題はありません。現に昨年の夏なつ頃ごろに忍び込んだ不ふ埒らち者ものが中庭に転落しそうになった事があったらしく、問題にされていましたが、それ以降も学校側は何の対策も講じていませんでした。でも最近になって屋上を使用し悪さをした連中が居て、それで一部保ほ護ご者しやや後こう援えん会かいから非難の声が上がり、何のアピールなのか、急きゆう遽きよ施工されました。小耳に挟んだ噂うわさによると突貫工事のため追加部分は貧相な物らしいです。今は雨のため視界が悪く、程度は確認し辛づらいのですが……

　出入口のドアから南に少し進むと、給水塔の向こう側で、わたしは前述の空に漂ただよう煙のようなものを再発見しました。そしてそれの一部は屋上の床から立ち上っているようです。

　わたしがその最下部──根元の床に懐中電灯の光の筋を当てると、その白くて丸い空間の中に何かの大きな物体が横たわっていました。確認のためにそれに向かうと、近付くにつれ、何とも表現し難がたい、胸の奥からムカツキを呼び起こさせるような匂においが漂って来ました。この匂いをわたしは最近嗅かいだ事があります………

　それに静かに近付き、傍そばまで寄って真上から見下ろすようにして、しっかりと確認しました。でもすぐにそうした事を後悔してしまいます……




　　　──人間です。




　『真まっ黒くろ焦こげ』という表現がしっくりくるほどに全身を焼やけ爛ただれさせた人間が一人。降りしきる雨をものともしないでぴくりとも動かず、そこに倒れて横たわって全身から湯気だか煙だかを立ち上らせているのです。しかもその人物は、同じく倒れて焼やけ焦こげて酷ひどい状態にあるパイプ椅い子すらしき物に縛り付けられた状態でした。更さらによく観察するとその人物とパイプ椅子らしき物を繋つないでいる物は手錠のようにも見えます……

「うわ……」

　と思わず声を漏もらしてしまいます。正直これは……




「──これ。見なかった事には出来ませんかねぇ………」
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「それはきっと【サンダーバード】ってやつじゃないのかな？」

「──サンダー…バード……。【雷らい鳥ちよう】の事ですか？」

「日本語に直訳するとそうなるが、高山に生息している鳥の事じゃないし、電車の名前でもない。ましてや【国際救助隊】の事でもないよ」

「【国際救助隊】？」

「あぁ～、君たちの年代では知らないか。俺おれたちの年代でも危あやういが。六〇年代にテレビでやっていた特とく撮さつ人にん形ぎよう劇げきで、国家の枠を超こえて災害救助をしてくれる一家のお話だ。再放送さえ見た事がないが、それでも昔はまってた時期があってね」

「へぇ……」

「おっ、何だか難しい顔をしているね。そういうの興味あるのかい？」

「──いえ、全まつたく。ただ、学校で隣となりの席に座っている人にさえ助けて貰もらった覚おぼえが無ないのに、地球の裏側から見知らぬ誰だれかが自分のために駆けつけてくれるだなんて、全然ピンと来ないものだと……」

「ははっ、確かに……」

　警けい察さつ署しよ内の取調室。机つくえを挟んでわたしと向かい合って椅い子すに座っている軽かる部べ刑けい事じは、小さく肩を竦すくめました。

　【軽かる部べ重しげ法のり】。甘いマスクに常時軽けい薄はくな笑みを湛たたえた二〇代後半くらいの男性で、半年ほど前にわたしが起こした事件を担当した緋ひ守かみ警察署刑事課所属の刑事です。事件以来何かと縁あって、時々会って話をする事があります。

「──【サンダーバード】というのはアメリカ大陸の先住民たちの伝説に出て来る巨大な怪鳥の事さ。天候──主に雷を自由に操あやつれるらしく信仰の対象になっている。小学校なんかに在ある【トーテム・ポール】に姿が彫られていたりするんだが、見た事無ないかい？」

　わたしが首を横に振ると、軽部刑事は「ジェネレーションギャップか……」と、溜ため息いき混じりの息を吐きました。

「ずいぶん詳くわしいのですね……」とわたしが零こぼすと、彼は「夢想家ロマンチストなんだよ、こう見えてもさ」と自じ嘲ちよう的てきに笑いました。

「だから【エーコ】ちゃんのような可憐なお嬢さんと話していると心躍おどってしかたが………って、そう言えば。手の傷はどう？　君の白しら魚うおのような指が心配だ……」

「大丈夫ですよ……」わたしは彼の前で右手をぷらぷらと振って見せます。

「もうすっかり元通りです。あなたの鼻のほうはどうですか？」

　軽部刑事とわたしは少し前に、ある事件に関わりました。その際にちょっとした心の行き違い（？）から、お互いに傷を負うはめになってしまったのです。

「──あぁ、問題無いよ。急所は逸それていたようだ。御覧の通り、すっかり元の美しい顔に戻っている。だから心配は要いらない。……ははっ、どうしたんだい？　そんなにじっと見み詰つめて。惚ほれ直なおしたのかい？」

「──残念。少しは見れる顔になったと思ったのに。逞たくましい感じで……」

「悪いね。あんまり魅み力りよく的てきだと女性からのお誘いが絶えなくて。手に負えないんだ……」

　鼻で笑うようにそう応こたえると、軽部刑事は小さく自嘲的と思える溜息をつきました。そして「さて……」と、改めてわたしに向き直りました。

「──ずいぶんと横に逸れてしまったが話を元に戻そう。それで君はその怪鳥の姿を屋上の上空に見て、その後で大きい音を聞いて……、確認のため屋上に向かった………」

「──はい」

「そしてそこで焼やけ爛ただれた被害者を発見して、警察に通報して──今に至る、と」

「──そのとおりです。」

「なるほど……」と呟つぶやいて、軽部刑事はわたしの姿をじっと見ました。わたしは今、濡ぬれた服のまま、借りたバスタオルに包まった状態です。

「寒くはないかい？」という彼の問いに、わたしは「寒いですよ、当然」と返しました。

　取調室内にはわたしと軽かる部べ刑けい事じの他に書記を務める制服姿の女性警けい察さつ官かんが一人居ました。彼はその女性に「悪いけど、何か温かいものを持って来てくれないか？」と声を掛けました。「分かりました」と彼女は立ち上がり、そして退室して行きました。

「……えぇと、それで。【エーコ】ちゃんが深夜の学校に忍び込んだ理由は『不ふ審しん者しやを捕まえる』事……だったかな？」

「──えぇ。」とわたしは頷うなずきます。正確には少し違いますが、それを細かく説明するのは面倒臭いし意味が無ないので、そういう事にしておきました。

「………。それ、本当かい？」

「どういう意味ですか？」

　わたしが尋たずね返かえすと、軽部刑事は「いや、べつに……」とだけ、含みのある呟つぶやきを零こぼしました。

「ひょっとして、わたしを疑っているのですか？」

　わたしの問いに彼は「まぁ、そういう事だね。第一発見者を疑うのは当然の事さ……」と悪びれる様子も無く、返します。

「被害者と面めん識しきは？」

「──さぁ？　判わかりませんね……」

「同じ学校の生徒なんだが。顔を見て、あるか無いかさえ判らないかい？」

「あの状態ですよ？　普段顔を見ていても判らないと思いますけど？」

「俺おれは女性レデイーなら死後一ヶ月以上経たった水死体でも判るよ。男性やろうなら署内のトイレですれ違っても同どう僚りようだと気付かないが」

「あなたらしくて素晴らしいです……」

「そうだろう。俺はいつだって俺らしいのさ」

　何ど処こまで本気なのか分からない返答をして、軽部刑事は自じ嘲ちよう的てきに笑いました。

　そんな彼にわたしが「本当に判らないのですが、結局誰だれなのです？」と尋ねると、彼はスーツの内ポケットから手帳を取り出して、開きました。

「被害者の名前は【塩しお谷や蕾つぼみ】。年ねん齢れい一六歳。私立文あや目め沢ざわ高校二年二組に在ざい籍せきする女子生徒。【エーコ】ちゃんとは同級生だ……」

「へぇ、たぶん初めて聞く名前です。それで彼女はどうしてあんな場所であんな事になっていたのですか？」

「それを今調べている最中なんだ、君を疑いつつ。まだはっきりと裏が取れてはいないが、彼女は本日の授業には出ていたようだ。……しかし帰宅した形跡が無い。それは家族の証言と、焼やけ焦こげて酷ひどい状態になっていたが学校の制服を着ていた事からも窺うかがい知しれる。──彼女がどうしてあんな無残な姿になってしまったか……だが、これはもう言わなくても判っているだろう？」

「──【落雷】……ですか？」

「そのとおり。鑑かん識しきの話に因よれば、あの全身火傷やけどは強い電気が流れた事によって発生した【ジュール熱】というもののせいらしい……」

　軽かる部べ刑けい事じは続けて「【ジュール熱】とは【ジュールの法則】で言われている『電気が流れると導体内の自由電子が加速されて陽イオンと衝しよう突とつし、内部エネルギーが増加して熱が発生する』事らしい」と、手帳に書かれているのか説明を読み上げていました……

「──しかし妙なのは発見された時、倒れている彼女はパイプ椅い子すに繋つながれた状態で、しかもそれは手て錠じようで後うしろ手でに……という事だ。それは彼女以外の誰だれかがその場に居た事を示している……」

　確かに土砂降りの雨の中、深夜の校舎の屋上で、一人椅子に座って、自みずから進んで身体からだと椅子を手錠で繋ぐ人間など居ないでしょう。正しよう気きの沙さ汰たではありません。

「その被害者本人に話を聴ければはっきりするのでしょうが……。さすがに死んでしまっていては無理ですね。『死人に口無なし』というやつですか……」

「──いや、死んでいないが」

　軽部刑事の意外な返答にわたしは思わず「へっ？」と間抜けな声を出してしまいました。

「……雷に撃うたれたのに、死んでいないのですか？」

「あぁ、必ず死亡するというわけでもないらしい。運が良かった──きっと『普段の行い』が良かったんだろう……」

　そう言ってわたしの顔を見み詰つめる彼の微笑には少し何かの含みがあるように感じます。が……

「【落雷】に遭あった時点で運は最悪ですよ。それに『普段の行い』が良い人は椅子に縛しばられたりしないでしょう」

「ははっ、確かに……」

　軽部刑事は鼻で簡かん単たんに笑い飛ばすと、話を続けます。

「──屋上の、彼女が倒れていた場所の数メートル東側の転落防止用の金網フエンスに焼やけ焦こげた痕あとが在あったのに気が付いたかい？」

　わたしは首を横に振ります。視界が悪かったのと、塩しお谷やさんが印象的過ぎて他に目が向いていなかったためかと思います……

「──そこに落雷の痕が在った。つまり被害者はその傍そばに座らせられていたか、もしくは金網フエンス自体に椅子ごと固定されていたか………、とにかくそこから落雷の衝しよう撃げきで数メートル先のあの場所まで飛ばされたと推測される……」

　確かに落雷に際して衝撃波が発生するという話は聞いた事がある気がします。感電死を逃のがれても鼓こ膜まくを破られる場合があるとか……

「落雷時の状況がどのようなものだったかは今鑑識が詳くわしく調べている最中だ。しかし彼らが言うには、金網フエンスから雨に濡ぬれた屋上の床へ、そこから傍そばに在あった剥むき出だしの給水塔の金属製水道管を伝って電気が地中へと旨うまく流れたのではないかと……」

「つまり偶然【接地アース】の状態が出来上がった、と？」

「──そのようだ。実は落雷による死亡の多くが焼死ではなく感電に因よる心肺停止らしい。だから体内深く──心しん臓ぞうまで電気が到達しなければ死なない場合もあるらしい。現在はショックで意い識しきを失っているがいずれ戻る見込みだ……」

「……ちょっと待って下さい。それではわたしがここで事じ情じよう聴ちよう取しゆされている意味が無ないのでは？　塩しお谷やさんの意識の回復を待って話を聴けば良いだけではないのですか？」

「まぁ、概おおむねそうだ。しかし塩谷さんの意識の回復とは別に、一応話を聴いておかないとね。参考人として……」

「馬ば鹿か馬鹿しい……」と呟つぶやくわたしに軽かる部べ刑けい事じは微ほほ笑えみかけました。

「悪いけど、もう少しだけ付き合って欲しいかな。何しろ久しぶりに会った君と俺おれの……」と言い掛けて、そしてふと何かに気が付いたように「あぁ、そうだ……」と呟つぶやきました。

「……最近どう？　学校は楽しいかい？」

「──？　何ですか、突然。うちの父親みたいな事を聞くのですね。後、『勉強は頑がん張ばっているのか？』とか……。でもその質問の答えは今のこの状況が示していますよ……最悪です」

「ははっ、参ったね。父親か……」と苦笑いをする軽部刑事。「確かにこの状況じゃ、良い感想は聞けそうにないか」

「………。」

「……あぁ、いや。実は最近『学生さんも大変だなぁ』と思う事があってね。それで【エーコ】ちゃんはどうだろうかって少し心配になったんだ。……まぁ、今回の件とは関係ないから忘れて貰もらって良いよ」

　………。何なんですか、いったい……

「まだ事情聴取は終わらないのですか？　だらだらとそんな無関係な話をするのなら、もう家に帰して欲しいのですが。ずぶ濡ぬれのこのままでは風か邪ぜを引いてしまいます」

　わたしがそう言うと軽部刑事は腕時計を見ながら、「確かにもういい時間だね……」と返しました。

「でももう少し待ってくれないか？　直すぐに温かい飲物が来るから……」




　　　がちゃっ……




　軽部刑事がそんな事を言ったちょうどその時、彼の背後のドアが静かに開き、先ほど出て行った女性警けい察さつ官かんがお盆に湯気の立つマグカップを二つ乗せて入室して来ました。でも彼はそれに気付かなかったのか、構かまう事無く話を続けます。

「──あぁ、そうだ。良いアイデアが在ある。もう遅いし、なんなら今晩はウチに泊まっていけば良いよ。署ここから近いし、俺おれは一人暮らしだから、気を遣つかう必要も無ない。そこで風ふ呂ろにでも入って温まれば、気分も解ほぐれるんじゃないか───」




　　どぼ…どぼどぼ……




　音も無く軽かる部べ刑けい事じの背後に女性警けい察さつ官かんが立ったかと思うと、マグカップの一つを手に取り持ち上げ、そして軽快に喋しやべる彼の頭上でゆっくりとそれをひっくり返しました。

「…………」

　わたしの鼻を甘ったるい匂においがくすぐります。女性警察官はそのまま無言でわたしの目の前に残り一つのマグカップを置いて、そして再びドアのところまで戻ると、会え釈しやくをしました。倣ならってわたしも会釈を返すと、彼女は微ほほ笑えんで……そして退室して行きました。今いま頃ごろになって気が付きましたが、彼女は以前に見掛けた事のある顔でした。署内受付のカウンター越しでしたね。軽部刑事の頬ほおに景気の良い一発を食らわしていました……

「………………」

　わたしはとりあえず机き上じようのマグカップを手に取り、そして次に内を満たしている温かいココアに口をつけました。お湯ではなく温めたミルクで淹いれたわりと手間の掛かった一品でした。

「───どうだい？　良い案だろ？」

　まるでＤＶＤの一時停止を解除したような感じに、軽部刑事がいきなり話を再開したので少しびっくりしましたが、それには触れず、冷静に「いえ、結構です。生あい憎にく、迎えはもう呼んでいますので……」と返しました。でもやはり少し気になってしまい、少しだけ触れてみる事にしました。

「……あの、熱くはないのですか？」

「あぁ」と彼は自じ嘲ちよう的てきに微笑みます。

「どちらかというと冷たい──いや、寒いかな？　──心が」

　わたしは彼の気持ちを全まつたく理解出来ませんでしたので「──そうですか」と、とりあえずそれだけを返しました。

「あぁ、誤解の無いよう一応断っておくけど。これは傷害事件とか、そういうのとは違うから……」

「えぇ、分かっています。ご心配なく。昔オバァちゃんが言っていましたから。『オンナたらしに人権は無い。だから遠えん慮りよは要いらない』と」

「ははっ……そいつは酷ひどい。でもこういうスキンシップだって男女の間には時に必要なんだ」

「昔のアニメで言っていた、『本気だったら殴なぐれるはずだ』というやつですか？」

「そのとおり。さすがに聡そう明めいだね、【エーコ】ちゃんは。──こういうのは会話と一緒なんだ。『好きだ』という愛の言葉の代わりに手が出ているわけだ。言葉は万能じゃないから、それだけでは伝えられない想おもいもある。大人の恋は難しいのさ……」

「ＤＶ屑くず野や郎ろうの独善的主張みたいに聞こえますが？」

「──違うよ。俺おれは女性に手を上げるのは苦手なんだ。逆の場合は、両手を広げて迎え入れるが……」

「迎え入れるって……。生きつ粋すいの変態ですね」

　そう返したわたしはそこで、『迎え』の言葉を口に出した事で気が付いて、腕時計で時間を確認します。

「もうそろそろ迎えが来る時間です。待たせるのも何なので帰りたいのですが。これって任意の事情聴取ですよね？」

「えぇ～っ」と軽かる部べ刑けい事じはわざとらしく残念そうな声を出しました。

「寂しい事を言うじゃないか。【エーコ】ちゃんは俺よりその人のほうが大事だっていうのかい？」

「どちらも大した存も在のではありませんが、マイナスの選択でどちらかを選べと言われたのなら、現在の状況を鑑かんがみて、『迎え』の人となりますね」

「……そうか、残念だよ。二重の意味で」

　軽部刑事は肩を竦すくめて薄うすっぺらく笑いました。

「──あぁ、それで。お願いがあります……」

「ほぉ、何だい？　このタイミングで」

「その被害者の意い識しきが回復したら教えて欲しいのです。そして会わせて下さい。そうすればわたしの疑いはきれいさっぱり晴れるでしょうから」

「まぁ何らかの方法で【面めん通とおし】はさせて貰もらうと思うよ」

「それから他に、この件で何か分かったら教えて下さい。多少なりとも巻き込まれた身としては知る権利はあると思いますので」

「オッケー、教えるよ───と言いたいところだけど、捜そう査さ情報だからね。ただでは教えられないかな？」

　軽部刑事はにやりと含みのある笑みを浮かべました。

「──この前の一件で報ほう酬しゆうに見合うだけの情報を頂いていませんが？　知っていて黙っていた事があった分、貸ツしケ扱いだと思います」

「何も聞かず、自殺の捜査資料を見せてあげた分でチャラになっているんじゃないかな？」

　なるほど、そう来ますか……。でも、まぁ良いでしょう、どうせ……

「──分かりました。では追加で用意します──というかもうしています。──いや、正確には呼んでいますでしょうか………」

　　コンコンッ……

　わたしが言葉を選んでいると、ふいにドアがノックされ、四〇代くらいの刑けい事じらしき男性が、少しだけ開けたドアから顔を見せて軽かる部べ刑事の名を呼びました。そして彼はわたしの顔を一いち瞥べつして、そして再び軽部刑事に視線を戻しました。

「おい。その娘この身元引受人に親おや御ごさんじゃなくて、【雪ゆき村むら】って若い娘むすめさんが来ているんだが、どうする？」

「──ッ！」

　……一呼吸置いて。軽部刑事は「──あぁ、大丈夫です。俺おれもよく知っている女ひ性とですから」と答え、そして「『すぐ行きます』と伝えて下さい」と言いました。

「おぅ、分かった」と中年刑事の顔がドアの向こうに消えると、軽部刑事はわたしのほうを振り返り、「さすが良く分かっている」と称賛の声を上げました。

「実は最近全然連絡がつかなくなっていたところなんだ。ナイスフォロー、【エーコ】ちゃん」

「えぇ。最近ある人に『助け合うのも大切な事』だと教わったばかりなもので。これで良いですよね？」

「あぁ、バッチリだ。その人にも感かん謝しやしたいね」

「そうですか。では、明日にでも伝えておきます」

「じゃぁ、行こうか……」と立ち上がり、そのまま廊ろう下かへ出て、早速受付方向へ向かおうとする彼にわたしは「そのままで行くのですか？」と尋たずねました。知ったことではありませんが、一応……

「そうだな……」と足を止めてこちらを振り向き、彼は呟つぶやきます。

「今日はいつもより少し逞しくワイルドになった俺の姿を見て貰もらおうかな？」

　ココアの甘ったるい匂においをプンプンさせながら、彼は例の軽けい薄はくな笑みを顔に浮かべて、再び歩を進め始めました。

「確かにあなたらしいと言えばあなたらしい。逞たくましいです……」

　わたしは呟いて、彼の後に続きました。
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　　[image: ]　　　　【避雷針】







　夜が明け、雨は止やんでいましたが、空は低く真っ白く曇くもっていました。

　駅で電車を降りて学校に向かう途中周囲を見回すと、差していない傘かさを手に持って歩く人たちばかりでした。今年はもう梅つ雨ゆ入りしているそうで、最近すっきりとしない天気が続いています。それに併あわせて肌に触れる空気もじめじめと纏まとわりつくような鬱うつ陶とうしいものに変わっていました。毎年これが七月の中なか頃ごろまで続きます。

　昨晩──というか時間的にはもう今け朝さでしたが──あまり寝ていないためか少し呆ぼうとする頭とだるい身体からだと……そして気候のせいか、わたしは重たい足取りでした。

　時間的には余裕があるので特に急ぐ必要も無なくのんびりと歩いていると、通学路である住宅地のとある場所で小さな人だかりを見掛けました。

　一本の電柱の傍そばに電力会社の高バ所ケ作ツ業ト車が停まっていて、人が乗る籠かごのようなものを上へと伸ばしているところで、その周りに近所の住人と思われる人が数人、その籠の行方ゆくえを見守っていました。わたしがその電柱の上の方へ下から視線を移動させて行くと、柱の一番上の部分に何かが引っ掛かっているようでした。それは真っ黒に焼やけ焦こげた太い針金のような物で出来た何かの骨組みのように見えます。昨日は激はげしい雨と共に風も吹いていたので何ど処こからかゴミが飛ばされて来たのだろうとわたしは推理しました。下で様子を見守る近所の人（？）たちも同意見のようで口々に似たような内容を口に出していました。

　通学途中の学生や通勤途中のサラリーマン風の男性が歩きながらそれを見守っていたり、中には足を止めて疎まばらな人だかりに混じって見上げている人も居ましたが、すぐに足を元通りに動かして移動を再開していました。

　わたしも同様に、大して興味を惹ひかれる内容でもないので、一分もそこに居ないで学校へ向かう事にしました。
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『──つまり仕組みを簡かん単たんに説明するとだな。まず雲中の氷の粒つぶ同士が対流なんかによって衝しよう突とつして、摩ま擦さつを生じて静電気と同じように帯電する。そして溜たまった電荷が状態解消のために地上に向かって放出される。それと地上からの【迎え放電】って奴やつが結合したのが【落雷】と呼ばれるもんだ。【雷】は電気で、その電気は「＋」と「－」の電位差が大きいほど放電し易やすくなるわけで、【落雷】級クラスの放電ともなれば、空気の【絶縁】なんか容た易やすく───って、この辺の【電気の流れ】に関する事は物理の授業なんかでも習ってるか………　』

「えぇ、まぁ。だいたいですが……」

　……だいたいしか知りません。「化学部だ」と言うと、こういう現象の仕組みに詳くわしいと思われるかもしれませんが、基本わたしは素人しろうとです。二ヶ月ほど前まではこういう事にはほぼ無縁な生活を送って来た身です。しかも【電気】関係は何となく『難しい』という印象があって、以前のわたしは敬遠していました………

『──諸説あるようだが、人が一生の内で雷に撃うたれる確率は一〇〇〇万分の一から……高くても三〇〇〇分の一。死亡率は国内で七〇パーセントくらい。直接撃たれた【直ちよく撃げき雷らい】の場合は八〇パーセントくらいで、撃たれた物体の側に居て巻き添えを食らった形の【側撃雷】の場合はもうちょっと下がるみたいだな。夏場の八月の被害報告が一番多いが、今の梅つ雨ゆ時期から件数が増えて行くみたいだ────』

　【トオル】君の【中の人】は何か資料カンペのようなものでも見ながら喋しやべっているのか、時々妙な沈黙がありました。

『死因のほとんどは【心肺停止】だな。焼け死ぬようなイメージがあるが、落雷は電気の体内通過時間が短いためジュール熱の影えい響きようは少なく、火傷やけどを負っても二ヶ月ほどで治るらしい。死亡する場合は体内深く……心しん臓ぞうまで電気が到達した場合で、そうなるとほぼ即死状態。お前が軽かる部べから聴いて来たように、運良く今回のような他よ所そに電気が流れて行った場合では助かる事もあるらしい。世界記録になってるが、七回雷に撃うたれても死ななかった奴やつも居たって話だしな……』

「へぇ、そんな人が居るのですか……」と、わたしは普通に感心しました。

「──そうですか。そういえば以前に軽かる部べ刑けい事じが、『雪ゆき村むら先生を初めて見た時、全身に電でん撃げきが走った』と言っていた事がありました。彼もそういう人物なのでしょうか……」

　わたしの何なに気げない呟つぶやきに【トオル】君は『ハっ』と鼻で笑いました。

『……あぁ、そうなんじゃねぇのか。たぶん一日数回節せつ操そう無なく電撃が走ってるイカレた野郎だ。しかもその都度それはすぐに何処かへ流れちまうんだろうな。あいつは雷に撃たれたくらいじゃ死なねぇタマだな。世界記録を更新するのは奴みたいな男なんじゃねぇの』

「あぁ。そういえば軽部刑事があなたにお礼が言いたいと言っていました……」

『はぁっ？』と妙に高い声を出した【トオル】君に、わたしは昨夜の取引の話をごく簡かん単たんに話しました。

『──お前さ。何でそんな事するわけ？　そんな事して胸が痛まねぇの？』

　わたしの話を聞き終えた後。一言一句をわざとゆっくりはっきりと、少し纏まとわりつくような口調の彼の問いに、わたしは「はい」と即答しました。

「わたしは今──少しの眠気はありますが──見てのとおりの健康体です。胸に痛みはありません」

『いやいや……、そうじゃねぇよ。【胸】ってのは【心】って意味でな──って、あぁっもうっ！　違ぇよ！　つまりだな、「厚意を踏ふみ躙にじるような事して、相手に辛つらい思いをさせて悪かった」と後悔する気持ちを抱いたり、気分を落としたりはしないかって事だよ！』

「──？　厚意を踏み躙られて辛い思いをしたのはわたしではないのに、どうしてわたしが気分を落とす必要があるのです？」

『うわっ、こいつマジでか！　しかも他人の厚意を踏み躙った自覚はありやがるのな……』

「えぇ、おそらく……」

『──「おそらく…」って何だよ、「おそらく」ってぇ──』

「『そうではないかもしれない』という疑念を抱いた状態を表した言葉です」

『誰だれも言葉の説明なんぞ訊きいてねぇよ！　そんな事は最初から分かってるっつうの！　もうはっきりと言ってやるよ、俺おれが伝えたいのはな、少しは相手の身になって相手の心を思いやる優やさしさは無いのかって事だ！』

「つまりは【共感】や【同情】というものですか？」

『──そう。それだよ、それ……』

「でもそれは、相手と自分の間に共通の感情や感覚が在ある場合のみ可能な事ですよね？　わたしは【抜ぬけ殻がら】なので、それは───」

『あーもう分かった、もういいっ。この話はこれでお仕し舞まいだっ……』

　【トオル】君はわたしの言葉を遮さえぎるような形でそう叩たたきつけるように言いました。

「………。」

　一人で勝手に話を始めて勝手に終わる……。ずいぶんな横暴だと思いますが、ここで無理矢理話を続けてもどちらの得にもならないと思ったので、わたしは何も言いませんでした。

　その後少しの間お互い沈黙していましたが、やがて『まぁ、お前も今回は災さい難なんだったな……』と【トオル】君が口を開きました。今度はゆっくりと穏おだやかな口調に変わっていました。

『疑いを晴らそうとした結果、更さらに新たな疑いを掛けられちまうなんてな』

「えぇ、全まつたく……」とわたしは溜ため息いきみたいに言葉を零こぼしました。

「もがけばもがくほど沈み込んでいく底そこ無なし沼ぬまに足を捕らわれてしまったような気分です。わたしの周囲に何か絶対的な悪い流れのようなものを感じてしまいそうで………。これも【電気の流れ】に関係しているのではないでしょうかね」

『──はぁっ？』

「この世界の多くの存在は電気を内包しているじゃないですか。人間や他の動植物、人工物なども。だから世界の理ことわりになっているのでしょう……」

『──？　どういう意味だ？　訳分かんねぇぞ』

「この世の全すべては良いほう＋から悪いほう－に流れていますよね？」

『うーわっ…』

　という【トオル】君の声。何となく【中の人】がマイクの向こう側で顔をしかめているのが想像出来ます。

『お前ってさ、ほんっとそういうとこ卑ひ屈くつ……っていうか捻くれてるよな？』

「──失礼な、わたしは捻くれてなどいません。ただ真っ直ぐにこの世の全ての人や物事を信じていないだけです、自分も含めて」

『だからそういうのを捻ひねくれてるって言うんだよ、一般的にはな』

「へぇ、そうなのですか……」

『あぁ、そうなんだよ。……でもな、そう捻くれてみたり卑屈になるもんでもねぇ。捨てたもんじゃねぇんだぞ、世の中ってのはな。何しろお前がどんなにこの世の全てを信じていなくても、この俺おれはお前の事を信じてるんだからよ。例え世界の全てが敵に回っても、俺だけは最後の最さい期ごまでお前の味方でいてやる。それが俺の、【友達】としての務めだからな』




　　……




「【トオル】君……」

『おうっ』

「……掃はき溜だめの匂においがしますよ」

『──はぁ？』

「物凄く臭い。反へ吐どが出そうです」

『──ッ！　お前っ──』

　【トオル】君は何かを言おうとしましたが、それが旨うまく吐き出せないのか言葉を詰つまらせていました。

　その後数秒の間、何かを言い出す気配をさせていましたが、結局何も言わず、一つ大きな溜ため息いきをついただけでした。

『あぁ残念ながら、そろそろ時間切れみてぇだ。俺おれ以外のお前の味方が──女神様が来なすったようだぜ。じゃぁな……』

　何ど処こか溜息の延長みたいな口調の彼の言葉が終わるとほどなく、部室の出入口の引戸が外側から「コンコンッ」とノックされました。

　そして引戸が開けられ、一人の女性が姿を見せます……

「軽かる部べさんのほうの準備が出来たみたいよ」

　彼女──雪ゆき村むら先生はわたしの顔を見て柔らかく微ほほ笑えみました。

「さぁ、行きましょうか……」





※






「──ここに塩しお谷やさんは倒れていたんだね？」

　屋上。灰と白の入り混じった空の下。倒れたパイプ椅い子すの傍そばに立ち、それを指差しながら軽部刑けい事じは尋たずねました。昨夜の彼の話のとおり、彼越しに転落防止用の金網フエンスの一部に落雷の痕あとが在あるのが確認出来ます。それはちょうど建物に打ち込んである柱の部分で、上から下まで丸ごと綺き麗れいに真っ黒く焦こげていました。

「えぇ」とわたしは頷うなずきます。

　東校舎一階の生物室前の廊ろう下かから北渡り廊下を通って西校舎へ。そこから南端の階段を上って二階へ。西校舎二階廊下を抜けて北渡り廊下へ。そして西校舎に戻り階段を上って屋上へ──つまりは昨夜のわたしの経路を、今日はわたしと軽部刑事と雪村先生の三人で辿たどって今この場に居ます。

　軽部刑事の話では警けい察さつはこの件を事故ではなく事件性があるものとして判断したそうです。そのため、まずは【落雷】時に傍に居た人物の特定と被害者との関係、【落雷】時やその前後の状況の確認を中心に捜そう査さを開始するとの事。具体的には塩谷さんの周囲の人に聞き込みをして人間関係の洗い出し、それから今わたしが付き合わされている、第一発見者を交まじえての実地検証等……

「屋上の鍵かぎは開いていた、と……」スーツの内ポケットから取り出した手帳に目を落としながら軽部刑事は呟つぶやきました。

　この学校の各所の鍵かぎの管理は結構いい加減です。職しよく員いん室しつと校務員室に在ある壁かべ掛かけのキーボックスに、主鍵と予備鍵がそれぞれに纏まとめて入れられていて、ボックス自体は施せ錠じようされておらず、人目さえ無なければ結構簡かん単たんに持ち出す事が可能になっています。鍵は何ど処こにでもある一般的な金属製の代しろ物もので、数時間でも持ち出せれば合鍵を作る事は可能ですし、かなり物ぶつ騒そうだと思います。金網フエンスの設置どうこうよりも、こっちの管理を厳きびしくしたほうが良いのではないかと思いますが、最近【トオル】君にそれを話したところ、『見えるところから改善するのが文目沢高校アヤコウ流なんだよ』と鼻で笑い飛ばされてしまいました……

「……えぇとそれで。君は彼女を発見して、そしてその後どうしたんだっけ？」

「警けい察さつに通報の電話を掛けました」

「この場で？」と軽かる部べ刑けい事じは自分の足元を指差して尋たずねました。

　わたしは首を横に振ります。

「いいえ。階段のところまで戻りました。土砂降りの屋外に立って電話するのはさすがに嫌いやなので」

「つまり建物内に入ったんだね？　出入口のドアはどうした？」

「閉めたと思います。雨風が吹き込むので」

　軽部刑事は「──なるほど」と頷うなずいて、そしてドアのほうを一いち瞥べつして「曇くもり硝子ガラスだな、見えないか……」と呟つぶやきました。

「ひょっとして『逃走経路』ですか？」

「──御名答。」軽部刑事はにやりと笑いました。

「つまり被害者をパイプ椅い子すに拘こう束そくし、【落雷】の際にこの場にいた可能性が高い人物が【エーコ】ちゃんでないとしたら、そいつはどうやってこの場から立ち去ったのだろうかと思ってね……」

「非ひ常じよう梯はし子ごは調べましたか？」

　この屋上に出入りするルートはわたしたちが今上って来た時計塔へと続く階段を除けば、屋上南端の物置小屋のすぐ傍そばにある非常梯子しかないのです。しかもその梯子を使えば直接一階の校舎の外側へと出られます。

「あぁ。雨でほとんど流れてしまっていたが、少量の砂が見付かったよ」

　すごい手掛かりであるはずなのに、軽部刑事は何な故ぜかつまらなさそうな顔をしていました。

「割れた硝子窓のところの砂はどうなりました？」

　わたしが構かまわず尋ねると彼は「あの濡れていない砂の事か……」と、溜ため息いきみたいに呟きました。

「調べたよ、分析は終わっている。それで非常梯子の砂との照合も済ませてある。片方の量が圧倒的に少ないから完全ではないが、ほぼ一致しているとみて間違いないらしい」

「それでは犯人は一階の割れた硝子窓から室内に侵入して、事を起こした後は非常梯子を使って逃走した、と………」

「しかも砂が濡ぬれていない事から、校舎に侵入したのは雨が降り出す前という事になる」

「わたしの足跡は濡れていたわけですから、これでわたしの疑いは晴れたわけですよね？　靴くつ底ぞこの砂もわたしのものとは一致するわけがないですし……」

「うんまぁ。確かに君の言うとおり、この結果だけならそう判断する事も出来るんだが……」

　軽かる部べ刑けい事じは含みのある口調でそう言って小さく肩を竦すくめました。

「──問題となっているのは、だ。その非ひ常じよう梯はし子ごで発見された砂が被害者の塩谷さんの靴底の砂とも一致したという事なんだ。彼女、学校指定の上靴じゃなく通学用の私物の外靴を履はいていたんだ……」

「──え？」

「塩しお谷やさんの友人グループに話を聴いてみたところ、彼女たちは昨日の放課後、皆で揃そろって寄り道をする予定になっていた。だが皆部活動があって、しかも違う部に所属しているものだから一緒に帰れない……。それで待ち合わせの場所を決めて、そこに一いつ旦たん集まってから目的地に向かう事になっていた。しかしその待ち合わせ場所に彼女は姿を見せなかった。電話にも出ない。グループの一人が下校時に昇降口の下げ駄た箱ばこを確認しているが、彼女の上靴が入っていたそうだ……」

「彼女は一度外へ出て、戻って来たと？　そして外靴のまま校内に入って屋上へ？」

「さぁ、それは分からない。今、目もく撃げき情報を募つのっている最中だ……」

「だが……」と軽部刑事は続けます。

「……話を砂の件に戻そう。現在のところ有力情報は現場に残っていたその砂だけなんだ。種類は被害者と【エーコ】ちゃんとの二つだけ。足跡に至っては君一人のものしか無なかったわけだ。これらの情報を分析するとあの時、あの場所にいたのは被害者と君との二人だけという事になる。つまり現時点で一番疑い───」

「ちょっと待って下さい」

　わたしは軽部刑事の推理に口を挟みました。

「それでは割れた窓のところと非常梯子の二箇か所しよに同じ砂が落ちていた事実はどう説明するのです？　全身大おお火傷やけどを負おった被害者は屋上から担架で運ばれて出たはずですよ？　そうなったら校舎内への侵入箇所が二箇所という事になるでしょう」

「そうなるんだ……」と軽部刑事は呻うめくように言って、右手の親指と人差し指で目と目の間を摘つまみます。

「だから君を参考人に出来なくて困っているんだ。しかし今のところ君以外の───っと、嫌いやだなぁ。そんな怖こわい顔で睨にらまないで下さいよ、雪ゆき村むら先生……」

　少しおどけたような態度で場を和なごまそうとする軽部刑事。わたしが隣となりに立っている雪村先生を見やると、確かに彼女の表情はとても険けわしいものでした。普段の彼女からはあまり想像出来ないような希レ少アなものです。

「まるで最初から化野あだしのさんが犯人であるかのような口調ですよね？」

「先生には今日顔を合わせた最初にきちんと説明して、断りを入れたじゃないですか。今のこの状況を……」

「説明があったとしてもです。証拠も無ないのにそういう言い方は良くないかと思います」

「ははっ……、これは参った」

　軽かる部べ刑けい事じは彼にしては珍めずらしく、少なくとも少しは本当に困っているようで、無理矢理に笑顔を作っているようでした。

「……先生は誤解されていますよ。俺おれだって【エーコ】ちゃんが犯人だと思いたいわけじゃありません。ただ、今現在得ている情報を分析した結果の客観的な推理を話しただけです。それに俺にとって彼女は妹みたいな存在です。妹を犯人に仕立てたい兄がこの世の何ど処こに居ますか？　居ないでしょう……」

「えぇ」

「──まぁ、誰だれが犯人かはこれから捜そう査さを進めればはっきりするだろうし、それは置いておいて………」

　苦しいながらも無理矢理……といった感じで話題を変えようとする軽部刑事。彼のこういう態度も大変希レ少アなものです。わたしと二人きりの時に拝んだ事はありません。

「……それで。鑑かん識しきが言うには奇妙な点があるらしいんですよ。それが今日雪ゆき村むら先生に協力を依頼した理由です」

　そう言って軽部刑事は時計塔を見上げました。そんなもっともらしい理由を述べていますが、結局は旨うまい事やって雪村先生に会う口実を作っているだけではないでしょうか。でもそれを口には出さず、わたしは彼に倣ならって時計塔を見上げました。

「──【避ひ雷らい針しん】の存在ですね？」

　同じく倣って見上げながら、雪村先生が尋たずねると「えぇ」と軽部刑事は認めました。

「雪村先生はどう考えられます？」

　軽部刑事の質問に彼女は時計塔の先を見み詰つめながら真しん摯しな表情で答えます。

「この学校の校舎の【避雷針】の一つは時計塔の天てつ辺ぺんに取り付けられています。【避雷針】の【防ぼう護ご範はん囲い】は建物の高さが三〇メートル以上の場合は半径三〇メートル、三〇メートル以下の場合は建物の高さと同じ半径円内がそれに相当すると言われています。時計塔の高さがどの程度なのかは分かりませんが、以下でも以上でも、どちらにしても塩しお谷やさんが倒れていた位置も金網フエンスもその【防護範囲】の内側です。【避雷針】の真下に居たのなら巻き添えを食らう【側そく撃げき雷らい】の可能性もありますが、それほど距離が近いようにも見えません……」

　雪村先生の説明を聞いていた軽部刑事は「その【防護範囲】というのは絶対のものなんですか？」と尋たずねました。雪村先生は首を小さく横に振りました。

「絶対ではありませんが基本安全なはずなんです。【避雷針】はその名のとおりに『雷を避さける』だけではなく、実際には『雷を誘ゆう導どうして引き寄せ、地中へ逃がす』──【導どう雷らい針しん】としての側面を持っています。つまりは落雷を避さけたい人や物体の身代わりになる役目も担になっているんです……」

　『身代わり』などと……。彼女らしいずいぶんと感かん傷しよう的てきな表現だと思いましたが、わたしはそれを口には出しませんでした。言う必要が無ないうえに説明がまだ続くようですしね。

「よく『雷は高いところに落ちる』と言われていますが、それでは少し言葉が足りていないと思います。落雷は、直前の稲いな妻ずま停止位置を中心に、雷らい撃げき距離を半径とした球内の一番近い位置に在ある物体に落ちます。つまり空に浮いている雷雲には、地上から見て高い位置が近い位置という事になります。【避ひ雷らい針しん】はこの特性を利用して放電しやすい突針を建物の一番高い位置に取り付けて引き寄せるんです。だから【避雷針】の【防ぼう護ご範はん囲い】内に在って雷雲から【避雷針】より遠い位置にある金網フエンスや人の身体からだに落雷する可能性はかなり低くなるはずなんです」

「──そう。鑑かん識しきも先生とだいたい同じ事を言っていたんですよ。ちなみに【避雷針】のほうも一応調べてみたんですが、落雷の痕こん跡せきは無いようでした……」

　軽かる部べ刑けい事じは「全体的にもう少し詳くわしく調べてみる必要がありそうか……」と再び溜ため息いきのように呟つぶやくと、「ところで【エーコ】ちゃんに見て貰もらいたい物があるんだ……」と足元に置いてある大きな鞄かばんから幾いくつかの大小様々な大きさの透明なナイロン袋を取り出し、それをわたしの目の前の床に並べました。

　それらの中身のほとんどが正体不明の物体でした。はっきりと判わかったのは昨夜目にした覚おぼえのある手て錠じようただ一つで、それ以外は【拳こぶし大だいの車輪のような物】、【親指大のハンドルかレバーのような物】、【長さも大きさも違う幾つかの細長い棒のような物】など……。それらの全すべてが黒く焼やけ焦こげていたり、一部熔よう解かいや破損していたりで、一目見ただけではそれが何なのかは判りませんでした。

「何ですか？　……これ。何かの器材か器械のようにも見えますけど……」

「なかなか良い意見だね……」軽部刑事はわたしの顔を見て、にやりと笑いました。

「この現場で発見された物だが鑑識の話だと【釣つり竿ざお】と【巻き取り具リール】ではないかと言うんだ。確かにこれらがパーツだとするとそういうふうにも見える。損傷が酷ひどすぎてはっきりとは判らないらしいが……」

「──【釣竿】と【巻き取り具】……。学校の屋上こんなところでいったい何が釣つれるというのです？」

　わたしが尋たずねると軽部刑事は「さぁね」と少し自じ嘲ちよう的てきに笑って、「大物が釣れるとはとても思えないな」と小さく肩を竦すくめました。

「あるいは君が知っているかもと思ったんだが……」

　そう言ってじっとこちらの顔を見み詰つめて来る軽部刑事に、わたしは小さく首を横に振って「知りませんね、昨夜は見通しが悪かったせいか存在自体全まつたく気付きませんでした」と正直に応こたえます。そんな事よりわたしには気になっている事がありました……

「『大物』と聞いて思い出したのですが、【サンダーバード】の件はどうなりました？　一応目もく撃げき情報の聞き込みとかしているのでしょう？」

「あぁ、もちろん。【エーコ】ちゃんの証言だからね……」と軽かる部べ刑けい事じは軽い笑みを顔に浮かべました。

「……でも。今のところ収しゆう穫かくは無なしだ」

「情報が入ったら教えて下さい」

「あぁ」

「今度は都合の悪い事でも嘘うそをつかないで下さいよ」

「さぁ、どうだろう。普通の警けい察さつ官かんは嘘をついたら泥どろ棒ぼうになってしまうからつかないが、俺おれはもう泥棒だからな。女性の心ハート限定の……」

　いつもの軽けい薄はくな笑みを浮かべた顔でそう言った彼に、わたしは「とんだコソ泥ですけれどね」と返しました。
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『お前、その【サンダーバード】っての。見たんだよな？』

　翌日放課後の部室で、昨日のわたし・軽かる部べ刑けい事じ・雪ゆき村むら先生の三人の屋上でのやりとりなどを大まかに話したところ、【トオル】君の感想第一声はそれでした。

　いつもの自分の席にいつものように腰を下ろした状態で「えぇ」と頷うなずくわたし。

『そいつは天候を自由に操あやつる怪鳥だって言うんだな？　その日、土砂降りの雨の中を翼を広げた状態で屋上の上を旋回しつつ上空へと姿を消し、その後で落雷があったと……』

「──えぇ。ですがわたしは軽部刑事に聞いた話と、自分自身が見た光景を素直にそのまま話しただけです……」

『そのＵＭＡの存在に関しては信じちゃいねえってのか？』

「……まぁ、半々といったところでしょうか。何しろ雨降りの夜中に見た光景ですからね、自分の目でさえ疑うのが当然です。……【トオル】君はどうなのです？」

『俺おれは【現リ実ア主リ義ス者ト】だぞ？　信じるわけねぇだろ、普通』

「やはり超常現象もどきのあなたがそれを言うと微妙な感じがしますね……」

『五う月る蝿せぇ』と呟つぶやき、その後で『だいたいそのＵＭＡの話、おかしな点が幾いくつもあんだよ……』と、【トオル】君は少しご機き嫌げん斜めな様子で続けました。

『まず天候は自然現象で一生物が身一つでどうこう出来るレベルの話じゃねぇ。雷を電気と考えても体内に発電器官を持つ電気鰻うなぎが生物の限界ってところだろうよ。──一部例外はあるが、基本的に鳥類は夜中や酷ひどい雨降りに空を飛ばねぇだろ。それにお前の話から推測するにその鳥型の生物は結構な大きさだよな？　でかい鳥がお前の言うような範はん囲いで小回りのきいた旋回が出来るとは思えねぇしな。だいだいそんな妙な奴がこの近所に生息していたら以前から何かしらの目もく撃げき情報があるはずだが、それは無ねぇんだろ？』

「えぇ」とわたしは頷うなずきました。軽かる部べ刑けい事じが学校近辺で聴いてくれているそうですが今のところ無ないそうです。

『だったら存在してねぇんだよ。屋上には誰だれかがその場に居た形跡があるんだから、普通に考えたらこの件は人為的なもんだぜ……』

「【パイプ椅い子す】に【手て錠じよう】に【釣つり竿ざお】と【巻き取り具リール】……」とわたしは呟きます。これらの道具で使える物と言ったら……

『──周囲に電気鰻でも生息してりゃ釣つり上あげて、人くらい感電死させる事は可能かもな。だが生あい憎にくと西校舎東側の中庭にも、西側の玄関傍そばにも、河も池も沼も在ありゃしねぇぜ。だいたい釣り糸が見付かってねぇからな。糸が無けりゃさすがに獲え物ものは釣れねぇだろ……』

「──【トオル】君は釣りの経験はあります？」

　【人体模型】に対して何だか間抜けな質問をしてしまったような気がしますが、しかし返って来た彼からの答えは『あぁ、あるぜ。紳しん士しの嗜たしなみの一つだからな……』という意外なものでした。まぁそこは深くツッコまないようにしましょう、いろいろ面倒臭いので……

『──実はこう見えて、俺おれには川でも海でも経験がある。腕前はもう【釣りマスター】なんて呼ばれるほどのもんだぜ？　川では傘かさの骨組みを、海ではゴム長なが靴ぐつなんかを釣り上げた実じつ績せきがある……』

「──ほぉ、それは大した実績ですね。でもそこからあなたに与えられる称号は【釣りマスター】などではなく、【坊ぼう主ず】ですよ。あなたの髪かみ型がたと同じく」

　わたしの応こたえに『あっはっは……』と【トオル】君は笑っていました。全然面白くないように思えるのですが……。相変わらず彼の笑いのツボは何ど処こに在るのか特定が難しいです。

『漫画なんかじゃ只ただのゴミだと思ってた長靴の中から蛸たこや高級魚が出て来たりするんだけどよ、実際にそういう幸運な思いをした事は無ぇわ』

「はぁそうですか……」

　適当に流してわたしはそこで深い溜ため息いきをつきました。

「結局手掛かりにはなりませんか……」

　【釣つり竿ざお】と【巻き取り具リール】という釣つりの道具が出て来たので、釣り経験者の話を聞けば何かヒントを得られるかも……と期待したのですが、駄だ目めなようです。

『──何だよ、お前。今回は妙に乗り気というか──何か焦あせってねぇ？』

　訝いぶかしげに尋たずねる【トオル】君に、わたしは「べつに焦っているわけではないのですが……」と返します。

「……少し気に食わないですね、正直。最近疑われるのも悪く言われるのもずいぶん慣れて来ましたが、それでも自分の【偽にせ者もの】というか騙かたりのような奴やつが居て、しかもそいつの影が事件の裏でチラついているように思える今の状況は。このまま放っておくと、そいつは調子に乗って更さらに何かをやり出す可能性だってあります。今のうちに手を打っておかないと、わたしの平へい穏おんな暮らしの妨げになるのではないかと……」

『まぁ、確かに気分悪いわなぁ。しかし【偽者】ねぇ……』

「えぇ、【偽者】──【偽エーコ】とでも名付けましょうか……」

『おいおい、【偽エーコ】って……。ずいぶんと安易なネーミングじゃねぇか。まさかマフラーが黄色だとか言うんじゃねぇだろうな……』

「──？」

『──あれっ？　ショ●カーとか知らねぇ？　首領が鷲わしのレリーフから命令を出している悪の秘密結社で……』

　わたしは首を横に振りました。

『あぁ、そうか。平成ライダー世代か……』

　【トオル】君は何な故ぜか落らく胆たんしたような口調で『なら、知らねぇか……』と呟つぶやきました。

　彼の気分が盛り下がっている理由は分かりませんが、わたしのほうも胸の奥が妙にもやもやとして、盛り下がっていると言える気分でした。

　わたしは再び大きく溜ため息いきをつきました。

「……あぁ、まったく。わたしは一人で心静かに生活していきたいだけなのに、どうしてこんな目に遭あうのでしょうか」

『何だ、お前。まだ【お独ひとり生活】諦あきらめてなかったのか？』

「当然です。それにだいたい、たった一日二日で人の考えが一八〇度変わるほうが稀まれでしょう……」

『……だからそんな考え方じゃ、【糸の切れた凧たこ】になって──』

「上等ですね」

　わたしは【トオル】君の言葉にやんわりと自分の言葉を被かぶせました。

「風に吹かれて飛んで行って何ど処こかの地面に落下しようとも、木の枝にでも引っ掛かって一生その上で……上……木の上………」

『──ん？　おい【エーコ】、どうした？』

　自分で口に出した言葉から、わたしは閃ひらめいてしまいました。頭の中でいろんな物事や言葉を纏まとめて大きな器に放り込んで、それらを少し上方から観察したような感じとでも言いましょうか……。とにかくそうやってみると、ふとそれは見えたのです。

　たぶん聞いた人は皆呆あきれるような単純な答えがそこには在ありました……





※






　昼過ぎから降り始めた雨はとうに本降りになっていました。雨あま粒つぶが地面に叩たたきつけられている音が絶え間なく耳に届いて来ます。空は黒く、周囲は薄うす暗ぐらく、視界は霞かすみがかって微かすかに白くぼやけて見えました。

　そんな中、わたしはフード付のレインコートを羽は織おった姿で西校舎屋上に立っていました。日曜日の夕方。仕事熱心な先生が数人出勤しているだけで、校内には人ひと気けはほとんどありません。

　そしてわたしの目の前には一組の男女。わたしが呼んだ軽かる部べ刑けい事じと、以前と同じで強引に同席した雪ゆき村むら先生。それぞれに傘かさを差して濡ぬれる足元を気にしていました。

「それでは今から数日前にここで起きた【落雷事件】の実地検証──もとい落雷実験を行いたいと思います」

　わたしはそう言って東側の金網フエンスに近寄りました。その金網フエンスにぴったりと寄せてブルーシートを被かぶった幅・高さとも一メートルほどの物体と、立て掛けて、わたしの身長ほどのナイロンで巻かれた平たくて細長い物体とが置いて在ります。わたしはその二つの内の一つ、ブルーシートを被せられた物体に手を伸ばしました。

「まずはこれを御覧下さい」

　そしてそのブルーシートを一気に剥はぎ取とりました。

　取り去った後に姿を現したのは何ど処こにでもある普通のパイプ椅い子すに、両手を背後に回す形で背筋を伸ばし、足を揃そろえて少し斜めに倒した姿勢で腰を下ろす、理想的な体型スタイルを持つ、気品漂ただよう麗うるわしの貴婦人の姿………

「以前に御協力頂いたため、御存知でしょう。第一理科準備室在住の【貴婦人レデイー・スカルノ】さんです。どうぞよろしくお願いいたします」

　貴婦人レデイーからの返事はありませんでしたが、構かまわず説明を続けました。

「前回──季節外はずれの猛もう暑しよで陽ひ射ざしがキツかった時、少し肌を焼き過ぎたと嘆なげいておられましたが、最近エステに通われていたようで、自慢の玉のお肌に白さが戻っただけではなく、以前にも増して磨みがきが掛かっています……」

　貴婦人レデイーの近況を彼女に代わって告げると、興味を持ったのか軽部刑事が彼女に近寄って来て、その姿をじっと観察しました。

「──ほぉ、確かに。この骸骨、前回よりも色白になっているような気がする。雨粒だって弾はじいているな………」

　感心するように彼女を見み詰つめる軽かる部べ刑けい事じ。その横から彼とは違って少し戸惑うような声で「ね、ねぇ……、化野あだしのさん」と雪ゆき村むら先生が遠えん慮りよがちに口を開きました。

「……まさか、また【人体全身骨格模型これ】を使う気なの？」

「えぇ」と頷うなずくわたし。雪村先生はそれを見てがっくりと肩を落としました。

「あぁ……、せっかく綺き麗れいにしたのにぃ……」

　そんな彼女の呟つぶやきを構かまわず無視して話を先に進めようとしたわたしに、軽部刑事が「一つ質問があるんだが……」と口を挟んで来ました。

「どうしてこの骸骨、虎柄のビキニを着けているんだい？」

　彼が言うとおり、貴婦人レデイーは今回黄色と黒の虎とら柄がらの野生的な雰囲気のビキニを身に着けています……

「あぁそれは、貴婦人レデイー本人のたっての希望です。今回【雷】という事で、昔そういう格かつ好こうした女性が登場するアニメがあったそうで………、そういう事らしいです」

「……あぁ、なるほど、あれか。実は俺おれも昔観た事があるよ、勿もち論ろんリアルタイムじゃないが」

　軽部刑事は小さく「はは……」と笑い、「やっぱり君は面白いな……」と呟きました。

「……ところでずいぶんと派手で面積の小さな水着だけど、これって【エーコ】ちゃんの趣味かい？」

「いいえ、違いますよ……」とわたしは首を横に振りました。

「でも自宅から持って来ました。これはおと───」

「ね、ねぇっ！　化野さん！」

　わたしが水着の出所を話そうとした瞬しゆん間かん、何な故ぜか焦あせった様子で雪村先生が口を挟んで来ました。

「──それで、これをどうやって落雷させるの？」

　その様子を見た軽部刑事はわたしたちから顔を隠して笑いを必死に堪こらえています。

　そしてそんな彼を雪村先生が睨にらみ付つけていました。何なのでしょうか、この妙な状況は……

　まぁべつに構いません、どうでも良いです。元々そのつもりだった事もあり、わたしは雪村先生が望むところの実験設備の説明を始めました。

「──セットが終わればたぶん説明するべくも無なく一いち目もく瞭りよう然ぜんだとは思いますが、一応聞いて下さい。実は馬ば鹿からしいほど凄すごく単純な仕掛けです。まず貴婦人レデイーとパイプ椅い子すとを手て錠じようで繋つないでいます。そしてパイプ椅子と金網フエンスとを適当な紐ひも状じようの物で固定しています。金網フエンスに固定する箇か所しよはなるべく同じ状況が良いと思い、金網フエンスと金網フエンスの繋ぎ目の柱の所にしています……」

　前回の落雷を受けた柱の、金網フエンス一枚挟んで一つ隣となりを選んでセットしました。

「そしてこれを見て下さい」

　わたしは金網フエンスに立て掛けて置いていた細長い物体のナイロンを取り去りました。




　　───ッ！




　そこに現れたのは、翼を広げた状態でわたしの身長以上の大きさもある、巨大な猛もう禽きん類るいの姿………

　軽かる部べ刑けい事じも雪ゆき村むら先生も息を呑のむほどに驚おどろいていました。

「──それ。凧かい？」

　一呼吸置いた後、軽部刑事が驚きを継続したまま恐る恐るといった感じに尋たずねて来ました。

「えぇ、そうです。お正月などに空に向かって揚あげられていたあの凧たこの一種です……」

　わたしは頷うなずき、その薄うすい鳥型を手の中で揺らして、凧である事を強調しました。

「大昔は四角いのに足が付いた形が主流だったようですが、最近は三角で足の無ないものや……こういう形の物まで在あるようですね。これは最近の高性能の物で、航空力学を応用して設計されていて、微風程度でも空高く揚がります。そしてそこそこ値が張るもののネットなどで簡かん単たんに購入出来ます。しかし、わたしが今手に持っているこれは作り方を調べてわたしが自作した物です、高校生の懐ふところ事情ではずいぶん苦しい事になりそうな値段でしたので……」

「……じゃぁ、その鷲わしだか鷹たかだかの絵もかい？」

　わたしが頷くと軽部刑事はずいぶんと感心しているようでした。以前のわたしは美術部に所属しており、描いた絵はコンクールでも度たび々たび入賞するほどの腕前でした。ですから今でも見たものをそのまま描いたり、絵を見ながら描き写したりする事くらいなら造ぞう作さもないのです。ゼロから何かを描いたり生み出したりする事はもう出来なくなりましたけれども。

　そして凧の次にわたしは、凧と同じナイロンで包んでいた海うみ釣づり用ようの長めの釣つり竿ざおに大きめのリールがセットされた物を手に取って二人に見せました。

「釣竿セットに、釣り針や仕掛けの代わりに凧を繋つないで揚げます。凧には勿もち論ろん防水コーティングを施してありますから雨天でもある程度は平気です。そして更さらに突起物も取り付けます……」

　わたしは釣竿と一緒に纏まとめて持っていた鉛筆の長さほどの三本の針を見せました。ホームセンターで買った材料を削って製作した物で、これを鳥型の頭と翼の両端にセットします。

「そうすれば【避ひ雷らい針しん】的な特性を持たせたうえで、余裕で【避雷針】より位置的に高く出来ます。【落雷】は『直前の稲いな妻ずま停止位置を中心に、雷らい撃げき距きよ離りを半径とした球内の一番近い位置に在る物体に落ちる』と聞きました。雨雲は比較的低空に浮かんでいるので、これでかなり距離を詰つめられるはずです」

「なるほど……、しかしよく気付いたね」

「実は事件のあった翌朝、学校近所の住宅地の電柱に何かの骨組みのような物が引っ掛かっていて、電力会社の人が撤てつ去きよしているのを目撃したのです。それを思い出して、それで電力会社に連絡して、営業所まで出向いて、現物を見せて貰もらいました。写真に撮とって後でいろいろ調べてみたら、この系統の凧たこの骨組みだと判わかりました……」

「……後、下を見ていただけますか？」とわたしは金網フエンス越しに中庭の地面を指差しました。

　二人はわたしの言ったとおりに中庭の地面を見下ろしました。

「ちょうどここら辺の下あたり──この校舎の傍そばに背の低い植木の茂みが結構広こう範はん囲いに亘わたって在あるでしょう？　そこにこれが………」

　わたしはパイプ椅い子すの真後ろの、金網フエンスの柱の一番根元を指差しました。そこにはわたしの指ほどの太さの、何ど処こにでも在る、絶縁の為ためにゴム生地で包まれた電線が結んであります。そして電線は少し垂たれ下さがるような状態で茂みの中へと続いていました……

「これは【接地アース】です。実際には給水塔の金属製水道管がその役割を果たしたようですが、今回は場所が多少ズレている事もあり、前回と同じになるとも限らないので、一応危険が無ないよう別に設置しました。でもまぁこれは【落雷】後の処理の問題なので、人為的に【落雷】を起こせるかがポイントの今回の実験にはあまり重要ではありませんね……」

　そういうわけなのでわたしは適当に説明を流しました。そして再び釣つり竿ざおを手に取り、凧に接続すると、伸縮式の竿を限界まで伸ばしました。

「……さて、実験を開始します。凧がある程度の高さまで揚あがると、次に竿をパイプ椅子と金網フエンスの間にセットします……」







「──落ちないな」

　そう言って軽かる部べ刑けい事じは腕時計で時間を確認していました。

　わたしたちは雨降りの中に突っ立っていても意味が無いので、ドアを開けたままの状態にした階段の踊り場で雨宿りをしています。

　空が黒くて分厚い雲に覆おおわれているせいなのか、もうとっくに日が暮れていました。

　ずいぶん前から、遥はるか上空からゴロゴロと巨大なドラム缶を転ころがしているような音や、バリバリといった激はげしく引き裂くような音も響ひびいていますし、稲いな光びかりも継続していましたが、今、少し雨あま脚あしが弱まって来ていました。

　しかし、見上げた空の遥か高くに浮遊しているはずのわたしの凧は未いまだ存命のようでした。かなり上空に居るのと、辺りの暗さと視界の悪さとで目視確認は出来ません。しかし糸の揺れ方や、何よりじっと観察しているのに望むべき結末を目もく撃げきしていないという事実からそれは確実でした。

「人が【落雷】の被害に遭あう確率って確か高くても三〇〇〇分の一くらいだったかしら……」

　ぼそっと雪ゆき村むら先生が呟つぶやきました。

「それはあくまで地上に立っている場合でしょう。遥か上空の雷雲に近い場所で、それ以外他に何も存在しない環境にあれば、その確率はかなり跳はね上あがるはずです」

　わたしは彼女のほうを見ないで、しかし即座に言い返していました。

「しかし実際には落ちていないな……」

　今度は携帯電話の画面を見つつ何かを確認しながら、軽かる部べ刑けい事じもぼそりと呟つぶやきました。

　凧たこを揚あげた当初は二人ともかなり緊きん張ちようした面おも持もちでした。ざぁざぁと五う月る蝿さい雨音すらも警けい戒かいしているような張はり詰つめた雰囲気が在あったのに、しかし今はもうだいぶ──というかすっかり、気を緩ゆるめているようでした。

　そしてここしばらく前から、何ど処こか冷めた雰囲気を漂ただよわせていました。会話は無ないのに何かを言いたそうな様子の時もあります。

「……ふぅ」

　小さく溜ため息いきをついて軽部刑事が携帯電話をスーツのポケットにしまいました。

「悪いが、もうそろそろ署に帰らなくちゃいけない時間だ」

「すみません、軽部さん……」と何な故ぜか雪ゆき村むら先生がそれに応こたえ、そして次に彼女はわたしのほうを向いて「ねぇ、化野あだしのさん……」と穏おだやかな声を出しました。

「もう時間も遅くなったし、この辺で───」

「はい、そうですね。すみませんでした。実験は失敗という事で撤てつ収しゆうします」

　わたしは彼女に最後まで言わせず、そして彼女たちのほうも見ないで、未いまだ止やんでいない雨の屋上へと飛び出しました。

「ちょっ……、今出て行ったら───」

　背後で雪村先生が何かを言っているようでしたが、構かまわず大おお股またで歩いて金網フエンス傍そばまでやって来ました。そして糸を巻き取ろうと釣つり竿ざおに触れようとした時でした……

「──あっ」

　視界の端に一階の南渡り廊ろう下かが目に入りました。そこの外灯の明かりの下に人が一人立っているのに気が付いたのです。一階南渡り廊下は天井はあるものの壁かべが無く姿がもろに見えます。視界が悪いので目を凝こらして見ると、その人物は女性で、しかもわたしが知っている人物だという事が判わかりました。




　　　───ッ！




　それが誰だれだか判った瞬しゆん間かん、わたしは閃ひらめいてしまいました。──いえ、閃いたというよりは、以前に【トオル】君の無む駄だ話ばなしの中に出て来た──彼の語った小さな奇跡の現象──小さな希望の光です。それに全すべてを託たくしてみる事にしたのです。

　お誂あつらえ向むきに、彼女はわたしの居るこの屋上を見上げていました。

　金網フエンスの網あみ目めに指を掛け、彼女を視界のど真ん中に捉とらえ、わたしは彼女に向かって叫さけびます。

「宮里先生ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　そして彼女が驚おどろいたのを確認しつつ、大きく息を吸い込みました。

「レッドォ・ブ────」

「キャァァァァァァァァァァァァッ！」

　しかしわたしがその単語を全すべて言い終わる前に彼女はいち早く絶ぜつ叫きようしました。途端に……




　　───カッ！




　と、辺りが昼間のような明るさになりました。それはさっきまでも度たび々たびなっているのですが、今回はその瞬しゆん間かんに顔の皮ひ膚ふにピリッとした小さな痛みが走りました。

「───？」

　その瞬間──

「危ないっ！」

　叫さけび声ごえと同時にいきなり襟えり首くびを掴つかまれたわたしは、そのまま一気に後方へと乱暴に引っ張り込まれました。




　バァァァァァァァァァァァァァンッ！




　───刹せつ那な、物もの凄すごい光と破裂音が轟とどろき、数メートル先で何かが爆はぜました。身体からだが後方へふっ飛ばされそうになりましたが、それはわたしを庇かばうようにして抱き留めている何かによって辛かろうじて防がれました。




　　………




　静かです。その現象は収まったようでした。わたしは何かから顔を出してその様子を確認します。

　そこには白い煙だか湯気だかを立ち上らせている、黒くなりながら未いまだに赤い部分を残す焼けた金網フエンスと弾はじけ飛とんだパイプ椅い子すと貴婦人レデイーなど……

　そして周囲には白い霞かすみと、未だ余よ韻いんを残すようにして小刻みに震える大気……

「これは……」わたしは確信しました。

「……実験は成功しました。雷が落ちたのですよ。これはわたしがあの夜に見た景色とほぼ同じです。──さぁ確認しましょう。【釣つり竿ざお】と【巻き取り具リール】はふっ飛んで糸は蒸じよう失しつして姿を消しているはずです……」

　しかしわたしがそちらに向かおうとして足を前に出しても、わたしを抱き留めている何かはわたしを解放してくれませんでした。

「……？」

　わたしはそのままの状態で何か──の正体である軽かる部べ刑けい事じの顔を見上げました。

「あの……」

　わたしを見下ろす彼の顔は、わたしがこれまでに見た覚おぼえがたぶん無ない、とてもレアなものでした。

「【エーコ】ちゃん……」と彼は雨に打たれ水滴を滴したたらせながら、少し震える声でわたしに言いました。

「───俺おれはこれから君に【雷】を落とそうと思う……」

「………遠えん慮りよさせて下さい。」

　軽部刑事がそれに対して何かを言おうとした瞬しゆん間かん──




　　　　　とさっ…




　と、何かが動いた気配がしました。

　わたしがそちら──屋上の出入口のほうに目を向けると……

「雪ゆき村むら先生っ！」

　彼女が床に膝ひざをついて、青白い顔をして、片手を口に当てて苦しそうにしていました……





※






「──ごめんなさい。心配掛けて……」

　保健室のベッドの上で上半身を起こした状態の雪村先生は、わたしに申し訳無さそうな顔を向けてそう言いました。

「いえ、べつに……」

「まだ無理をしないほうが良いと思います。寝ていて下さい」

　傍そばの椅い子すにわたしと並んで腰掛けている軽部刑事が彼女に気き遣づかいの言葉を掛けました。

「大丈夫です。少し驚おどろいたのと気分が悪くなっただけですから……」

　弱々しく微ほほ笑えむ雪村先生に軽部刑事は再び横になる事を勧めていました。

　わたしは軽く溜ため息いきをつきました。雪村先生の事だから、どうせ余計な事でも考えたのでしょう。以前に似たような状況があったような覚えがあります。

　屋上で伏せていた雪村先生を軽部刑事とわたしとで肩を貸して保健室ここまで運びました。養よう護ご教きよう諭ゆが出勤していないため鍵かぎが掛かっていたので、わたしが職しよく員いん室しつから鍵を借りて来て開けました。そして雪ゆき村むら先生は現在ベッドで身体からだを休めている状況です。

「──それでは。わたしはこれで失礼します」

　いやに献身的な軽かる部べ刑けい事じが居るので、わたしは特に必要ないでしょう。椅い子すから腰を上げて身体を出入口のほうへ向けたわたしは、振り向きざまに軽部刑事とふと目が合いました。彼が微かすかに笑って親指を立てるジェスチャーをしましたが、意味が分からなかったので無視しました。

「──ぁ、待って。化野あだしのさん」

　わたしが一歩足を踏ふみ出だしたところで、その背中を雪村先生が呼び止めました。振り返ると相変わらずの申し訳無なさそうな顔でしたが、その声まではそうとは違いました。

「──化野さんは……この後も、この件について調査をしていくつもりなの？」

「それはこの人次第です……」とわたしは軽部刑事を指差しました。

「この人がわたしを疑うかぎり、わたしは身の潔けつ白ぱくを主張し続けなければなりません」

　雪村先生が顔を向けると、軽部刑事は「俺おれは刑事として必要最低限の仕事をしているだけですよ」と涼しい顔で応こたえました。そして「どうしたんです？　急に……」と尋たずねます。

「──改めて、何か？」と続けて尋ねる軽部刑事に、雪村先生は「……えぇ」と弱々しく頷うなずきました。

「塩しお谷やさんはまだ意い識しきが回復していないけれど命は助かったようだし、わたしは何ど処こかでこの事件や犯人の事を軽く考えていたのかもしれません……」

　彼女は俯うつむいて、片手で自身のもう片方の腕を掴つかんでぎゅっと引き寄せました。

「でも実際に落雷を目まの当あたりにして……、実験の結果を確認して……。これがもし【人体全身骨格模型スカルノ婦人】でなければ、どういう姿になっていただろうと想像してしまうんです。二〇〇万～一〇億ボルトの電気を身体に流され、体験した事の無いほどの高熱で一いつ瞬しゆんにして全身を激しく焼かれた凄せい惨さんな姿……」

　雪村先生の声は弱々しく、小刻みに震えています。でも彼女は話すのを止やめませんでした……

「……雷が落ちる寸前まで、塩谷さんは椅子に縛しばり付つけられ身動きが取れず逃げ出せない状態でした。目隠しや猿さる轡ぐつわをされていたら状況が理解出来ず助けを呼べず暗くら闇やみで死の恐きよう怖ふに脅おびえ、されていなければいないで自分を殺そうとしている人間を目の前にして命いのち乞ごいや悲鳴の声を上げていた事でしょう。──あの仕掛けを組んだ犯人は、それをいったいどういう気持ちで観みていたのでしょうか。凧たこを揚あげて【落雷】を待つ──わたしたちがついさっきまで軒のき下したで空を眺めていた時間がそのままその時間になると思うと……。化野さんの証言から考えると犯人のその時間はそれほど長くはなかったようだけど、それでも……。わたしだったらとてもじゃないけど耐えられない………　」

　雪村先生の声の震えは徐々に全身へと広がっているようでした。見ていて、まるで何かの悪い存も在のに汚染されていっているようにも思えます。

「……こんな事、【冗談】や【悪戯いたずら】や【悪ふざけ】や【出来心】で済ませられる問題ではありません。犯人にその覚かく悟ごはあったのか。実際に命は助かったけれど塩しお谷やさんは重傷を負い、まだ意い識しきも回復していません。犯人は今いったいどういう気持ちでいるのでしょうか………　」

　そこまで話したところで軽かる部べ刑けい事じが気き遣づかいを見せ、話を止やめさせると、少し強引に彼女を寝かせていました。

「──確かに正しよう気きの沙さ汰たではないが」

　再び椅い子すに腰掛けると、軽部刑事は溜ため息いきをつくみたいに呟つぶやきました。

「……だからといって犯人探しは止められませんよ」

　わたしはその場で立ったまま、小さく溜息をつきました。





※






『よう。どうだった？　実験は？』

「…………」

　部室に入るなり気楽に声を掛けて来た【トオル】君に、わたしは思わず言葉を失ってしまいました。

『ん？　どうしたよ、そんな変な顔して』

　顔の左半分がいろいろ透きとおっている人に、変だとか言われたくないのですが……

「──いえ。あなたはいつでも元気そうだなと思いまして」

『……？　どういう意味だ？』

「いえ、べつに。気にしないで下さい」

『何だよ、いったい……』と何ど処こか納得出来ない口調でボヤキながら、『それで実験はどうだった？』と【トオル】君は尋たずねて来きました。

「概おおむね成功だと思います。正直、予想以上に手こずった場面もありましたけれど」

『俺おれもここから観みてたんだけどよ。まぁ良いんじゃねぇか、あの程度の事は。充分に成功だと思うぜ。……いや、しかしな。俺は初めて見たぜ、落雷の瞬しゆん間かんってやつを。そして驚おどろいたね、衝しよう撃げき的てきだった。雷に撃うたれた奴やつってのは現実にあんなふうに中の骨が見えるもんなんだな……』

　何だかもう、何かを言い返す気力も失うせて来ましたよ、本気で。ふざけ過ぎです……

　それでも何とか気持ちを折らずに会話を続けます。

「……えぇ、確かに。実際衝撃的でした。雪ゆき村むら先生などは青ざめて腰を抜かしていましたから。……まぁ、そのおかげで軽部刑事から雷を落とされる事を免まぬがれたわけですが」

『──あぁ、それも観てたぜ。アイツにしちゃ珍めずらしく本気で怒ってそうだったな。結果的には良かったじゃねぇか、二つの意味で【落雷】を避さけられて……』

「──えぇ。『【人間避ひ雷らい針しん・雪ゆき村むら純白ましろ】に感かん謝しや』です」

『おいおい。そんな【世界ビックリ人間】みたいに言うんじゃねぇよ。仮にも恩人だろうが』

「あなたと話しているとそんな気持ちもどんどん薄うすれていきますよ、何故か」

　わたしはそう呟つぶやくと小さく溜ため息いきをつきました。

　保健室での会話の後。軽かる部べ刑けい事じは署に戻りました。雪村先生は『もう少しだけ休んだら職しよく員いん室しつに集まっている先生方に事情を説明に行く』との事でした。そして『遅くなったから、危ない』という理由でわたしを家まで送ると言い出しました。わたしは勿もち論ろん断ったのですが、彼女が結構頑かたくなだったものですから、結局それに押し切られるかたちで従う事にしました。でも本音を言うと、彼女の今の精神状態で運転する車などに決して乗りたいとは思いません、当然の事ながら。

　だから今部室に寄っているのは実際のところ自分の鞄かばんの回収が目的でした。

　【トオル】君はそんなわたしの事情を全まつたくお構かまい無なしに会話を続けます。

『──まぁ、ご愁しゆう傷しよう様さまってところか？　雪村には同情するぜ。またしばらくスカルノの奴やつのエステに付き合わされるはめになるわけだから、大変だぜ』

「エステ……ですか。貴婦人レデイーは今回、夏のバカンス宜よろしく、ずいぶんと開放的な気分になられていたようですが……」

『開放的っつうか、バラバラに弾け飛んでたけどな、最終的には……』

　そう言って笑った【トオル】君でしたが、わりとすぐに笑うのを止やめて『おいおい、どうした。まだ何かあんのか？　浮かねぇ顔してよ』とわたしに声を掛けて様子を窺うかがいました。

「よく気付くものですね、どうやって見ているのでしょう……」と心の中で呟きながらわたしは、「べつに、特別に何かがあるわけではありませんが……」と、その浮かない理由を口に出しました。

「ただ少し……、今回実験をした事ではっきりとすっきりとしない事が浮き彫りになったもので……」

『何だ、そりゃ？』と尋たずねる【トオル】君にわたしはそれを話す事にしました。

「今回の事件の……犯人の目的です」

　わたしは溜息にも似た口調でそれを吐き出しました。

「今回わたしが苦労したように【落雷】による致死傷には確実性がありません。塩しお谷やさんに対して『殺したい』などの怨うらみがあるのなら、もっと他の確実性のある方法を取れば良いはずですよね？　どうしてなのでしょうか……」

『なるほど、確かに妙だな……』

　【トオル】君は低く落とした声でそう応こたえました。

「例の靴くつ底ぞこの砂の件も解決していないし、この実験が成功したところでわたしの疑いは晴れないのですよ。だからどうもすっきりとしない気分なのです……」

『……あぁ全まつたく謎なぞだらけだな。しかし今、焦あせってそれを考えてもどうにもなんねぇぞ。こういうのは基本的には一つ一つ地道に情報を集めて解いていくしかねぇ。俺おれに協力出来る事があったら協力してやっから、まぁ少しは気を楽に持てよ……』

　それを聞いたからと言って根本的な問題は解決していないわけですが、【トオル】君が軽い口調でそう言うと、わたしはそれなりに悪くはない気分になった……気がします。よくは分かりませんが。

　そしてそういう気分になった（？）せいか、わたしの中に一つの疑問が再燃しました。それは正直どうでも良い事のはずなのに、どうしてか時々わたしの心に巣す食くうのです……

「ねぇ、【トオル】君。一つ質問があるのですが……」

　わたしはそれを彼に尋たずねてみる事にしました。

「【レッド・ブルマー】とは何なのです？　今日それを口に出そうとしたら天変に見み舞まわれましたけど、あれは……」

『馬ば鹿かっ、お前……』

　【トオル】君は抑おさえた声で耳打ちでもするような口調でわたしを窘たしなめます。

『その言葉を軽々しく口に出すんじゃねぇよっ。万能の魔ま法ほうの呪じゆ文もんじゃねぇんだぞ？　今回は助かったが、次はどうなるか分かんねぇんだからな』

　そしてやはりいつものごとく、彼はわたしにその言葉の内容を教えてくれそうな気配はありませんでした。まぁべつに構かまいませんが。いつもそれほど大した火力でもないですしね、すぐに消えます……
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　塩しお谷やさんの意い識しきが回復したそうです。軽かる部べ刑けい事じからそういう連絡が入り、学校の授業終了後、わたしは彼と一緒に市民病院までやって来ました。

　塩谷さんは落雷のショックなのか、それともまだ目め覚ざめたばかりで意識の混こん濁だくもあるのかまともに喋しやべれないそうです。しかしこちらの質問に頷うなずく程度の反応は見せるそうで、事件の早期解決を望む警けい察さつとしては、なるべく早いタイミングでわたしの顔を彼女に見せて、わたしが事件に関係あるかどうかの反応を見たいようでした。







「どうしたんだい？　眠そうだね」

「えぇ、とても……」

　昨夜はほぼ寝ていないせいか、わたしは今日一日うつらうつらと現実と夢の境界をさ迷っていました。この事件の真犯人を特定し、追おい詰つめ、対たい峙じした時。対抗出来る力を持つために、わたしはとある装置を組み立てていました。それは電気を使ったもので、電気関係の知ち識しきが乏とぼしいわたしには難なん易い度どが高く、専門書やネットなどで調べながら四苦八苦しながらで、それで朝まで時間が掛かってしまいました。だから……

「……とても眠いです」

　一度でもしっかりと寝てしまえば少しはしゃんとするのでしょうが、生あい憎にくわたしは横になって身体からだの上に何かが乗っていないと熟じゆく睡すい出来ないタイプでした。

　軽かる部べ刑けい事じがエントランス傍そばの受付で面会のアポがある事を伝えると、事務員の人が何ど処こかに電話を掛けてその旨むねを伝えていました。でも返って来た答えは少し意外なものでした。

「どうやら彼女、さっきから急に不安定になっているらしい。担当医師が少し待って欲しいと言って来た。悪いがこのまま少し待ってくれるかい？」

「──えぇ。」とわたしは頷うなずきました。「それではわたし、それまでに頭をすっきりとさせて来ます……」

　わたしは足先を待合室のほうへ向けました。




「あっ……」

　待合室の自動販売機の前で財布の中身を確認したわたしは、思わずそんな声を漏もらしてしまいました。

　紙コップの珈コー琲ヒー一〇〇円、財布の中身九〇円。一〇円の不足。眠ねむ気け覚ざましの珈コー琲ヒーが買えません。そういえば先日の実験で使用した物や今組み立てている装置の部品購入と、最近結構出費がかさみました……

「………。」

　わたしは声を出さずに溜ため息いきをついて、そして財布を制服のポケットにしまうと、待合室内の中庭に面した窓まど際ぎわのソファーに腰を下ろしました。待合室内は比較的空すいていて、わたしの座っているソファーはわたしの他には誰だれも座っていません。なので背せ凭もたれに完全に身を預けました。

　ふと待合室から地続きであるエントランスのほうに目をやると、受付の前で女性看かん護ご師しに詰つめ寄よっている二人の女性が居る事に気が付きました。一人はボブカットの髪かみにわたしと大して変わらないほどの小こ柄がらな体格、もう一人はベリーショートの髪にすらりとした長身、年ねん齢れいは二人ともわたしと同じくらいに見えました。彼女たちは「どうして面会出来ないの？」「友達なんだから会わせてよ」と女性看護師に何度も繰くり返かえし言っていて、女性看護師のほうも同じ解答を繰り返しているようで少々ウンザリしているように見えました。

　そんな中、何かの拍ひよう子しでしょうか。ボブカットの髪のほうがこちらに顔を向け、そしてわたしと目が合いました。彼女はわたしの顔を見た瞬しゆん間かん「あっ！」と言うような、目と口を開いた顔をして、すぐさま顔を横に逸そらしました。

「───？」

　遠く向かい合うわたしのほうは彼女の顔をじぃっと見み詰つめます。

　　　……あぁ、そうか。

　わたしは彼女の顔に見み覚おぼえがありました。わたし──というか以前のわたしの頃ころの記き憶おくですが。校外なので制服姿ではなくすぐには判わかりませんでしたが、確か彼女はわたしの同級生のはずです。

　わたしがそちらをじぃっと見詰めていると、やがてベリーショートのほうもわたしの存在に気付いたようでした。彼女はわたしを見るなり「ひぃっ！」とでも言うような引ひき攣つった顔をしました。その表情に何ど処こか見覚えがあるような気もしましたが、生来他人の顔と名前を覚えるのが苦手なわたしには特徴の無ない標準的な彼女の顔は有う象ぞう無む象ぞうの代しろ物もので、一応頭の中の記憶の蔵を探ってはみましたが、探し当てる事は出来ませんでした。

　ベリーはこちらを横目でちらちら見ながら、ボブに小声で何かを囁ささやいている様子でした。ボブは頷うなずいてわたしを一いち瞥べつすると、女性看かん護ご師しとの対話を切り上げて、ベリーと一緒にわたしに背を向けエントランス入口ドアに向かいました。

　二人の後ろ姿が院外に消えるのをわたしはただじっと眺めていました。

「………。」

　その後のわたしは特にやる事も無いのでただぼんやりと中庭の景色を眺めました。中庭は敷しき詰つめられた芝生の上にベンチが幾いくつか点在してはいるものの、そんなに広くて立派なものというわけではありませんでした。見上げた空は濃い灰色で、まだ五時前だというのに外は何処か薄うす暗ぐらい雰囲気でした。風が吹いているのか、目を下げると、建物と建物の間から見える遠くの藪やぶの竹林が左右に揺れているのが確認出来ます……

　───　あっ

　再び空を見上げた際に屋上が目の端に留まりました。そこに人影を見たのです。この病院はどうやら屋上を開放しているようですね。

「少し、風に当たるのも良いかもしれませんね……」

　わたしは立ち上がると、だるくて重い身体からだを引ひき摺ずるようにして階段を探して歩き出しました。





※






　屋上のドアを開けると、そこは灰色の世界でした。見上げた空の鼠ねずみ色いろの雲は分厚く低く、足元の床は無機質なコンクリートそのままでした。頬ほおに当たる風は生暖かく湿っぽくて肌に纏まとわりつくような感触で、何となく胸がざわざわとしました。

　何気なく周囲を見回すと、そこに先ほどの人影を見付けます。……女性でした。

　少し短めの三つ編みのような髪かみ型がた、縁ふち無なし眼鏡めがねを掛けた青白い顔、すらりと細身で、わたしと同じくらいの年ねん齢れいに見えます。怪け我がしているのか左手首には白い包帯が巻かれていました。

　彼女は驚おどろいているのか目を見開いた顔でじっとわたしを見み詰つめていました。この屋上はぐるりとわたしの胸の高さほどの鉄製の柵さくが囲んでいるのですが、奇妙な事に、その柵を挟んでこちら側に靴くつを綺き麗れいに並べて置いて、自分自身は向こう側に立っているのです……

　わたしはべつに彼女の知り合いなわけでもなく、用があるわけでもないので無視して、彼女が立っている場所とは逆方向に足を向け、柵の前まで行くと、そこから見える町の景色を見下ろしました。そして振り返り大きく息を吸って吐いて、柵に背中を預けました。

「………」

　下ろしていた視線をふと上げると、屋上床を挟んで向かい側の柵の向こう側から、例の彼女が未いまだにこちらをじっと見ていました。さすがのわたしでも少しは気になります……

「──何か御用ですか？」

　なので一言声を掛けてみました。




　　…………




　しかし返事はありませんでした。代わりに彼女はわたしから視線を外はずします。

　──何なのでしょうか、いったい……

　思いの外ほか頭がすっきりしないのと湿気を含んだ空気が気持ち悪かったので、わたしは建物内に戻る事にしました。出入口まで戻るとドアを開け、建物内に入ったわたしは階段を下り始めました。

「ま……待ってっ……」

　しかしそんなわたしに背後から声が掛けられました。振り返って見上げると、先ほどの女性が追いかけて来ていました。どうやら靴は履はいたようで、わたしの視界の隅に赤いメーカーロゴの入った白色のスニーカーが目に入ります。結構大事に履はき潰つぶしているふうでした……

「どうして何も言わないの？」

　そしてそんな事をわたしに尋たずねます。

「『何か御用ですか？』と言いましたけど？」

「いや、そういう事じゃなくて……」わたしの返事に彼女は少し困ったような顔をしました。「どうしてわたしがあそこに立っていたのか……とか、そういう事……」

「どうしてわたしがそれを気にしなければならないのです？」

「──えっ、いや、それは……」と彼女は口くち籠ごもりました。

　何だか面倒臭い雰囲気がして来ましたね。

　わたしは面倒事が嫌きらいなので、とにかくさっさとここから立ち去ってしまおうと思い、再び彼女に背を向けて階段を下りかけようとしました。

「待って！」

　しかしその背中に再び彼女の声が掛かります。わたしは振り返って彼女を見ました。

「この事、誰だれにも話さないで欲しいの……」

「えぇ、誰にも話しませんよ」

　適当に応こたえて、わたしが階段を下ろうとすると、その背中が本日三度目、呼び止められました。

　彼女は階段を下って来てわたしの横に並び、頭を下げます。何な故ぜだか凄すごく必死な様子です。

「お願いします。わたしに出来る事なら何でも───　」

「だったら今すぐわたしの目の前から消えて下さい」

　鬱うつ陶とうしいものですからそう応えようとしましたけど、それは止やめました。寸前で一石二鳥の良いアイデアが浮かんだからです。

「──では。一〇円貸して頂けますか？」





※






「オバァちゃんが言っていました。『簡かん単たんに「お金を貸して欲しい」と言う人間ほど、簡単にお金を返してくれない』と。だからわたしはいつもこうではありません。そして絶対にお金は返しますから安心して下さい……」

　一階の待合室まで戻って来て、カップジュースの自動販売機で珈コー琲ヒーを買いながら、わたしは振り返って彼女にそう告げました。

「いや、べつに良いけど。一〇円くらい……」

「いえ、よくありません。」わたしはきっぱりと断言しました。「オバァちゃんが言っていました。『一円を笑う者は一円に泣く。一〇円を笑ったらその一〇倍泣く事になる』と。だから絶対に返します」

「そう……」

　彼女は複雑な顔で笑いながら「じゃぁ、よろしく……」と呟つぶやくように応えました。

「では、クラスと名前を教えて頂けますか？」

　ここまで歩いて来る途中に気が付いたのですが、彼女はわたしと同じ文あや目め沢ざわ高校の制服を着ています。しかも学年章は同じ二年──つまりは同級生のようでした。見み覚おぼえはありませんが。

「えっ……」と、彼女が小さく驚おどろいたような声を出しました。そして「えぇ……と、その……」と口くち籠ごもります。

「──？」

「わたしは、その……」

「──あぁ、こんなところに居たのか」

　ふいに声が聞こえ、そちらに振り向くと軽かる部べ刑けい事じがそこに立っていました。

「塩しお谷やさん。だいぶ落ち着いたみたいだから、もうそろそろ行けそうだよ。……悪いね、待たせて。帰りは責任持って家まで送るよ」

　いつもの軽けい薄はくな笑みを顔に浮かべながら近付いてきた軽部刑事は、わたしの目の前まで来て、隣となりの彼女に目を向けました。

　彼女は一いつ瞬しゆんびくっと身体からだを揺らして、そして視線から逃のがれるように顔を逸そらしました。

「やぁ、久しぶり。もう大丈夫？」

　軽部刑事が軽い調子でそう言うと、彼女は躊躇ためらいつつといった感じに、無言で小さく頭を下げました。

「今から塩谷さんのお見み舞まいに行くんだけど、君もどう？」

　彼女は無言で首を横に振りました。

「──そう。残念……」

「……失礼します」

　彼女は再び小さく頭を下げて、そしてわたしたちの前からそそくさと立ち去って行きました。

　わたしは無言でその背中を見送って、それが完全に見えなくなってから、軽部刑事に尋たずねます。

「彼女と知り合いなのですか？」

「おや、気になるかい？」

　軽部刑事はにやりと含みのある笑みを浮かべました。

「……いえ、べつに。どうでも良いです」

　わたしが本音を口にすると軽部刑事は「ふふっ…」と笑みを零こぼし、「じゃぁ、行こうか」とわたしに手を差し出しました。




　塩谷さんの病室は個室でした。出入口のドアを開け、軽部刑事の後について廊ろう下かから室内へと入ります。

　中は広過ぎる事も無なく狭くも無いような適度な広さの空間で、全体的に白を基調とした無機質な雰囲気でした。窓まど際ぎわにベッドが一つ備え付けられていて、その傍そばに男性の医者と女性看かん護ご師しが一人ずつ並んで立っています。

　軽部刑事は彼らに軽く会え釈しやくをすると、可動式のベッドと共に上半身を起こした一人の人物に声を掛けました。

「どうも、こんにちは」

　　………

　しかしその人物は返事をしませんでした。その姿はわたしでも判わかるくらいに異様なものです。

　両の目と口以外、白い包帯で余す事無く巻かれた全身は、まるでテレビやゲームの冒ぼう険けん活かつ劇げきで登場するミイラのようです。その上から貫かん胴とう衣いのような簡かん素そな服を着ていました。そして俯うつむいて、掛け布団に隠れた膝ひざの辺りを凝ぎよう視ししながら一人でぶつぶつと何かを呟つぶやいていました。

「──塩谷さん。少しお話を聞かせて欲しいんだけど……」

　軽かる部べ刑けい事じは軽けい薄はくながらも笑みを浮かべた顔で、ゆっくりと穏おだやかな口調でそう言いました。でもやはり返事はありませんでした。

「今日は君の学校の友達を連れて来たんだ……」

　すると一いつ瞬しゆんぴくっと彼女──塩しお谷やさんの肩が小さく揺れました。それを目ざとく捕らえた軽部刑事はわたしの肩を抱いて、すぅ…っと彼女の前へとエスコートしました。

　塩谷さんはゆっくりと顔を上げました。そしてわたしの顔を見み詰つめます……

「【エーコ】ちゃんだよ。君のお見み舞まいに来てくれたん──」

「あ…ぁあぁ……」

　塩谷さんはぶるぶると震える片手をすぅっと上げると、伸ばした人差し指でわたしを示しました。そして驚おどろいたように目を見開き、口を大きく開け……




「ギャアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァッ！」




　わたしは何ど処こかの国の昔話で出て来る、犬に引き抜かせないと鼓こ膜まくが破れるという異形の人にん参じんの話を思い出しました。とてもこの世のものとは思えない悲鳴を、喉のどが張り裂けんばかりの勢いで発しました。

「…ゆ…許して……許し…て下さい……」

　そしてその後でガチガチと上下の歯を鳴らして両の手で自みずからの頭を挟み押さえました。急いで医者と女性看かん護ご師しが落ち着かせようと肩に手を触れると、彼女はそれを振り払い抵抗をします。

「……誰だれにも言わない……言わないから……あの事は絶対誰にも言わないから。助けてぇ──」

　何な故ぜだか追おい詰つめられているような様子でそう繰くり返かえす彼女を何とか落ち着かせようと医者と看護師は必死な様子でした。

「…………。」

　わたしは振り返って、塩谷さんからわたしを挟んで向こう側を確認してみます。

　そこにはさっきわたしが潜くぐって来きた、この部屋唯ゆい一いつの出入口のドアがあるだけでした……

「──【エーコ】ちゃん」

　軽部刑事がわたしの肩にぽんっと手を置きました。

「どうやら俺おれが君を送る先は、ウチの署になりそうだ……」

　そう言って彼はにこりと笑いました。
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　　[image: ]　　　　酷いよ







　塩しお谷やさんのお見み舞まいに行った翌日の昼休み。わたしは生物室前の廊ろう下かに立っています。

　結局あの後警けい察さつ署しよに連れて行かれ、根掘り葉掘りいろいろな事を何度も聴かれ、深夜の帰宅となりました。そして家でも心配性の母親に事情を根掘り葉掘り聴かれ、わたしはもういい加減うんざりしていました。

　心の底から『これはもう早急に解決しなければならない』と思い、わたしは今、ここに居ます。割れた硝子ガラス窓まどの傍そばに立って、通り掛かる人、目が合った人に片かたっ端ぱしから声を掛けて、『この硝子を割ったのがわたしだと証言した人は誰だれか知らないか』という内容を尋たずねています。

　しかしながら、わたしと目が合っただけで逃げる人、決して目を合わせない人、声を掛けたら逃げる人、『知らない』という内容を簡かん潔けつに述べてそそくさと足早に立ち去る人など……。リアクションこそ千差万別ですが、誰一人としてわたしの望む情報を持っている人はおらず、成果は出ていません。

　正直効率の悪い方法である事はわたしにも分かっています。でもわたしにはこれしか──




　　　さわっ……




　ふいに背後から誰だれかがわたしの髪かみに触れました。軽く……微かすかにくすぐったいような感触があります。

　それをはっきりと感じ取れた瞬しゆん間かん、わたしは反射的に背後を振り向いていました。

「──相変わらず、さらさらで綺き麗れいな髪だよね。また伸ばさないの？」

　そこに立っていたのは一人の女子。制服の学年章から同級生だと判わかります。ボブカットの髪にわたしと同じくらいの小こ柄がら、顔立ちは人並みで別段特徴的ではありませんでしたが、わたしは彼女の顔に見み覚おぼえがありました。

「やっほー、ユウちゃん……」

　そう言って彼女は屈くつ託たくの無ない笑みを顔に浮かべました。

「──荒あら井い…さん……？」

　わたしが思わずそう呟つぶやくと、彼女は「うん、そうだよ」と頷うなずいて愉ゆ快かいそうに笑いました。

「久しぶりぃ。元気にしてた？」

「……えぇ。」と頷いてわたしは右手を彼女のほうへ伸ばしました。

　彼女は一瞬首を傾かしげましたが、すぐにわたしの意図が理解出来たのか、笑って同じく右手をわたしのほうへと伸ばします。

「再会を祝しての握手って事ね。そういうとこ昔から変わっていな───いっ、痛たたたぁっ。ちょっ……そっちは違うっ。人間の指はそっちには曲がらないぃったたたたたぁっ！　折れる折れるっ、折れるってっ！　腕もぉぉぉぉぉぉぉっ！」





※






「……何なの？　酷ひどいよ、ユウちゃん。どうしてこんな事するの？」

「わたしの髪に触れないで下さい」

「──それだけ？　わたしの指を腕ごとへし折ろうとした理由がたったそれだけ？」

　少し涙目になりながら彼女──荒井さんはわたしに不満の声を上げました。

「昔オバァちゃんが言っていました。『人と人との複雑ないざこざも、元を辿たどれば単純な──馬ば鹿かみたいな理由である事が多々在ある』と」

「……馬鹿みたいに単純な暴力だよ、これは」

　彼女は口を尖とがらせながらそう言って、そして腕を振り、指を動かしてみて感覚を確認していました。どうやら異常や後遺症は無さそうです……

「ところでわたしに何か用なのですか？」

　用も無なくわたしに声を掛けて来る人はこの学校にはいません。一人（？）例外は居ますが基本的にはクラスメートにさえも挨あい拶さつされない身です。

「──いや、何かその。ユウちゃん、最近いろいろあったみたいだから、どうしてるのかなぁっ……て」

「……べつに。どうもしていませんよ、普段どおりのわたしです」

「……ひょっとして怒ってる？　昨日の事？」

　わたしはありのままの事実を話しただけのつもりでしたが、彼女はそれを他意に捉とらえたようでした。

「昨日はその……傍そばに友達も居たし、その……」

　彼女は自分から振った話題だというのに何ど処こと無くバツが悪そうな様子でした。

「べつに怒ってはいませんよ……」

　『昨日病院で顔を合わせておきながら無視しておいて、今日になって何な故ぜ……？』と妙に思いこそしますが、【怒る】などという感情は湧わいて来てはいませんでした。ただ───

「──ただ。少し心に余裕が無いのかもしれません。早急に解決したい問題があるもので」

「………。」

　荒あら井いさんは周囲を見回しました。わたしたちは今、校舎一階南渡わたり廊ろう下かから少し裏に回りこんだ──人気の無い──廊下や教室からは死角になる場所に移動して来ています。だから当然誰だれの姿も確認出来ませんでした。

「──どうしてユウちゃんはその【証言した人】を探してるの？」

「………」

「その人に復讐しようと思ってるの？」

「………」

　少しですが妙に感じる部分があったので、その質問にわたしは質問で返します。

「──どうしてわたしがその人を探している事を知っているのです？　それに何故『復ふく讐しゆうしようとしている』と思うのです？」

「皆噂うわさしてるよ？　ユウちゃんの事。自分を教師に売った奴やつを探し出して仕返しするつもりだって……」

「…………。」

　……なるほど、そういう事ですか。納得です。

　わたしは返礼のような気分で、彼女の問いにわりと正直に答える事にしました。

「──とりあえずは話を聴きたいだけです。特に『復讐する』と決めているわけではありません」

「………。」

　荒井さんは一いつ瞬しゆん何か考えるような表情を見せ、そして「それで、その人は見付かった？」と尋たずねて来ました。

「いいえ」わたしは首を横に振りました。「今のところ収しゆう穫かく無なしです」

「まぁ、そうだろうね」荒あら井いさんは小さく頷うなずき、そしてわたしの顔を軽く見み詰つめます。「もう止やめたほうが良いと思うよ？」

「………。どうしてです？」

「──皆が脅おびえてるから。たぶん皆はユウちゃんが怖こわいのよ。だからその人も名乗り出る事はしないだろうし、誰だれも何も言わないの。このままそれを続けても何も分からないし、ユウちゃんの評判を落とすだけだと思う……」

「だからといってこれの他に手は無いのです……」わたしだってこれが目的達成のための最良策だと考えているわけではありません。

「生徒指導の先生に尋ねてみましたが、教えてはくれませんでした」

「そりゃそうだよ。教師が簡かん単たんに、生徒に生徒を売るようになったら困るよ」

　荒井さんは何な故ぜか少し呆あきれたふうな口調でした。

「荒井さん自身は何か知りませんか？」

　わたしがそう尋ねると、彼女は首を横に振りました。そして「こういう事って、なかなか難しいんだよねぇ」と溜ため息いきをつくように零こぼします。

「もう気にしないほうが良いと思うよ？　ユウちゃんは昔から人の目とか噂うわさとか気にし過ぎ。こういう事はドンと構かまえて口を閉じていたら、いずれ誰も何も言わなくなるんだしさ……」

「荒井さん……」

「──ん？」

「そのユウちゃんという呼び方を止めて貰もらえませんか？」

「どうして？　ユウちゃんはユウちゃんでしょ？」

「いえ、わたしは【エーコ】です。今、この学校ではそれで通しています」

「えっ、でも……、それは……」

「構いせん。それでお願いします」

　当惑する荒井さんにねじ伏せるようにそう言うと、彼女は「分かった……」と再び呆れたふうな表情を見せました。

　そして「ユウちゃ──じゃなかった、【エーコ】ちゃんは昔から変に意地っ張りなところがあるからなぁ……」と呟つぶやきます。

「その呼び名嫌きらいなんだけどなぁ。皆そう呼ぶけど……。でも、何かねぇ……」

　まだ少し躊ちゆう躇ちよするような様子こそ見せましたけど、強く反対する意思は無いようでした。

「せっかく久しぶりに話せたのにさぁ」と少し遠い目をした彼女はふと「そういえばいつぶりだっけ？　こんなふうに二人で話すのって……」とわたしに目を戻しました。

「たぶん一年近く前だと思いますよ。最後に言葉を交わしたのは……」

「あ、もうそんなになるんだっけ？　やっぱり同じ学校でもクラスが違えば話さなくなるのかなぁ。中学の時はいつも一緒だったのにね。よく二人で出掛けたりもしたし……」

「──そういえば。あなたが時間にとてもルーズで、待ち合わせの時間を過ぎても姿を見せず、よく待たされた覚おぼえがありますね………」

「そうだったっけ？」と彼女は軽く首を傾かしげました。

　彼女の本名は【荒あら井い香かお里り】と言います。わたしの──正確には以前のわたしの──中学時代の同級生で三年間同じクラスでした。一応今のわたしの中にも彼女との記き憶おくは残っています。でもあまり実感が湧わきません。確か結構仲が良かったようなのですが………

「わたし結構ュ……【エーコ】ちゃん家ちに遊びに行ってたよね？」

「……。そうでしたか？」

「オバァちゃん、面白い人だったよねぇ。……あれ、何だったけ？　三人で一緒に見たＤＶＤ。確か変なタイトルの……」

「【片腕カンフーと空飛ぶギロチン】ですか？」

「そうそうっ、それ。オバァちゃんがさ、折おり畳たためる【空飛ぶギロチン】の秘ひ匿とく性せいとか何とかを凄すごく熱く語り出して……。それがわたし、物凄くおかしくて。声を殺して笑っていたら、何ど処こか悪いんじゃないかって心配されちゃって。それがまたおかしくてお腹を抱えて笑ったんだよねぇ……」

「…………。」

　ごく自然にその時の情景が脳のう裏りに鮮明に映し出されていました。何だか不思議な感じがします。その思い出はわたしのものではなく、以前のわたしのものです。だから今のわたしにとっては何の価値も無なかったはずのそれがそうでなくなったというか……。昨日までは素人しろうとの撮とった【只ただの記録】だったはずの映像が、今日には何処かの映画賞を受賞するような【ドキュメンタリー映像】に化ばけたような……そんな気分でした。何だか少しだけですが、胸の奥が暖かいもので満たされて行くようにも感じました……

「あのＤＶＤってさ、もう一回観みたいと思って探してるんだけど、なかなかレンタルされてないんだよねぇ」

「あぁ、だったら───」

「あなたたち、ここで何やってるの？」

　ちょうどわたしの言葉を遮さえぎるようなタイミングで、ふいにわたしたちに声が掛けられました。それは内容とは少し合っていないような、とても柔らかな声でした。

　二人してそちらを振り向くと、そこには一人の女性が訝いぶかしげな表情で立っていました。

「──べつに。ちょっとお話していただけですよ、雪ゆき村むら先生」

　微ほほ笑えんで荒井さんがそう返すと、女性──雪村先生は「そう……」と微笑み返して、「でも駄だ目めよ……」とわたしたちの足元を指差しました。

「──上うわ靴ぐつのままで。ここは一応外なんだから」

「はぁい」と荒あら井いさんは応こたえて「それより雪ゆき村むら先生こそ、どうしたんですか？　校舎裏こんなところに何か用ですか？」と返しました。

「あ、いいえ。そういうのじゃないの。渡わたり廊ろう下かを通り掛かったら校舎裏ここから話し声が聞こえたものだから、何かと思って。でもちょうど良かったわ……」

　雪村先生はわたしに向き直りました。

「化野さん。今日の部活の事なんだけど──」

「あぁ、すみません。わたし今日、寄るところがあるので帰ります」

「──えっ、そうなの……。今日また車で器材を運び出したいと思っていたところだから、もし少し待ってくれるのなら、そこまで送るけど？」

　さすがに毎度毎度そこまで構かまわれるのも少々鬱うつ陶とうしいものがあります。なのでわたしはそれを断る事にしました。

「いいえ、結構です。それには及びません」

「……そう」と雪村先生は再び微ほほ笑えんで、「じゃぁ、また。……あぁ、もうそろそろ昼休み終わるから、早めに校舎に戻ってね」と、わたしたちに言った後、校舎に向かって歩いて行きます。

　その姿を目で追っていた荒井さんは、雪村先生が校舎内に姿を消すと、少し驚おどろいたような顔でわたしに向き直りました。

「──ねぇ。雪村先生には【エーコ】って呼ばせなくても良いの？」

「──えっ？」

　突飛な質問だったのでわたしは思わずそんな声を出してしまいました。

「いや、だって。わたしには【エーコ】と呼べと言ったじゃない？　雪村先生は特別なの？」

　質問の意図がよく分かりませんが、わたしはとりあえず「……いいえ」と正直に答えました。

「先生たちは言ったところで呼んではくれませんよ。立場上、何かあるらしく。だから雪村先生だけ特別ではありません」

「ふぅ～ん」と感心するように応えて、荒井さんは次に「ねぇっ」と目を輝かせます。

「さっき先生が言ってた『送る』って、先生の車ででしょ？　あの……何て言ったっけ。ちょっと昔のアニメに出てた丸っこいクラシックカーの」

「……えぇ。たぶん、そうだと思います」

「あぁ──っ、良いなぁっ。わたしも乗りたいっ」

「『乗せて欲しい』と言えば良いのでは？　たぶん簡かん単たんに乗せてくれると思いますよ」

　雪村先生はその綺き麗れいな見た目と柔らかな物腰から男女問わず生徒に人気があります。だから彼女に憧あこがれている生徒は女子の中にもたぶん沢たく山さん存在します。荒井さんもそんな女子の一人なのでしょうか……。まぁ、わたしにはどうでもよい事なのですが……

「ねぇねぇ。また今度一緒に───」

　彼女の言葉を遮さえぎるようにして、そこで昼休みの終了を告げるチャイムがなりました。

「──あっ、やばっ。五限目、わたしのクラス体育だった。着替えなきゃ……」

　荒あら井いさんはハッと我に返ったようで、慌あわてて教室に向かって駆け出しました。

「じゃぁ、またねっ。──あっ、そうだ。例のＤＶＤまだ家に在あるの？　在ったら貸してくれない？」

「──え、えぇ。構かまいませんが」

　走り出した途端に立ち止まって、唐突な要求。わたしは驚おどろいてしまったのか、そんな少し妙な感じで返事をしました。

「オバァちゃんの部屋にあったＣＤやＤＶＤは全すべてわたしが相続したので」

「ほんと。じゃぁ、いつ？　いつ貸してくれる？」

「特に問題も無ないと思うので、探して、明日にでも持って来ますよ」

「ありがと。じゃぁね」

　手を振って再び駆け出して、彼女はそのまま校舎の中へと姿を消しました。

「………。」

　わたしはそれを見送りながら、『やっと開放された』と安あん堵どの溜ため息いきをつきました。でもそれでいて何ど処こかそれを『悪くない』と思っているような節ふしがあり、少しだけ理解不能な──何とも言えない不思議な気分でした。





※






　　　──きんこぉ～ん




　と、妙に甲かん高だかい鉄てつ琴きんのような音がドアの向こう側に響ひびきました。しかし返事はありませんし、人が動く気配もしませんでした。

　再び同じ事を──ドア横のチャイムを押して待ってみましたが、やはり返事はありませんでした。

　しかたないのでもう一度──

「……あの」

　そんなわたしに側面から声を掛ける人物が現れます。それは見み覚おぼえのある顔でした……

「おや、奇遇ですね……」

　そちらに振り向いたわたしはほんの少しばかり驚きました。妙なところで会うものです。

「……どちらさまでしたっけ？」

　わたしの目の前に立つ、少し短めの三つ編みに縁ふち無なし眼鏡めがねを掛けた同年代の女子。制服は文あや目め沢ざわ高校の制服を着ていて、学年章はわたしと同じ二年生でした。

　彼女は戸惑うような素振りを見せつつ、恐る恐るといった感じに口を開きます。

「……四組の辺へん見み…【辺へん見み更さら紗さ】だけど……」

「──すみません、失礼しました。まだお互い名乗った事はありませんでしたね。わたしの事は【エーコ】と呼んで下さい」

　塩しお谷やさんの見み舞まいに市民病院に行った際に屋上で出会ったあの女子です。

　彼女──辺見さんはわたしから視線を横にずらして、未いまだリアクションの無ないドアを一いち瞥べつして、そして再びわたしに視線を戻しました。

「その家に何か用……なの？」

「えぇ、塩谷蕾さんの自宅に用があります」

　わたしは軽かる部べ刑けい事じに電話して塩谷さんの住所を訊ききました。そして今その住所の場所──市内の、とあるマンションのとある階のとあるドアの前に立っていました。

「ツボミちゃんならまだ退院してないはずだけど……」

「えぇ、知っています」とわたしは事も無げに返しました。

　そんな事は承知の上です。だからこそやって来たのです。今回の訪問の目的は被害者である塩谷さんの自室に入る事。そして室内を漁あさり、事件の真相に辿たどり着つく手掛かりが無いかと探さぐるためです。そのために「病院に居る蕾つぼみさんから○○を取って来て欲しいと頼まれたんです」という嘘うそまで一応考えて来ました。

「実は家の方に少しお話があって……」

「家の人はいつももう少し経たたないと帰って来ないよ……」

「そうですか……」と適当に返しつつ、わたしはある言葉が耳に引っ掛かっていました。それは『いつも』という単語です。

「──そういえば、あなたはどうしてここに居るのです？」

「──ぇ？　うん、まぁ。どうしてと言われても、わたしの家、このマンションの同じ階だから……」

　……へぇ。それは本当に奇遇ですね。

「ここの家の方はいつも何時頃ごろ帰宅されるのです？」

　わたしの問いに辺見さんは腕時計を見て、そして「後、一時間か二時間くらい……」と答えました。──よし、それくらいなら何とかなりそうです。しばらく待ってさっさと中に入れて貰もらい部屋を漁って即退散です。今日は──今日も昨日に引き続き、夕方から警けい察さつ署しよで事じ情じよう聴ちよう取しゆがあるのです。一いつ旦たん始まると深夜まで拘こう束そくされそうなので正直行きたくありませんが、行かないわけにもいかないのです。更さらに疑われるような行動は極力避さけたいもので。

「じゃぁ、しばらく待たせて貰います」

　わたしは塩谷家のドアの横の壁かべに背を寄せると、その場に体操座りの体勢で腰を下ろしました。そして壁かべに背を預けます。

「………。」

「──何か？」

　辺へん見みさんがじっとわたしのほうを見下ろしているので、怪け訝げんに思ってわたしは尋たずねました。

「いや、あの……」

　彼女がちらりと視線を逸そらした先を見ると、マンションの同じ階の住人でしょう。廊ろう下かの二、三部屋向こうに立っている中年の女性が訝いぶかしげにわたしをじろじろと見ながら、鍵かぎを開け、部屋に入って行きました。

「そこに座っていると結構目立つよ？　さすがに……ちょっと。塩しお谷やさん家ちに迷惑だから、出直したほうが……」

「………？」

　わたしの顔をちらちら見ながら、もごもごと口くち籠ごもりながらとても言いい難にくそうに、でも肝かん心じんなところは言葉に出来ていないような……彼女はそんな様子でした。

　でも、やがて……

「もし良かったら、家に来る？　同じ階だから……」

　何な故ぜだか少々渋しぶ々しぶといった感じに彼女はそう言いました。

「ありがとうございます」

　素直に礼を述べてわたしは立ち上がりました。何だか良くは分かりませんが、コンクリートではない床で時間が潰つぶせるのなら願ったり叶かなったりです。





※






　辺見さんが自宅の玄関ドアを開けて、わたしたちは中へと入りました。出迎えた母親がわたしの顔を見て一いつ瞬しゆんぎょっとした顔をしました。一目見てわたしが誰なのか気付いたのでしょう。わたしは生徒の父兄にも結構顔を知られているほどの有名人です、悪いほうの意味で。

　辺見さんの母親はそういった感情を何とか押し殺すような感じで「あら、お友達？　いらっしゃい」と優やさしく微ほほ笑えみます。

「お邪魔します」と、ある意味皮肉めいた挨あい拶さつをして、わたしは辺見さんの後について、彼女の部屋へと移動しました。




　部屋に入ると辺見さんはわたしに『適当に座ってて』的な内容の事を言って、次に「紅茶と珈コー琲ヒーとどちらが良いかな？」と尋たずねて来たのでわたしは迷わず珈コー琲ヒーと答えました。そして退室していく彼女を見送りました。

　彼女がお茶を淹いれて戻って来るまで手て持もち無ぶ沙さ汰たな状態なので、わたしはぐるりと室内を見回します。

　室内はわたしの自室とそんなに変わらない雰囲気でした。ほどほどの広さに机つくえが在あって椅い子すが在ってクッションが在ってベッドが在る……そんな感じです。特に奇抜な色や形の物は在りません。まぁあえて違いを口に出すなら、わたしの部屋より少し物が少なく片付いている印象でした。ただ、同年代の女子の部屋にはあまり無ないと思われる点が一つだけ在りました。

「へぇ……」

　わたしはベッドの上に置いてある科学雑誌を手に取りました。雪ゆき村むら先生が定期的に購読している雑誌で部室にも数冊在ります。開いて見ると欧米の科学の歴史に関する特集が組まれている回でした。それを一いち瞥べつして雑誌から目を外し、周囲をよく観察してみると、同じような系統のものが幾いくつか在りました。

　たぶんネットの画面をプリントアウトしたらしきもの、元素記号表が付いた中学高校の化学の参考書や他の化学に関する出版物、それに混じって彼女がファイリングしたらしきスクラップ帳も本ほん棚だなには在りました。それらは真新しい情報というものではなく、何らかの拘こだわりや意図があって収集されたと感じさせるものでした。

「これは……」

　と───

「　──あんな事があったばかりなのに。……お母さんはね、あなたの事が心配なのよ　」

「　──お母さんには関係ないでしょうっ！　わたしの事は放っておいてよっ！　」

　部屋の外で何か言い争うような声が聞こえて来ました。




　　　　…………。




　そして数秒後、部屋のドアが開き、お茶と茶ちや菓が子し入りのお盆を持った辺へん見みさんが入室して来ました。

「お待たせ」

　しかし彼女はわりと平然とした態度でした。

「──ごめんなさい、ご迷惑でしたか？」

　わたしはそう尋たずねました。最近のわたしは本当の意味でそうする事の理由は分かりませんが、そうするのが良いと思われる場合はそうする事くらいは多少出来るようになっていました……

「──うぅん、全然。気にしないで。いつもの事だから……」

　これがいつもとはずいぶん騒さわがしい家なのですね……

　答えながら微かすかに苦笑いをしている辺見さんを見て感心しつつ、わたしはわたしの正面のクッションに腰を下ろした彼女から珈コー琲ヒーの入ったカップを受け取りました。

「本当にすみません。突然お邪じや魔まして……」

「……え、うぅん。大丈夫……」

「………」

「……いや、ほんと大丈夫だから。そんなに…かしこまらないで……、えぇともっとくつろいで。少し散らかってて落ち着かない部屋だろうけど……」

「──はい」

　わたしは再び周囲をぐるりと見回しました。

「確かに物が多いですよね。わたしの部屋よりはずいぶんとマシですけど。……本当にすみません。ひょっとしてわたし、五分ほどドアの前で待っていたほうが良かったのでしょうか？」

「………。ごめんなさい」

　少し申し訳無なさそうに謝あやまった辺へん見みさん。

「──？」

　どういう事でしょう、意味不明です。でもまぁ、そんな事より……

「──それにしても化学関連の本が多いですよね？　化学、好きなのですか？」

「──えぇ、まぁ。最近になってから、少しだけ。そういえば化野さんは……」

「【エーコ】です」

「……ぇ、あ……」

「わたしの事は【エーコ】と呼んで下さい。学校ではそれで通しているのです。イタリア人記き号ごう論ろん哲てつ学がく者しやみたいで素敵でしょう」

　押しの強めな口調のわたしに少々驚おどろいたようでしたが、「……うん」と小さく頷うなずいて了承してくれました。

「えぇと、それで。いったい何の話でしたっけ？」

「……えぇと、そのあ…【エーコ】さんは化学部だったよね？　やっぱり化学好きなのかなぁ……って……」

「えぇまぁ。程々にです。あなたほどではありません。……というか、少しマニアックな趣味の人ですか？」

　わたしは顔を学がく習しゆう机づくえのほうへ向けました。

　学習机の正面の壁かべにはコルクボードが在あり、そこには数人の科学者の名前とその経歴などの情報が個別にプリントされた紙が貼はられています。【ジョゼフ・ブラック】、【ヘンリー・キャヴェンディッシュ】、【ダニエル・ラザフォード】、【ジョゼフ・プリーストリー】………。部室にある科学史の本で読よみ齧かじった知ち識しきと照らし合わせると皆一八～一九世紀の時代の人たちばかりです───

「とても『未来に対して想おもいを馳はせる』という新鮮な感じではありませんね。渋しぶい趣味だと思います」

「ありがとう。……彼らは皆【フロギストン説】というのを信じた科学者なの」

「……聞いた事がありませんね」

　正直に感想を述べると、辺へん見みさんは顔に控ひかえめな苦笑いを浮かべていました。

「【フロギストン】というのは【燃素】という物質の事なの。だから──【燃素説】」

「そんな物質、存在していましたっけ？」

　彼女は苦笑いのまま首を小さく横に振ります。

「──存在の証明は出来ていないかな？　【燃素説】というのは一七世紀～一八世紀頃ごろに流は行やった科学史上の一つの考え方で、『【燃焼】という現象は含有している【燃素】という物質の放出の過程である』としているわ……」

「【燃焼】って確か【酸化】現象の事ではなかったのですか？」

「えぇ、そう。だから【燃素説】は、後により現象を有効に説明出来る【酸素説】が提唱された事によって忘れられていった……。それで現代ではいわゆる【異端】とされている考え方なの──　」

　その後で辺見さんが『鉄を燃やして酸化鉄を作る場合』を例に出して、【燃焼】現象における【酸素説】と【燃素説】の違いを簡かん単たんに説明してくれました。それによると──







　【酸素説】が




　　金属（鉄）　＋　酸素　＝　金属灰（酸化鉄）




　【燃素説】が




　　金属（鉄）　[image: ]　燃素　＝　金属灰




　式に直してみると、そういう事らしいのです。ですが──

「どうしてそんなマニアックな──在りもしない物質を用いた架空の説に興味を持ったのです？」

　辺見さんの【燃素説】に関する説明を聞いたうえで、『そんな事を知っていても何の役にも立たない』がわたしの正直な感想でした。『存在を証明出来ていない』のではなく、【燃素】なんていう物質は世界に存在していないのです、たぶん。

　辺見さんは一いつ瞬しゆん苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして、でも──

「分かってるよ、ちゃんと。でも、だからこそかな……」

　と、溜ため息いきをつくように呟つぶやくと寂しそうに笑いました。

「【酸素説】に取って替わられる時。【燃素説】を提唱していた科学者の人って、たぶん酷ひどい悪口を言われたり、無能呼ばわりされたり、迫害を受けたりしたと思う。でも、それでも信じて突き進んだ人もきっと居ると思う。だからわたしはこの【燃素説】や、それを信じて一生を捧ささげた科学者が大好きなの……」

「………。良いじゃないですか」

　と、わたしは感想を述べました。

「きちんと理由があって、それで興味を惹ひかれて、好きだと言うのなら」

　それは今のわたしの内には無ない感覚のように思えて、少し何というか──複雑な気分ではありますが。良い事だと思います、おそらくは。

　わたしの言葉を聞いて、彼女の表情がぱぁぁっと、明らかに華はなやいだのが判わかりました。それを確認した瞬しゆん間かん、わたしはこれから『鬱うつ陶とうしい事』が始まるのを予感して「しまった……」と後悔しました。しかし『時既すでに遅し』でした。『後悔先に立たず』という気分でもありましたね……

　辺へん見みさんはその後、水を得た魚のように【燃素説】トリビアを語ってくれました。

　──『【二酸化炭素】を、発見者の【ジョゼフ・ブラック】は【フロギストン空気】と名付けた。その物質は【燃素】が飽和状態にあるため、もうこれ以上吸収が出来ず、【燃焼】が起こらないと考えたから』とか、

　──『【酸素】を、発見者の【ジョゼフ・プリーストリー】は【脱フロギストン空気】と名付けた。物質内部に【燃素】を全まつたく含まないため、【燃焼】において、傍そばにある対象物から吸収して、それでよく燃えると考えたから』とか。

　何だか観光地で、お節せつ介かいなボランティア観光ガイドの人に声を掛けてしまった時のような、とても残念な気分になりました。『化学（？）好きな人』と『化学部の人』の二人ですが、わたしは彼女のようにそういうのに強い執しゆう着ちやくを持ち合わせてはいません。ただ何となく『わりとはっきり結果が出る』『結果がある程度予測出来る』というスタイルが好ましいと感じているだけの人です。だからとてもではありませんが、彼女の趣味の話に付き合ってはいられないのです……

　何か話題を変える切っ掛けはないかと周囲を見回すと、そこでベッドの脇わきに吸引用の酸素スプレーを見付けました。たぶんスポーツをした後や登山者が吸う代しろ物ものです。それが数本無む造ぞう作さに置かれていたのです。

「──辺見さんは登山の趣味とかあるのですか？」

　彼女の話の切れ目に何とかその言葉を捻ねじ込こみ、わたしはそれを指差しました。

　辺見さんは一瞬驚おどろいた顔を見せ、その後で首を横に振り、「あぁ、これは勉強の合間に吸うと頭がすっきりするから……」と答えて、その内の一本の──おそらく未使用の物を掴つかむとわたしに差し出しました。

「差し上げます。何だか眠たそうな……疲れた顔をしているから」

「……どうも」

「誰だれのせいですか？」と本音を吐きたいのを堪こらえて、わたしはそれを素直に受け取りました。そしてそれを自分の鞄かばんにしまいながら、目で再び周囲を物色します。よく考えたら【酸素】は彼女の話を膨ふくらませる可能性があるので好ましくはありませんでした。出来たら別の話題で───っ！

「塩しお谷やさんとは、親しいのですよね？」

「──えっ？」

　唐突にそんな事を言われたためか、辺へん見みさんは目を見開いて、そのまま固まってしまいました。

　わたしは学がく習しゆう机づくえの端っこの小さな写真立てを指差しました。そこには今より少し幼い顔立ちの辺見さんと塩谷さんの二人が楽しそうに笑いながら写っていました。塩谷さんの顔は昨夜軽かる部べ刑けい事じから写真を見せられ、何か覚おぼえが無ないかをじっくりと思い出させられたのでよく覚えています。間違いありません……

「……うん」

　辺見さんは頷うなずいて、そして顔を伏せました。

「幼おさな馴な染じみ──というのかな？　家近所だし、小学校の途中からずっと同じ学校だったし……」

「───？　そうですか」




　　　…………




　そこで何な故ぜか妙な沈黙が生まれてしまいました。何となく雰囲気というか、空気のようなものが沈んで静まり返ったような感じがしていました。

　先にこの状況を破ったのは辺見さんのほうでした……

「そういえば【エーコ】さんはどうしてツボミちゃんの家を訪ねたの？　この間も病院にお見み舞まいに来ていたようだけど………、親しいの？」

「………」

　わたしはそれに沈黙を返します。わたし自身は事件の事を軽部刑事に尋たずねますし、彼もわたしの要求に──見返り付きですが──応こたえてくれますが、しかしその内容を事件に関係していない第三者にべらべらと喋しやべる事はしないよう、実は軽部刑事から釘くぎを刺されています。何でも警けい察さつは握っている情報の一端のみ一般公開するらしく、公開されていない情報が広く一般に出回るといろいろ都合が悪くなるそうです。

「あの……」と辺見さんは少々遠えん慮りよがちに再び口を開きます。

「ひょっとして、ツボミちゃんがあんな目に遭わされた事と何か関係あるの？」

「──えっ！　知っていたのですか？」

「……えぇ」と呟つぶやくように応こたえて辺へん見みさんは頷うなずきました。「家が近所だから、警けい察さつの人がやって来ていろいろ聴かれたから、たぶんそういう事だとは……」

　なるほど、そういう繋つながりがあるわけですね……。だったら彼女も少しばかり事件の内容を耳にしているでしょうし、警察側から口止めもされているでしょう。わたしは少しだけですがある程度正直に話す事にしました。

「実は塩しお谷やさんは誰だれかにああいう目に遭わされた形跡があります。そこにどうやらわたしの【偽にせ者もの】──【偽エーコ】が関わっているようなのです。【偽エーコ】は巧こう妙みようにわたしに似せて化ばけているのか、面会した際、塩谷さんはわたしの姿を見てそいつと勘かん違ちがいしたようでした。このままではわたしは警察に疑いを深められてしまいます。わたしはわたし自身の名めい誉よ回かい復ふくのためにそいつを見つけ出そうと考えています。学校の生物室前の窓まど硝子ガラスを割った人物がそうでは──もしくは関係があるのでは──ないかと考えて調べています。同時期に起こった【窓硝子割り】と【落雷】の二つの事件でわたしが犯人だと疑われるなど、とても偶然だとは思えません。そこには何か繋がりがあると思います。……でも、今はまだ正体が掴つかめていないどころか証言者の特定も出来ていない状態です。だから糸口をとにかく片かたっ端ぱしから探さぐっている状態で、それでこうやって塩谷さん宅を訪ねたわけです……」

「───【偽者】……」

「はい、そうです。そいつを何としてでも見つけ出して白日の下に晒さらしてやります」

　辺見さんが小さく零こぼした呟つぶやきに、わたしは意志を込めた言葉を返しました。それがごく自然に口から出た事から、わたしの中でこの事件や犯人は、もうそういう事になっているようです。

「………」

「───？　どうかしましたか？」

　急に黙り込んだ辺見さんにわたしは尋たずねました。どうも呆ぼうとしたような顔をして、左手首に巻いた包帯にしきりに触れています……

「──えっ、ぁ、うん。何でもない……」

　我に返ったようで再び黙り込む辺見さんに、わたしは先ほどの質問の続きをしてみる事にしました。

「塩谷さんとは親しいのですよね？　最近彼女に何か変わった事はありませんでしたか？」

　さっきは何ど処こかお茶を濁にごされたような印象でしたが、写真やご近所という立場から、当然塩谷さんの事情に詳くわしいだろうと思ったのです。

「さぁ……」

　しかし辺見さんからの返答は少し曖あい昧まいで頼りないものでした。

「実は最近──ここ一年ほど、彼女とはまともに話していないの……」と、彼女は寂しそうに笑います。

「……確かに中学校までは家が近いし幼おさな馴な染じみだし大親友だと思ってた。でも高校に入って──せっかく同じ高校に入学したのに、クラスが別れて、それでそれから疎そ遠えんになっちゃったかな。あのコはあっさりしたもので、あっちで別に友達を作って楽しそうにしてた。でもわたしは周囲に馴な染じめずに──未いまだに……」

　彼女は顔を伏せ、そして声は徐々に小さくなっていき、最後のほうはよく聞き取れませんでした。

「わたしにはあのコの心が見えなくなった……」

　しばらくの沈黙の後、彼女はぼそりと零こぼします。

「──化学の実験のように人の心も分解して取り出せたら良いのに……」

「………。どういう事ですか？」

　たぶん独ひとり言ごとだったのでしょうが、興味を惹ひかれたので思わず尋たずねてしまいました。彼女は少しぼぉっとした顔をしてそれに答えてくれます。

「たとえば中学の時やったごく初歩の実験で。専用の容器に入った【水】に電気を流して【水素】と【酸素】に分解して取り出して、それぞれを燃やして変化を観察する……。そういう事が人の心と身体からだでも出来たら良いのに………」

「──なるほど。それは名案です」

　実現出来たらどんなにか素晴らしいか。きっとわたしが何者であるかなど、すぐに分かってしまうのでしょう。そして時折発生する自分自身で理解や制御の出来ない激はげしい感情の説明や対処方法などもすぐに分かるに違いありません……

「本当に誰だれか実現して欲しいです……」




　　　………




「──あの……」と、ふいに辺へん見みさんが声を掛けて来ました。

「……【エーコ】さんって、荒あら井いさんと仲良かったの？」

「──えぇっ？」

　わたしも少しだけぼぉっとしていたようです。突然の質問に対して驚おどろいて少しだけ大きな声になってしまったのですが、そのリアクションを読み違えたのか、辺見さんは「ぁ…ごめんなさい。突然変な事聞いて……」と謝あやまって来ました。

「昼間校舎の裏で二人が話しているのを偶然見掛けたから、その……、そうだったのかなぁって。【エーコ】さんて一人で居る事が多いような気がしてたんだけど……」

　『多い』わけではありません。【エーコ】になってからはずっと一人です。──いや、正確にはその少し前からですね……

「──荒井さんとは中学時代の同級生なのですよ。この高校に入ってしばらくの間は親交があったのですが、いつの間にか疎そ遠えんになっていました。それがあの日、久しぶりに話し掛けられて……　」




　　……あれ？　そういえばどうしてわたしは荒あら井いさんと疎そ遠えんになったのでしょうか……




　自分でも『妙だ』と思うような……そんな想おもいがわたしの心に引っ掛かりました。確かに以前のわたしの記き憶おくだと結構仲が良かったはずですよね。オバァちゃんとも面めん識しきがあって……それが………

「………」

「──あの……」と、再び辺へん見みさんが言いました。

「荒井さんはその、本当の、と……」

「───えっ？」

　何な故ぜだか再び、心ここに在あらずだったわたしは、そこでやっと辺見さんに向き合いました。真正面からしっかりと彼女を見み据すえると、彼女は何故だか少し驚いた顔をして──

「──ごめんなさい。何でも無ない、です……」

　と、言葉を飲み込んでしまいました。

「───そう。ですか……」

　少し気になったものの、わたしはそれを深く追及しようとする気にもならず、ただそう呟つぶやくように応こたえただけでした。




　その後しばらくの沈黙の後、彼女は全然違う方向へと話題を変えました。わたしは少し何かを引ひき摺ずるような気分ではありましたが、何も言わずそれに従い、そして時間はただ普通に過ぎていきました。




　結局塩しお谷や家けの人は帰って来ずにわたしは時間切れタイムアウトを迎えてしまい、そしてこの日のわたしの調査は幕を閉じてしまいました。
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『──お前、何やってんの？』

　部室である第二理科準備室の片隅には、片付けの際に要いらないと判断された、まだ使える備品や実験器材が固められたスペースが在あります。

「何か使える物がないかと思いまして───あっ」

　声を掛けて来た【トオル】君に適当に答えつつ、そのガラクタに等しい物の山を漁あさっていたわたしは、それを見付けました。

　──アルコールランプ。蓋ふたの付いたガラス容器の中に可燃性薬品のアルコールを入れて、そこにそれを染み込ませ吸い上げる紐ひもを入れた加熱実験用の器材。掲げて、蛍光灯の光で容器の中身を確認すると、しっかりと蓋が閉まっていたためか、まだ充分残量はありそうでした。

　わたしはそれをよく振った後、自分の机つくえの上に置き、次に鞄かばんの中から掌てのひらサイズの黒くて硬い──とある道具を取り出しました。

　そしてそれの先端を、蓋を開けてあらわになったランプの紐に近付け、スイッチを入れました。「バチチチィッ」と乾いた音がして、紐ひもに火が点ともりました。

『──おいおい、お前。それもそこにあったのか？　それ、スタンガンだろ』

　【トオル】君は少し驚おどろいた声でわたしの手の中の黒くて硬い道具──スタンガンの存在を指摘しました。スタンガンは先端の極からの放電によって人に痛みや痺しびれを与える護ご身しん用よう具ぐの一種です。

「──いいえ」とわたしは首を横に振ります。

「これは部室の備品ではなく、自宅のオバァちゃんの部屋にあった物です。オバァちゃんは『若い頃ころはよく世話になった』と言っていました。だから何かの役に立つのではないかと思って──」

『お前のバァちゃんはいったいどんなバイオレンスな人生を歩んで来たんだよっ！』

　叫さけぶようにそう言った【トオル】君はその後で、ふと何かを思い出したようで、『あぁ、そういえば……』と呟つぶやきました。

『──そういえば。何か凄すごい噂うわさになってんぞ』

「──？　何がです？」

　【トオル】君は小さく溜ため息いきをついて、そして話を続けました。

『お前が「自分を売った奴やつを見つけ出して報復しようとしている」ってな、学校中で話題になってんの……』

「探しているのは事実です。でも報復するかどうかはまだ決めていません……」

　わたしは手の中のスタンガンに目を落として、そして再び【トオル】君に向き直りました。

「とにかくわたしは【偽にせエーコ】の正体を突き止めたいのです。もし【落雷事件】の犯人が【窓まど硝子ガラス割り事件】と同一犯なら、【窓硝子割り事件】の犯人を特定出来れば、そこから芋いも蔓づる式しきに真実に辿たどり着つけるのではないかと思うのです……」

　塩しお谷やさんの【落雷事件】については生徒へは伏せられている部分が多いようです。軽々しく口にすると話がややこしくなっても困るので、昨日、部外者である荒あら井いさんには話しませんでした。ちなみにＤＶＤは本日昼休みに渡しに行き、彼女は大喜びでした。

「真実を全すべて手に入れて、そのうえでその必要があれば、償って貰おうとは思っています」

　わたしの主張に【トオル】君は大きく溜息をつきました。

『──けどよ。他に手掛かりは無ねぇのか？　どんな些さ細さいな事でも良いから別の取っ掛かりというか──キーワードになるようなもんが。お前の聞き込みは効率が悪いし、だいたい余計に状況を悪くさせてんだぞ？』

「手掛かり、ですか……」と呟いて、今度はわたしのほうが溜息をついてしまいました。

「……ありませんね。今のところ」

　呟くようにそう言って、わたしは椅い子すに体重を預けて脱力しました。ここ数日、何か無ないかと思っていろいろと考えてはみるのですが、どうにもその取っ掛かりが掴つかめないのです。

「だる……」

　ここ数日ずっとそんな感じでした。梅つ雨ゆのためじめじめと不快指数の高い環境と、取調べ等による睡すい眠みん時間の減少。どうも頭がぼぉっとして回転が鈍にぶい気がしてしまいます……

「──あっ。そうだ……」

　わたしは足元の鞄かばんを開けて中に手を突っ込みました。そして一本のスプレー缶を取り出し、そのマスク状の独特の形をした噴射口を口に被かぶせ、スイッチを入れました。すると、しゅぅぅぅと小さな音がして中の気体がわたしの体内へと入って行きます。

　が───

「──全然効きませんね」

『何してんの？　お前……』と【トオル】君はわたしの様子を見て、訝いぶかしげな声で尋たずねました。

「酸素スプレーですよ。これを使えば頭がすっきりすると言われまして……」

『元々大気中に在あるもんだぞ？　今が酸欠状態でもねぇんだから、そんなに実感出来ねぇだろうよ……』

「……」

『──それと、一応注意しとくが、身体からだに良いと思って吸い過ぎんなよ。そんな馬ば鹿かな真ま似ねはしねぇと思うが、六〇パーセント以上の高濃度酸素を一二時間以上吸い続けると【酸素中毒】を引き起こして、肺の充血や目の失明──最悪の場合死亡する事だってあるんだ。──それから火が点つけっ放ぱなしのアルコールランプの傍そばで使用すんな。【燃焼】というのは【酸化】の事だ。【燃焼】を促そく進しんする【酸化剤】になっちまう危険があるんだからよ』

「はいはい……」

『──っつうか、お前、それどうしたんだ？　買ったのか？　大気中に元々在るものに大枚はたいて……』

「……貰もらったのですよ、人から」

『おいおい誰からだよ？　怪しい男とかからじゃねぇだろうな？　──お前さ、街まち中なかで知らない人に声を掛けられても付いて行っちゃ駄だ目めだからな……』

「誰だれからだって良いじゃないですか。あなたはわたしの保護者か旦那様ですか？　余計なお世話です、干かん渉しようしないで下さい」

『何だよ、冷てぇじゃねぇか。俺おれはお前の事を心配して言ってんだぜ。ふらふらして危なっかしく見えるからよ。お前に変な虫が付かないように見守ってやってんだよ……』

「相変わらず、押し付けがましい親切ですね。だいたい──変な虫？　何ですか、それ。わたし、誘さそうような匂においも甘い樹液も出していませんよ？　身体は普通なので大丈夫だと思いますが」

『それはリアルに昆虫の事を言ってんのか？　そうじゃなくて比喩だよ。胡散臭い奴や変質者がお前の貞てい操そうを狙ねらってんぞっ──て、そういう意味だよ』

「なるほど、胡散臭い奴や変質者ですか……」

　わたしは椅い子すから腰を上げ、自席のすぐ傍そばの棚たなの上に置かれている二つの缶スプレーの内の一つを手に取って、そしてそれを【トオル】君に向かってシュゥゥゥッと噴射しました。

『ちょっ……、お前、それ。雪ゆき村むらが【Ｇ】対策用に置いてるやつじゃねぇか……』

　雪村先生の話によると、彼女がこの学校の生徒だった頃ころ、この準備室を根ね城じろにしていた化学教師は少しだらしがない人だったらしく、この時期に多数の【Ｇ】の姿かげを確認したとの事。だから彼女は対策として『超強力』『秒殺』『待ち伏せ』などと記された薬剤入りの缶スプレーを二本も置いておくのだと、以前青い顔をして言っていました。

『ちょっ…お前、マジでか？　勘かん弁べんしてくれよ……』と【トオル】君は不満の声を上げます。『俺おれがそんなやつに見えるか？』

「──はい」とわたしは正直に答えました。

「四六時中一二〇パーセント真まっ裸ぱだかのあなたを他にどう見たら良いのですか？　ここが理科準備室でなかったら絶対警けい察さつに捕まっている格かつ好こうですからね」

『生まれたままの姿が俺の正装みたいなもんなんだよっ──って、何だよその目っ。明らかに人に向けて良いもんじゃねぇぞ！』

　【トオル】君は何な故ぜだか勝手に騒さわがしくなっています。

『──ちょっと待て、本気で。っつうかお前、自うぬ惚ぼれんなよ。俺の好みはもっと大人っぽい女性だ。お前みたいなちんちくりんの残念ボディーに何の興味も無ねぇかんなっ！』

「………。失礼ですね。わたしだって脱いだら凄すごいのですよ」

『はいはい、だいたい皆そう思ってんの、「実はわりとイケてんじゃない？」ってな。でもお前の場合それは勘かん違ちがいだ。マニアックな趣向の人に猛もう烈れつに……ってのが関の山だぜ』

「………」

『──お、何だよ。不満そうな面つらじゃねぇか。「素敵っ、ナイスボディーっ！」って称たたえて欲しけりゃ小学校にでも行ってくれば良いんじゃねぇ？』

「…………。」

　わたしは自席の傍の棚に再び手を伸ばしました。そしてそこに在あるもう一つの【Ｇ】対策用スプレーの噴射口を取り外しました。【Ｇ】対策用スプレーはＰＣ用のエアダスタースプレーと同じで、先が細長いストローのような形状の噴射口です。それを手て際ぎわよく同サイズの酸素スプレーの噴射口と取り替えます。そして酸素スプレーのほうを手に持って、ストローの先端を【トオル】君を覆おおう硝子ガラス箱ケースの正面扉部分の上の隙すき間まへ差し込み、しゅうぅぅぅぅっと噴射します。

『おいおい、何だ？　何のアピールよ？　言っとくけど俺の頭はすっきりと正常に動いてんぞ。寝ぼけてなんかぁ───って、お前っ。何するつもりだ───』

　わたしがもう片方の手で、噴射口を入れ替えてないほうの【Ｇ】対策スプレーを、酸素スプレーと同じ要領で硝子扉の隙すき間まに差し込んで噴射し始めたのを見て、【トオル】君は声を荒らげました。

　酸素スプレーの中身が尽つきると、わたしはその手で自席の上に在ある何かのプリント用紙に触れ、それを片手で細長く平たく折おり畳たたんでいきます。そしてほどよい形になると、それを掴つかんで先端を、点ついたままになっているアルコールランプの火に近付けます。すると当然、先端には火が点きました………

「確か【Ｇ】対策用スプレーの中身は大抵可燃性の薬品ですよね……」

『おいおい待て待て、まさか、お前──』

「確かさっき酸素スプレーの【酸化剤】の効果がどうこう言っていましたよね……」

『おい、待てよっ。さすがにそれは洒落しやれになんねぇって。そんなに怒るような事か？　ただの軽口だろ、なぁおい──』

「オバァちゃんが昔言っていました。『女の決意プライドは軽くはない』と……」

『お前っ……それは──それだけはマジで止やめろってぇ───』

　わたしは構かまわず、火の点いたプリント用紙を扉の隙すき間まから硝子ガラス箱ケースの内に投げ落としました。




『ホぎゃぁぁぁぁぁぁぁッぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁっ！』





※






『───お前さ。ほんと、やって良い事と悪い事の区別くらいつかねぇの？』

　【トオル】君は泣き出しそうな声でそう尋たずねて来ました。迫力満点の大火は既すでに消え失せていましたが、硝子ガラス箱ケースの中にはまだ煙が残っていて、彼の姿は何ど処こか霞かすんで見えます。

「大丈夫ですよ。炎ほのおはほんの一いつ瞬しゆんでしたから、大して焼けてはいません。少し焦こげ目めが──」

『馬ば鹿か野や郎ろうっ！　俺おれが起毛素材の服とか着てたり、燃え易い体質だったら、燃え移ってヤバかっただろうがっ！』

「【トオル】君て、意外に燃え難い体質クールなのですか？」

『黙れっ！　ちゃんと反省しろっ！　だいたいお前は───』

　【トオル】君が五う月る蝿さく騒さわぎ立たてるので──というわけではないでしょうが、硝子ガラス箱ケースの中の薬品だかナイロンだかの焼けた独特の空気がふとわたしの鼻先を掠かすめました。それが有害物質だと困るので、わたしは首マのフ巻ラ物ーを鼻先まで引き上げました。

「──ぁ」

　その時ふと思い出した事がありました。

「ごめんなさい。【トオル】君っ……」

『──ぉっ？　おぉ？』

「わたし急用を思い出しました。だからあなたの相手はまた今度という事で……」

『──ッ！　知らねぇよっ！　んだよぉ、それぇ。紛まぎらわしい。変な期待を──』

　わたしは鞄かばんの中からジャージの上着を取り出し、羽は織おります。

「それでは、わたしはもう行きますので」

『しかも聞いてねぇぇしぃっ。チクショォォォォォォォォォォッ！』

　絶ぜつ叫きようする【トオル】君に構かまわず、わたしは出入口の引戸へと向かいました。しかしその背中を彼が呼び止めました。

『──おい待て。本当に急用なのか？』

「えぇ」とわたしは頷うなずきます。

「わたしはこれから数日前の【教頭先生飛とび蹴げり事件】のペナルティーとして、空き部屋の掃除に行かなくてはいけません。勿もち論ろん前回とは違う部屋です。【遅刻常習犯】の人のペナルティーに便乗するかたちで急きゆう遽きよ決まったそうで、今け朝さ連絡があったのを忘れていました。今回はさすがに行かないと不ま味ずいと思いますので……」

　【トオル】君に別れの挨あい拶さつをして、わたしは廊ろう下かへと出ました。そして駆け足で現場へと向かいます。





※






「──集まったのはわたしだけですか？」

　校舎の隅っこのほう。見捨てられたような寂しい雰囲気の場所に在ある、とある空き部屋前の廊下で、目の前に立つ教頭先生にわたしはそう尋たずねました。

「あぁ、一緒に片付けをするはずだった生ひ徒とは『叔お父じさんが危き篤とくだから病院へ行く』と言って、授業が終わるなり下校したそうだ。だからそういう事になるな……」

　教頭先生は話しながらドアの鍵かぎ穴あなに鍵を突っ込んで回しました。がちゃりと音がして鍵が開いたのが分かります。

「──じゃぁ、終わったら報告に来るように」

　前回と同じ台詞せりふを前回よりも冷たい口調で言って、そして教頭先生は立ち去って行きました。

「──やれやれです」

　ジャージ姿のわたしは小さく溜ため息いきをついてその空き部屋のドアを開けました。







　──室内は驚おどろくほど真っ暗でした。

　隣りん接せつする部屋の大きさやドアの位置から判断するに、この部屋の広さは大したものではなさそうでした。前回わたしが片付け損なった部屋と同じくらいだと思います。しかし入口ドアを開けてみても光は奥のほうまでは届いておらず、正面の壁かべにどうやら窓らしき物が存在しているようでしたが、何かで塞ふさがれているのか、その隅らしき部分から外の明かりが微かすかに入り込んでいる程度でした。そしてそれが室内の埃ほこりに浮かび上がって、細長い光の帯を何本か作り出していました。しかも──

「何ですか、この臭い……」

　『何ですか』と呟つぶやいてみたものの、しかしこれには何ど処こか嗅かぎ覚おぼえがあるというか──最近よく鼻にするあの臭いです。胸の奥にむかつきを催もよおすようなあの……




　　　───？




　よく目を凝こらすと奥のほう──塞がれた窓が在ある壁かべ際ぎわの床に、何か大きな塊かたまりが在るように見えました。形は平べったい横長な印象で、幅はたぶんわたしの身長くらいだと思いますが、よくは判わかりません。

「………」

　わたしはドアを押して、ドアの蝶ちよう番つがいが在るのとは逆のほうの壁を手で弄いじりました。するとわりとすぐに指先に二つの凸でこのツルッとした感触が在りました。室内灯のスイッチです。

　わたしはその上下に並んだ二つの上のほうのスイッチを指で押さえます。パチリという小さく乾いた音がしました。しかし天井に明かりは灯ともりませんでした。真っ暗なままです。ですが──

「ふぬごぉぉぉぉおぉぉぉぉぉっ！」

　と、突然妙な声が聞こえました。

　わたしは驚おどろいてスイッチから指を離しました。

「──ふっ、ふっ、ふぐぉぉぉっ！」

　その声は更さらにいきり立ったように声を出しています。……いや。これは【声】という高こう尚しようなものではなく、野や蛮ばんな【呻うめき】に近いような……そんな印象でした。

「──誰だれか居るのですかっ！」

　わたしは大きな声を出して呼び掛けてみました。しかし反応は変わりません。

　しかもその【呻き】はどうやら件くだんの大きな塊から発せられているようでした……

「………。」

　わたしは再び室内灯のスイッチに手を伸ばしました。そして下のほうのスイッチに指を当て、力を込めてそれを押します。




　　パチンッ……




　　　　　ヂヂヂッ──




　すると夏なつ場ば、蝉せみが木の幹で鳴き声を上げたかのような音が小さく聞こえ、そして目の前奥の大きな塊かたまりの一端に小さく細かな光の枝が見えました。そして──




　　　ボォォォッ！




　突然その大きな塊が炎ほのおに包まれたのです。

　そしてそれに併あわせて塊の出す【呻うめき声ごえ】は更さらに激はげしくなり、それでわたしはその塊の正体がはっきりと判わかりました。




　　　───人間です。




　手足を拘こう束そくされて床に横たわる一人の人間が、炎に包まれ暗くら闇やみに浮かび上がっています。頭と上半身にそれぞれ何か袋のような物を被かぶせられていて、その袋ごと燃え盛りながら苦痛の──言葉にならない叫さけび声ごえを上げて踠あがいているのです。

　わたしは一いつ瞬しゆん呆ぼうとしてしまいましたが、すぐに我に返りました。そして未いまだ片手で支えたままだったドアを勢いよく開けると室内へと飛び込みました。

　そして燃え盛る人の傍そばまで行くとジャージの上着を脱ぎました。その時後方で何かが「ガチャンッ」と大きな音を立てましたが、それに構かまっている余裕はありません。すぐに上着を両手で持って、それで燃え盛る人をバンバンと叩たたき出だします。

　空気を遮しや断だんして火を消そうとする作戦なのですが、しかし一向に勢いが衰おとろえません……

「───ッ！」

　わたしはその原因らしき物を見付けました。その人の身体からだには胸の辺りに一つと両足に一つずつ、電線のような細長い物体の先端が貼はり付つけられていました。そしてその人のすぐ傍にはわたしの身長の半分ほどの大きさの、黒っぽい色の何かのボンベのような物が数本置かれていて、その連結された口元からは長いホースのようなものが二本出ていて、そこから何かが「しゅうしゅう」と小さな音と共に二つの袋の中へと送り込まれる仕組みになっているようでした。

　わたしはすぐさま電線のような物を力任せに剥はぎ取とり、ボンベらしき物は蹴け飛とばしてホースの口元を他よ所そへと向けました。

　そして後は必死でその人を上着で叩き続けました。







　やがて炎ほのおは完全に消えました。

　しかしその人はもうぐったりとしています。わたしは顔を近付けて「大丈夫ですかっ！」と耳元で大きな声を出しました。だけど反応はありません……

「しっかりして下さいっ！　今す───」

　再び大声を出そうとしたわたしはそこで激はげしく咳せき込こんでしまいました。燃えた際に出た煙と例の嫌な匂いと、それに別の鼻につくナイロン系の匂におい──おそらく被かぶせられていた袋の材質でしょう──が混ざり合ったものが急に肺に送り込まれたためだと思います。

　わたしはそれらをひとしきり吐き出した後で、首に巻いた巻物マフラーを引き上げました。そしてふらつきながら出入口のドアへと向かいました。

　　──とにかく、誰だれか人を呼ばないと……

　やっとの事でドアまで辿たどり着つき、ノブを握って回し、手前に引きました。が──




　　　───ガチッ！




　ドアは開きませんでした。再び引いても三度引いても同じでした。

「──っ！」

　わたしは現状を受け入れられないでいました。……まさか、鍵が掛かっている────

　すぐにポケットから携帯電話を取り出すと、その明かりでドアノブを照らします。

「───ッ！　やっぱり……」

　以前にわたしが閉じ込められた時と同じです。ドアノブの摘つまみ部分は完全に取り去られていました。

　　───ダンッ！

　わたしは片方の手をぎゅっと握り込んで、胸の奥から何かを吐き出そうとするようにその拳こぶしを思い切りドアに叩たたきつけました。

　そんな事をしても何の解決にもならない事は分かっています。しかしそうせずにはいられない何かがわたしには在あったようです。

　さっきまで燃え盛っていた人はたぶん無事ではありません。すぐにも治ち療りようが必要でしょう。いや、もしかしたら、もう……

　わたしは再び拳を振り上げました。さっきとは別のほうの手です。そしてそれを振り下ろそうとして……

「…………。」

　わたしはその手に中に携帯電話が在ある事に気が付きました……





※






　何となく窓の外に目を向けると、世界は青黒くなっていました。太陽が山の向こう側に沈み、これから世界は徐々に暗くら闇やみへと染まっていきます。そんな時刻の薄うす暗ぐらい学校の廊ろう下かをわたしは今歩いています。数人の警けい察さつ官かんに周りを囲まれつつ……

　あの燃え盛っていた人は駆け付けた救急車に乗せられて、すぐに病院へと搬はん送そうされました。わたしは同じく駆け付けた警察官に簡かん単たんな状況の説明をしました。しかしそれだけでは足りないらしく、これから公く用る車まで警察署に向かいます。そこでまた同じ話を、たぶん何十回と繰くり返かえす事になるでしょう。

　校舎内にはまだ生徒が居ました。いつもならもうとっくにもぬけの殻からになっているはずなのに、今日はまだ沢たく山さん残っているようで、視界の端にちらちらと映ります。たぶん騒さわぎを聞きつけて、それで事の顛てん末まつを知ろうとしている……好奇心というやつでしょうか。しかしわたしと警察官の姿を見掛けると萎い縮しゆくするのか、ささっと廊下の端に寄って黙ってわたしたちを見送っていました。

　昇降口までやって来ました。そこにも何人かの生徒がいましたが、それより気になったのは隅っこのほうに見知った男女の顔が二つ在あった事でした。

　二人は言い争い……というか、女性のほうが一方的に詰つめ寄よっていて、男性はそれを宥なだめているような雰囲気です。

「──軽かる部べ主任っ」

　わたしの周りに居た警察官の一人が軽部主任──軽部刑けい事じに声を掛けると、彼は「あぁ、今行く」とそれに応こたえ、こちらに向かって近付いて来ました。それを女性が追いかけます……

「──軽部さん、まだ話は終わってないですよっ！」

　結構な剣けん幕まくで捲まくし立たてるその女性は雪ゆき村むら先生でした。普段の学校生活での柔らかな印象の彼女からは想像出来ないほどの激げき情じようぶりでした。

「えぇ、分かってます。ですが警われ察われが彼女から詳くわしい話を聴くほうが優さ先きです」

　わりと涼しい顔でそう言って、軽部刑事は部下らしき人に「公く用る車まは？」と尋たずねます。部下の人は「昇降口前まえに停めています」と返していました。

　軽部刑事は傍かたわらで見上げたわたしの顔を平然と見詰め、そして「──よし。それじゃぁ行こうか」と、軽くわたしの背中を押しました。

　わたしは彼の後ろについて昇降口から外へと出ました。

　出た真正面には白黒ツートンカラーの公用車パトカーが、エンジンの掛かった状態で待機していました。その周りにはまだ下校していなかった沢山の生徒たちが野次馬するために取り囲んでいて、わりと厚い壁かべが出来ていました。

　青黒い世界の中、公用車の屋根の上でくるくると回り続ける赤の回転灯がやたら映はえていて、何となく非日常の雰囲気を醸かもし出だしているように感じられます。そしてその光に周囲を取り囲んだ野次馬たちの顔が次々と照らされていくのを、わたしは何ど処こか他人事のような気分で眺めていました。

　その野次馬たちは皆似たような表情をしています。眉み間けんに少しの皺しわを作り、目を細めて、若じやつ干かん退き気味（？）にこちらを凝ぎよう視ししているのです。しかしわたしと目が合うと急いで視線を外はずします。まるで……そう。わたしが異形の存も在のであるかのような──化ばけ物ものを見るような──そういう顔と態度をしていました。

　わたしはふと、昨日の荒あら井いさんの言葉を思い出しました……




　──皆が脅おびえてるから。たぶん皆はユウちゃんが怖こわいのよ。




　……そうですか。皆はわたしが怖いのですか。だから一様にそんな顔をしているというわけですね、なるほど……

　──でも、何な故ぜでしょうか。わたしは皆と同じ人間のはずです。鋭い角や牙きばや長い尻尾しつぽが生はえているわけでもなければ口から炎ほのおを吐くわけでもありません。なのに何故わたしを怖がるのでしょう……

「……あぁ、なるほど。わたしは【犯罪者】なのですね」

　ふと閃ひらめいて、思わずそう声に出してしまいました。

　わたしの頭の中には、夕方のＴＶニュースで頭から毛布、揃そろえた両手にはタオルを被かぶった人が建物から出て来て公用車に乗り込む場面が想おもい浮うかんでいました。つまり野次馬の頭の中では、わたしは六時のニュースの人と同じカテゴリーに含まれる人種という事ですか……

「………。」

　わたしは公用車の助手席に乗り込もうとする軽かる部べ刑けい事じに尋たずねます。

「手て錠じようとか……、しなくて良いのですか？」

　軽部刑事は動きを止め、こちらに振り返り、わたしの顔を軽く見み詰つめました。

「必要無ないと思うよ。君は逃げないだろ？」

「──えぇ、まぁ。たぶん」

　これから先に何が待まち構かまえているかが現時点では分からないので、わたしは曖あい昧まいな返答をしました。

　後部座席のドアを警けい察さつ官かんの一人が開けました。

　別の警察官が一人、先に乗り込みます。そして次にわたしがそれに続いて乗り込みました。そしてわたしの後からドアを開けた警察官が乗り込もうとした──その時でした。

「───ッ！」

　なんと警けい察さつ官かんと公用車の間に雪ゆき村むら先生が割って入りました。警察官は慌あわててそれを止めるために彼女の腕を掴つかみます。

「放して下さいっ！」

　雪村先生は強引にそれを振り払おうとしました。

「わたしも一緒に行きますっ」

　しかし強引に警察官に引ひき摺ずり出だされようとしています。

「雪村先生……」

　一度は助手席に乗り込んでいた軽かる部べ刑けい事じが再び車外に出て、彼女に声を掛けました。

　雪村先生は彼を真正面から見み詰つめて言い放ちました。

「彼女はわたしを信用して連絡をくれました。だからわたしはそれに応こたえます」




　　　────。




　二人の間の空気が、ピンと強く張り詰めた糸のような状態になりました。

「──分かりました」

　雪村先生の目から視線を外はずさずに軽部刑事はそう返すと、次に彼女の腕を掴んでいる警察官に放すように伝えました。

　そして雪村先生が後部座席に乗り込むのを確認してそのドアを閉めると、自身も助手席に乗り込みました。

　ルームミラー越しに彼の顔を見やると、少し苛いら立だたしげに髪かみの毛を掻かいているようでした。





※






「被害者の名前は【滝たき川がわ静しず流る】。君とは同性で同級生だけど面めん識しきは？」

「──無ないと思います。名前に聞きき覚おぼえはありませんし、顔は………薄うす暗ぐらくて良く見えませんでした」

「そうか……」と、机つくえを挟んで向かい側に座る軽部刑事は大きな溜ため息いきをつきました。ここは警察署。わたしは今、そこの取調室に居ます。

「それで……その。滝川さんの容よう態だいは？」

「──良くはないよ」とわたしの顔をじっと見詰めて、「息はしているが危険な状態だ。救急車の中で一度意い識しきを取り戻したが、今は再び失ってしまっている。それにその際に確認したところ、どうも目が見えなくなっているらしい……」と答えました。

「……目が？　彼女はいったい何をされたのです？」

　軽部刑事はわたしの顔から目を逸そらさずに「されたか……」と呟つぶやきました。そしてスーツのポケットからいつもの黒い手帳を取り出しました。

「……彼女は口に猿さる轡ぐつわをかまされて、頭部と胴体に──貫かん胴とう衣いのように頭部と両手が出るよう穴を開けて加工されていた──ナイロン袋を被かぶせられていて、その内部に脇わきに置かれた複数のボンベからある気体が少量ずつ送り込まれている仕掛けがされていた。更さらに胴体には可燃性薬品を染み込ませたタオルのような布が巻かれていた。そして両手足には手て錠じようを改造した拘こう束そく具ぐが取り付けられていて、足のほうには先端を放電し易やすいように加工した電線が繋つながれていて、そのもう片方の先は室内灯のスイッチに続いていた……」

「………」

「スイッチの元から在ある配線は切られていて、代わりに敷しき地ち内の変電機から家庭用とは比べ物にならないほどの強力な電力を引っ張って来れるようにされていた。しかも電線はそれだけではなく、スイッチからもう一本、胴体のナイロン袋の内側へと伸びていた。そして室内灯スイッチの二つ在る内、上のほうが手足に、下のほうが胴体へと繋がる電線の通電スイッチに変えられていた……」

　説明が一段落したかのように軽かる部べ刑けい事じが間を作ったので、わたしは「すみません、質問があります」と話に口を挟み込みました。

「その『ある気体』とは何なのです？　ナイロン袋内の──ある程度閉ざされた状況下でも物体を燃焼させる事が出来る物質だという事ですよね？　おまけに顔のほうの袋内にも送り込まれていた事から、直接吸い続けてもある程度危険が無ないという事にもなりますよね？　彼女の目が見えなくなった事とも何か関係があるのですか？」

「さぁ……」と軽部刑事は曖あい昧まいな返事をしました。そしてわたしから微かすかに目を逸そらします……

「未いまだ調査中の事が多すぎて全体的にまだはっきりとしていないんだ。だがただ一つはっきりと言える事は、この仕掛けは常じよう軌きを逸いつしているという事だ。犯人は極めて異常な奴というのが、俺おれの感想かな」

「その犯人がわたしだと言うのですか？」

「………。」

　軽部刑事は何も返して来ませんでした。しかしやがて低く落とした口調で話を再開します。

「滝たき川がわさんの足の拘束具には電線の他にワイヤーが取り付けられていて、その先は床に深く突き刺されたアンカーに繋がっていた。彼女は真まっ暗くら闇やみの中、素手でそれを切ろうとしたようだ。ワイヤーには黒く乾いた血がこびり付いていた。おまけに這はって出入口まで行こうとしたようで、床には同じく黒くこびり付いた引ひっ掻かき傷きずが無数に在った。彼女の指は爪つめが割れ、肉が裂け、骨が砕くだけて、まるで道端の泥の中に落ちている枯かれ枝えだのように薄うす汚よごれて……酷ひどい有様だった。この犯人は被害者に確実に相当根深い【怨うらみ】の感情を抱いていると俺は考えている……」

「それがわたしだと？」

　軽かる部べ刑けい事じはわたしの問いに対して再び無言で何も返さず、しかし話は続けます。

「はっきり言うと、君と彼女との間に【怨恨】の線が浮上している……」

「──はぁっ？」

　あまりにも突飛な内容だったので、わたしは思わずそう声を出してしまいました。

「どうしてわたしが彼女を──面めん識しきの無ない人間を怨うらむのです？」

「………」

　またしても無言で、しかしすぐに話を再開しました。

「君は最近校内の硝子ガラスを割ったとして濡ぬれ衣ぎぬを着せられていただろう。その真犯人の一人が彼女だからだ」

「──えっ」

　と、驚おどろいたわたしの顔を軽部刑事はじっと見み詰つめています。いつの間にか視線をわたしに戻していました。そして黒い手帳に挟んでいた一枚の写真をわたしの前に差し出します。

　そこに写っていたのは一人の女性。ベリーショートの髪かみに、顔はこれといって特徴の無い有う象ぞう無む象ぞうの代しろ物ものでしたが、生来他人の顔と名前を覚おぼえるのが苦手なわたしでも、これで三度目ともなるとさすがに見覚えがありました……

「……この人は？」

「──【滝川静流】だ。少し前の写真だから現在より少し幼いが」

「………」

「俺おれは彼女を一昨日おととい、塩しお谷やさんの入院している病院で見掛けている。友達と一緒に塩谷さんの見み舞まいに来ていたようだ。まぁ、面めん会かい謝しや絶ぜつだから会えはしなかっただろうが……」

　軽部刑事は相変わらずわたしの顔から視線を外はずさず、更さらに話を続けました。

「塩谷さんの落雷事件から警察オレたちは彼女の身辺をずっと捜あ査らしつていた。怨みを買っているような事はないかを。それで最近になって彼女と滝たき川がわさんともう一人が校舎内の窓硝子を割った罪つみを君に被かぶせていたという情報が耳に入って来ていたんだ……」

「──なっ」

「しかもそのもう一人は今日君と、事件のあった密室で二人きりになる予定だったそうじゃないか。それで君を───」

「──ちょっと待って下さい」

　まだ軽部刑事の話の途中でしたが、わたしは堪たまらず口を挟みました。

「その──後のもう一人というのは誰だれですか？」

「俺の口からそれは言えない」

「………。」

　それは立場上のものでしょうか。それともわたしを犯人だと決め付けて、わたしの口から直接語らせるつもり故ゆえでしょうか……。どちらにしてもわたしには今耳にした情報だけで、そのもう一人の顔が推測出来ましたが……

「それはまさか───」

　わたしがその人の名前を口に出そうとした瞬しゆん間かん、「こんこんっ…」と出入口のドアが外側からノックされました。そして一人の刑けい事じらしき男性が入室して来てわたしを一いち瞥べつした後、軽かる部べ刑事の耳元で何かを囁ささやいていました。

　軽部刑事は何ど処こか少し安あん堵どしたような表情で小さく溜ため息いきをついて、腕の時計に目を落とし、そして椅い子すから腰を上げました。

「──結構もう遅い時刻だ。今日のところは帰って良いよ」

「………」

　わたしは軽部刑事の顔を見み詰つめながら無言で立ち上がりました。そしてそのまま黙って彼の目の前を通り過ぎようとします。

　そんなわたしの背中に彼は少し控ひかえめに声を掛けました。

「雪ゆき村むら先生がロビーでずっと待っている。早く行ってあげると良い……」












　　[image: ]　　　　ずっと観ていた







「少しお話良いですか？」

　翌日。ＳＨＲで事故の簡単な説明があったくらいで表おもて向むきは何事も無く一日が過ぎ去り、放課後。わたしは他クラス前の廊ろう下かで待ち伏せして、一人で出て来た荒あら井いさんに声を掛けました。

　荒井さんは酷ひどく驚おどろいたまま固まった表情をしていました。そのまま「えっ、何？」と努めて冷静を装よそおうように微ほほ笑えんで見せました。

　わたしは軽く周囲を見回し、廊下を行き交う人の顔を確認しながら、「すみませんが場所を変えさせて下さい。そのほうがあなたにとっても良いと思います」と提案しました。

　彼女は少し無理のある笑顔のまま「ウン、そうだね」と頷うなずきました。







「……それで。話って何？」

　少し緊きん張ちようしているようなぎこちない面おも持もちで、一昨日おとといの昼休みに話した校舎裏に着くなりそう尋たずねて来ました。

「あっ、そうだ。これ──」

　荒あら井いさんは自分の鞄かばんの中からＤＶＤのケースを取り出しました。しかしわたしはそれに構かまわず、「率直に聞きますよ？」と前置きをしてすぐに本題に入ります。

「生物室前廊ろう下かの窓まど硝子ガラスを割った犯人の一人はあなたですよね？　荒井香かお里りさん」

　真まっ直すぐに彼女の目を見て話そうとするわたしから微かすかに目を逸そらし、彼女はぎこちなく微ほほ笑えんで「何の事？」と逆に尋ねて来ました。

「惚とぼけないで下さい。それに尋ねているのはわたしのほうです。わざわざ警けい察さつが聞き込みして調べてくれたのですよ。信しん憑ぴよう性せいはかなり高いと思います。警察の人が言うには犯人は三人組。塩しお谷やさん、滝たき川がわさん、そして昨日わたしと一緒にあの空き部屋の掃除をする事になっていた人……らしいですよ」

「………」

「犯人グループは塩谷さんを含んだ仲良し三人組。そしてあなたは三日前、滝川さんと一緒に塩谷さんの見み舞まいに病院を訪れています。そして本日あなたのクラスから出て来る人を数人捕まえて昨日のあなたの言動をチェックしました。……あなた、日直だったのに『叔お父じさんが危き篤とくだから』と言って、相方の男子に日報押し付けてさっさと下校していますよね？　昨日わたしも同じ理由でお掃除の相方パートナーに仕事を押し付けられているのですよ……」

「………」

　荒井さんは何も言葉を返して来ませんでした。表情は変わらず、ぎこちない微笑を浮かべて……

「正直今のわたしは『怒っているか？』と問われれば『よく分からない』と答える心境です。確信は持てませんがたぶんそうだと思います。だからまず『知りたい』と思っています。あなたがどうしてそんな事を──自分たちの罪つみを他人に擦なすり付つけるような真ま似ねをしたか……」

「……………」

　相変わらず沈黙を続ける荒井さん。いつの間にか顔を伏せていて表情はよく分かりませんが、何となく肩の辺りが小刻みに震えているようにも見えました。

「……何よ」

　しばらく待っているとふいに彼女はそう吐き出しました。

「……『怒っていない』ぃ。まず『知りたい』ぃっ───　はぁっ？　格かつ好こう良いじゃない？　それぇ」

　口調は徐々に大きく荒くなり……。荒井さんはゆっくりと顔を上げました。

「あんたって昔から、そう。横に並んで座っていても自分は何ど処こか他人とは違うって雰囲気出してた。自分が簡かん単たんに出来る事をわたしが出来ないでいるとすごく驚おどろいたような顔して──わざとらしい。正直ムカついてたよ。でも、それでも見た目が良いから皆あんたを慕したってたから……わたしもそれに合わせていた。でもまぁ、今やそれは見る影も無ないんですけどぉ？」

　目を見開き頬ほおを引ひき攣つらせ、荒あら井いさんは挑戦的な口調でそう言いました。

「それが──僻みが動機ですか？」

「違うわよっ、馬ば鹿かっ！」

　わたしが尋たずねると吐き捨てるような答えが返って来ました。

「──そうね。犯人はわたしたちよ、あはは…。……知りたいというなら教えてあげる。あんたは前の冬に起こした事件以来有名になった、この町であんたの顔を知らない人は居ないくらい。あんたに何かが起これば皆が注目する、騒さわぎ立たてる。だから教師もあんたに滅多な事じゃ手出し出来ないし、起こした事件の内容があれなだけに遠えん慮りよだってあると思う。そういう事だから、あんたがやった事にしとけば、教師もあまり突っ込んで事の追及が出来ないはずだから有う耶や無む耶やになるはずだったのよ」

「……それだけですか？」

「───はぁっ？」

「……いや。わたしに罪つみを着せようとした理由はたったそれだけですか？　本当に？」

「そうよ。だったら、何？」

「………」

　これはわたしの勘かんのような感覚なのでしょうか。何だかよくは分かりませんが信じられるのです。以前に【松まつ本もと友とも美み】という女子生徒を殺さつ人じん未み遂すい級きゆうの犯罪者だと疑った事があり、結局違ったわけですが、その時に感じた感覚と近いというか……。この目の前の【荒井香かお里り】という女子はそういう器ではないような気がするのです。昔いつも一緒に居たという前のわたしの記き憶おくがそう思わせているのかもしれません。たぶん彼女の言っている事は本当で、ただ単に自分たちの保身のために【偽にせエーコ】を作り出しただけで、残念ながら塩しお谷やさんや滝たき川がわさんの事件とは無関係なのではないかと、何な故ぜだか漠ばく然ぜんと思えるのです。それに警けい察さつが人間関係を調べた後なのですから、殺害に至るような争いや動機があれば、まずは彼女を取り調べているはずですし……

「───何よ。その目……」

　荒井さんは相変わらずの歪いびつな表情のまま、やけにギラギラした目でわたしを睨にらみました。

「今でも自分のほうが上だとか思ってんの？　はぁっ？　冗談じゃないわ。今のあんたなんて学校中の誰だれも見向きもしない。それどころか関わっていると皆から白い目で見られる【ゴミ屑】じゃない。それなのに何で……。あんな事件起こしたくせに何事も無かったみたいな顔してんの？　あんたの顔見るだけで皆迷惑してるんだから、空気読んで学校辞めなさいよねっ！」

「………」

「──何よ。何なのよ、その顔……」

　わたしの目や顔が何だというのでしょう。さっきからやたらそこに彼女は固こ執しつしています。手鏡を部室の鞄かばんの中に忘れて来た事を少し後悔してしまいます。

　荒あら井いさんは更さらに顔を歪ゆがめると、「わたしに近寄らないで……」と上うわ擦ずった声を出しました。

「わたしに危害を加えたら只ただじゃ済まないわよ。敷しき地ち内にこそ入って来てないけど、昨日の今日で、学校の周囲を沢たく山さんの警けい察さつ官かんが巡じゆん回かいしてるんだから。すぐに乗り込んで来るわ……」

「……えぇ、まぁ。構かまいませんが」

　更に「……どうせわたしの人生、もう終わっていますし」と続けると荒井さんは酷ひどく驚おどろいていました。

「あなただけの問題じゃないのよ。あなたの周囲に居る人も迷惑するの。その人たちの人生も終わるのよっ？」

「………」

　荒井さんは身体からだこそ退ひき気ぎ味みでしたが、わたしの顔から視線を逸そらさずじっと見み詰つめていました。

　その目付きが一層ギラついて、微かすかに唇くちびるの片端を吊つり上あげます……

「雪村先生だってあなたを見限ると思うわ」

「………？　べつにどうだって構いませんよ、そんな事」

「──そう？　いつもあなたを庇う優しい雪村先生にも迷惑が掛かるのよ？　皆からどんな目で見られるか……」

「──だから？　そこでどうして雪ゆき村むら先生の名前が出てくるのです？」

　何な故ぜだか分かりませんが、その名前を出されると胸の奥がざわついて、それのせいなのかわたしは少しムキになったような口調で言い返してしまいました。

　すると荒井さんはもう片方の唇の端も吊り上げました……

「わたし見たのよ。昨日の放課後、雪村先生があなたを庇かばって刑けい事じさんと言い争ってるの。そしてパトカーに強引に乗り込んだところも」

「………。」

「この学校であんたの味方って雪村先生ただ一人でしょ？　まぁどうせそれもお情けで構って貰もらってるだけだろうけど……」

　荒井さんの口調は纏まとわりつくような感じに変わっていました。声は上うわ擦ずって震えていましたが、やたら軽やかになっています。

「あ────────っ、可か哀わい相そうっ、雪村先生。あんたを庇ったばっかりに皆から白い目で見られて、この学校に居られなくな──るぅ─────　」




　　　………。




　その先を彼女は言葉にしませんでした。唇くちびるの両端を大きく吊つり上あげたまま、表情を固めていました。

　そして大きく見開かれた目もわたしの顔を凝ぎよう視ししたまま、決して逸そらそうとはしませんでした。

　わたしはただ静かに彼女の顔を見み詰つめていただけ。……のつもりです。

　しかし対たい峙じする彼女の表情からそれはかなり疑わしいと思えます。手鏡を忘れた事を本気で後悔してしまいました。

「………」

　わたしは荒あら井いさんに聞こえないくらいに微かすかな仕草で一度だけ、小さく息を吸って、吐きました。その息は両方、酷ひどく震えていました。

「………」

　再び小さく深呼吸すると、次に自分の顔を伏せ、荒井さんのほうへと一歩足を踏ふみ出だしました。そして……

「……失礼します」

　このまますんなり立ち去る事にしました。正直この方法ではわたしの気持ちは晴れません。何だかよく分からない衝しよう動どうのような感も情のに身を任せて、キツく固めた拳こぶしを荒井さんの鼻はなっ柱ぱしらにぶち込んでやりたいのが本音です。しかしそれでは彼女の言うとおり、本当に雪ゆき村むら先生や他にわたしの家族などにも迷惑を掛けてしまうでしょう。それはわたしの望むところではありません。わたしは誰だれにも迷惑を掛けられたくなく、掛けたくないのです。それに雪村先生に【借り】のようなものを重ねて作るのは、何な故ぜだか妙に嫌なのです。だから逃げ出すようで情けない気持ちも無ないわけではありませんでしたが、こういう結論を出したわけです。

「──これは返して貰もらいますよ」

　そして立たち去さり際ぎわに荒井さんの手の中のＤＶＤのケースを抜き取ろうとしました。──が、わたしの指がそれに触れるより一いつ瞬しゆん早く、彼女の手の中からすり抜けるようにして、ＤＶＤは地面へと落下しました。そして──




　　　バキッ…




　わたしの目の前で、それは荒井さんの靴くつ底ぞこによって勢い良く踏ふみ壊こわされました。

「なっ──」

　驚おどろいて絶句したわたしがそれに目を奪うばわれたその瞬間──

「あのイカれたババァの残した遺品がそんなに大事なのぉ？」

　　　───ッ！

　頭の上から声がしました。しかしそれと同時に、後頭部に重い衝しよう撃げきを受けたわたしは膝ひざを崩くずして正面から地面に倒れました。

「──？」

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか分かりませんでした。それでも何とか身体からだを反転させ、仰あお向むけから上体を起こした体勢に持って行き、状況を確認しようと努めます。

　そこでわたしが見たものは──わたしの目の前に立っていたのは、重たそうに鞄かばんを手に持って肩で苦しそうに息をしている荒あら井いさんの姿でした。それでわたしは、今のが彼女と彼女の手に持った得え物ものによってなされた行為の結果だと悟さとりました。

　荒井さんは鞄を投げ捨てます……

　　───不ま味ずい……

　わたしは急いで立ち上がろうとしました。しかしそれより一瞬早く、荒井さんはわたしに飛び乗りました。そしてわたしのミゾオチの辺りに強引に腰を下ろして、膝ひざを両方とも地面に付けます。そうしてわたしが立ち上がれない体勢を作り出しました。

「──ッ！」

　　ゴッ！

　荒井さんはいきなり何も言わず、固めた拳こぶしでわたしを殴なぐりつけました。まず頬ほおの辺りに鈍にぶい衝しよう撃げきがあって、その後で酷ひどくじんじんと痛みます。

　彼女は次に片手でわたしの前まえ髪がみを乱暴に鷲わし摑づかみにしました。その後そのままわたしの顔を引き上げます。頭皮から地味にかなり痛い感覚が伝わって来ました。

「──ッ！　わたしの髪に触れッ───」

　　ゴッ！

　今度は前回の場所より少し下に一撃を食らいました。じんわりと口の中に錆さびた鉄の味が広がります……

「あんた、最近シズルを付け回していたでしょうッ！　知ってるのよっ！　あのコが『気味が悪い、いつも誰だれかの視線を感じる』って言ってたっ！　わたしも最近感じるわっ！　わたしもあのコみたいに殺そうとしたの？　あの空き部屋で二人きりの時を狙ねらって殺そうとしたの？　させないわっ！　わたしを殺させないっ、わたしは死なないっ！　その前にこちらからやってやるわっ！　やってやるやって……………」

　まばたきをしない酷ひどく血走った目をした荒井さんは、最終的に上うわ擦ずったヒステリックな声で意味不明な事をぶつぶつと呟つぶやきながら、次に、わたしの髪を引っ張りつつ、空いているもう片方の手で傍そばに落ちていた拳大の岩石を掴みました。そして持ち上げます……

「……やってやる、ヤッてやる、殺やってやる……。殺られる前に殺ってやるぅぅぅぅぅっ！」

　そしてそれを天高く掲げ、それを振り下ろしました──




　　「止めなさいっ！」




　　　ゴチンッ…




　荒あら井いさんの手から離れた拳こぶし大だいの岩石がわたしの顔のすぐ傍そばに落下して、耳元でそんな小さくて鈍にぶい音がしました。




　　　………




　見上げると、肩で息をしながら苦しそうに、今にも泣き出しそうな顔で、荒井さんの手首をしっかりと掴つかんでいる雪ゆき村むら先生の姿がそこに在ありました。

　そして彼女の後方──かなり向こうに小さく、見み覚おぼえのある女子の顔がある事に気が付きました。





※






　荒井さんは事じ情じよう聴ちよう取しゆされる事になり、駆けつけた山下先生に生徒指導室へ連行されて行きました。わたしは雪村先生と一緒に保健室に向かい、そこで顔の傷の手当を受けました。そして荒井さんの事情聴取に立ち会うという雪村先生は「後で家まで送るからしばらく部室で待っててね」とわたしを部室に残し、生徒指導室へと向かいました。だからわたしは今、一人で部室に居ます。……いや、正確には一人にはなれそうにありません───

『よぉ、大変だったみたいじゃねぇか。放課後にしちゃ校舎がザワついていると思ったらよぉ……』

「………」

　わたしは何も返しません。自分の席に座り、机つくえの上にうつ伏せに上半身を投げ出し、【トオル】君のほうを見向きもしませんでした。

『ぁあ…しかしあれだな……』と【トオル】君は何ど処こか誤ご魔ま化かすような妙な口調で話を続けます。『しっかし意外だというか……。まさかお前が……』

「───油断していました。」

　【トオル】君の言葉を途中から遮さえぎる形で、わたしはそこに言葉を被かぶせました。

「──油断していたとしか思えません。でなければあんな奴に、あんなふうに蹂じゆう躙りんされるだなんて……」

『──あぁ、確かに。昔仲良かったんならそれなりに信用してるもんだしなぁ』

「………。」

　本当はそうでないかもしれません。でもわたしはそうとしか言いようがありませんでした。他に理由が思い浮かばないのですから。

　どうしてわたしはあの時簡かん単たんに荒あら井いさんに隙すきを見せたのでしょうか。今思えば、人の表情から感情を読み取るのが下へ手た糞くそなわたしでも分かるくらい、あの時の彼女は様子がおかしかったはずです。それなのに何な故ぜもっと警けい戒かいして事に当たらなかったのか……。『彼女に人など殺せない』と高を括くくったままだったのか……。あの時のわたしはお腹の中に溜たまった何かのせいで胸がムカムカしていました。そのせいなのか頭の中が何ど処こか白くなっていて、二度も深呼吸したはずなのに、冷静になり切れていなかったと思います。どうしてあれくらいの事でそうなってしまったのか。どうしてこんなに今も心を掻かき乱みだされているのでしょう………、納得出来ません。

「───情けない、です」

　自分でも把は握あくし切れないほど、いろいろ想おもうところはありそうですが、わたしの口から零こぼれ出た言葉はそれくらいでした。

「あれくらいで動揺して、あんな奴やつに相手にされるがままにされて反はん撃げきも出来ず、わたしは自分が【情けない】のだと思います。【恥ずかしい】とも思います。それから───」

『──【悔しい】ってか？』

「……はい」と差し込まれた【トオル】君の言葉に素直に頷うなずきました。それは今のわたしの感情の総称のように思えます。そして───

「……わたしは自分が許せません。この上なく無知で無能で軟なん弱じやくで、何をやらせても中ちゆう途と半はん端ぱな負け犬です。だから、わたしは───　」

『おいおい、待て待て……』と【トオル】君は窘たしなめるようでいて穏おだやかな口調で、わたしの話に言葉を挟みこんで来ました。

『……ちょっと落ち着け。いいか？　今回お前は被害者なんだぜ？　それなのにどうして自分を責めたりしてんだ？　今のお前の立場だと「あの糞くそっ！」だとか、罵ば詈り雑ぞう言ごんを叫さけんでも良いはずなんだ。それを……』

「べつに彼女を庇かばうつもりはありません」わたしは即答で断言しました。

「ただ、そんな怨うらみ言ごとを言う以前に、彼女みたいな人間にいいように翻ほん弄ろうされた自分が許せないだけです、何故だかすごく……」

　実はさっきの【トオル】君の言葉で思い出した事があります。中学時代すごく仲が良かった彼女とどうして疎そ遠えんになったのか。……わたしは美術部での事が起こり始めて直すぐくらいに、その事を彼女に相談しています。最初の一回か二回目くらいまでは何かと親身になって聴いてくれたような気がします。しかしその次くらいからわたしを避さけるようになり、やがて言葉も交わさなければ顔を合わせても無視するような感じになり………そしてそれは最近まで続いていました。ごく最近になって彼女がわたしに話し掛けて来たのは、たぶん窓まど硝子ガラスの件について、わたしが何ど処こまで情報を知り得ているのかと、証言者を探している真意の確認のためだと思われます。どうしてそれに気が付かなかったのでしょう。しかも何も疑わずＤＶＤを貸したりなどして……

　そう考えていくとわたしの中の【悔しい】は更さらにその力を強めていきました………

『そうか……』

　深い溜ため息いきをつくように、噛かみ締しめるような調子で【トオル】君はそう零こぼしました。

「……。わたしは……」

　わたしは少しずつ、自分の意見を固めていきます。それはすごく自然な形で……

「……これまではわたしが関わる事で他人に迷惑を掛けるのではないかと心配していましたが、どうやらそれだけではないようです。関わる事でわたし自身がわたしでいられなくなる瞬しゆん間かんや、他人から迷惑を掛けられる事だってあると分かりました。わたしはやはり、真まっ直すぐに世界の全すべてを信用せず、一人で生きていくべき人間なのだと痛感しました。そうすればわたしはわたしでいられるし、そのうえで誰だれにも迷惑は掛けません。それが一番良いスタイルなのだと思います……」

『………』

「少し前にこの世の中は【電気の流れ】みたいだと言いましたよね？　『物事の全ては＋から－に流れる』と。やはりあれは当たっているみたいです、世界の理ことわりのようですね。だから他人とどう関わっても結局最終的に行き着く先は決まっているのです。全て無む駄だな事なのでしょう、それなら……」

『──いや、違うね』

　【トオル】君は断言しました。

『昔の友人の本性を知ってショックなのは分かるぜ。裏切られたんだからな。でもソイツとの関係がこの世界の全てってわけじゃねぇだろ。少なくともお前の目の前に居るこの俺おれはそういうんじゃねぇよ。お前の事を理解したいと思ってる。お前に理解して貰もらいたいと思ってる。だから一人で生きていくとか言わせねぇぞ……』

　少し語調を強めて言う【トオル】君に、わたしのほうこそ「それが全てじゃない」と言いたい気分でした。今彼とわたしで何かがズレているように感じます。でもそれをわざわざ口に出す事はしませんでした………

『──それに全て無駄なんかじゃねぇ。【オームの法則】を知っているよな？　「電流の強さは電圧に比例、電気抵抗に反比例する」だ。──確かに【電流】は＋から－への一方通行だよ、それは間違いねぇ。でもな、普通、ただ単純に導体に電気を流したりはしねぇだろ。【抵抗】ってもんを途中に挟むだろ。【抵抗】を挟めば－に到達する【電流】の強さは減少する。そしてそれは一般生活の中ではテレビやラジオなんかだったり、暗くら闇やみを照らすライトだったり──無駄なもんじゃねぇだろ。たった一時の事だって楽しいだろ、明るいだろ。それと同おんなじだよ。お前がその女と仲良くて、喋しやべって、一緒に笑ったという事実は確かに本当の事なんだろ？　それを相手がどう思っていようとお前はその時、それを【本物】だと感じてたんだろ？　楽しかったんじゃねぇのか？　だったらそれは【本物】なんだよ。だからおまえはそんなふうに沈み込む必要は無ねぇんだよ。いくら【電圧】や【電流】が大きくても－マイナス点に届いている値なんて微々たるもんだ。「良い思い出」だったって思えば良いん───　』

「──『良い思い出』にしろって何ですか？　出来るわけないでしょう、そんな事。ボコボコに殴なぐられて、それでもその人を大事に思うっていったいどんなド変態ですかっ」

　【トオル】君の話す内容がいつも以上に詭き弁べんのように思われて、わたしは思わず遮さえぎるようにして、そう口を挟んでしまいました。

「だいたい、わたしが【悔しい】と思っている事はそれだけでは……」

　その言葉を思わず呟つぶやいてしまい、わたしはすぐにそれを後悔しました。

『………。』

　【トオル】君が──いえ、正確には【中の人】が、静かにわたしの動向を見守っているのが分かったからです。

　そしてやがて彼はぽつりとそれを口に出しました……

『お前が動揺してたのって……まさか、雪ゆき───　』




　　バンッ！




　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、わたしは反射的に上半身を起こして、机つくえを両手で思い切り叩たたいて立ち上がりました。

「『お前の事を理解したいと思ってる』とか勝手な事ばかり言ってっ！　あなたはわたしの事なんて何も分かっていないじゃないですかっ！　それに一人になる生き方がどうこうって、年上だか二〇代の人生の先せん輩ぱいだか知りませんが、あなたにそんな偉そうな事言う資格なんてないでしょうっ！　あなたなんて、今も昔もわたしが───　」

『──ッ！　あぁっ？　知るかっ、この糞くそガキッ！』

　そこで吐き出したわたしの言葉に彼は激げつ昂こうして、即座に言い返して来ました。

『あぁ確かに分かっちゃいねぇかもしれねぇよっ、俺おれはお前じゃねぇんだからよっ！　だけどな、お前だって何も分かっちゃいねぇんだよ。俺や雪ゆき村むらや、お前の心配性の母親だってそうだっ。皆お前の事を心配して気に掛けてんだろがっ！　そういうのを全まつたく分かろうとせず、自分一人が世界で一番悲しい人間だ、一人ぼっちだなんて思っている奴やつっ。俺には頭の痛い奴の「独ひとりよがり」くらいにしか思えねぇなっ！』

「──なぁっ！」

　わたしは思わず絶句し、その後で「五う月る蝿さいっ！」と目いっぱいの声で叫さけんで、彼に背を向けて出入口の引戸に向かいます。

『オイ、待てよっ！　お前──』

　【トオル】君が背後でわたしを引き止めるための何かを言おうとしていましたが、わたしはそれを聞く気にはなれませんでした。

　引戸を開けて、飛び出すように廊ろう下かに出て、振り返りもせずに後ろ手で、勢いよく戸を閉めました。




「………」

　そして何ど処こか人ひと気けの無ない場所へと向かおうと、宛あても無く廊下を進もうとしていると、その背中に声が掛けられました。

　振り返るとそこに立っていたのは辰たつ巳み先せん輩ぱいでした。彼女はにこりと微ほほ笑えみ、そして「ちょっとお話があるんだけど、良いかな？」と尋たずねました。





※






「何か大声で話していたようだけど、出て来て良かったの？」

　少し場所を移動して、廊下の南端の物陰までやって来たわたしと辰巳先輩。優やさしい声色でそう尋ねる先輩にわたしは「えぇ、構かまいません」と答えました。

「あのままあそこに居るのも、あなたと二人で居るのも、どちらも最悪には違いありませんから……」

「悲しいわ。ずいぶんと嫌きらわれてるみたいね」

　そう言った辰巳先輩の口調は言葉は言葉だけといった感じの涼しいものでした。

「それにしてもずいぶんとこっぴどくやられたわね。痛いでしょう……」

　そう言って、わたしの頬ほおに触れようとこちらに伸びて来た先輩の手を、わたしは身体からだを退ひいてかわしました。

「……大丈夫みたいね」

「──ところでいったい何の用です？」

　顔に薄うす気き味み悪い笑みを浮かべた先輩にわたしは真意を尋ねました。正直今、誰だれとも話したくない気分なので手っ取り早く本題に入って用件を聞き、この場を早々に立ち去りたかったのです。

「実はわたしも興味があって【窓まど硝子ガラス割り事件】について友達と一緒に調べていたの。それで犯人が分かったから教えてあげようと思ったんだけど、どうやらちょっと遅かったみたいね」

「えぇ、とても」

「でもせっかくだから犯人について判わかった事を聴いておかない？　たぶん損は無いと思う」

「………」

　何だか今いま更さら……という気がしないでもありませんが、確かに損にはならないと思います。わたしは「お願いします」と軽く頭を下げました。

　辰たつ巳み先せん輩ぱいは満足そうに頷うなずくと話を始めました。

「──もうあなたもだいたい分かっているとは思うけど、犯人は【荒あら井い香かお里り】、【塩しお谷や蕾つぼみ】、【滝たき川がわ静しず流る】。三人は同じクラスの仲良しグループね。荒井さんは演劇部、塩谷さんは剣道部、滝川さんは陸上部と別々の部活動をしていて中学校も別。特に共通点は無なさそうだし付き合いは今のクラスになってからみたいだけど気の合う仲間といった感じね。まぁもっともそれは荒井さんの演出によるところが大きいみたいだけど……」

「………」

「滝川さんは中学時代から将来を有望視されているアスリート。塩谷さんは中学時代ぱっとしなかったけど、高校に入ってから頭角を現した剣道部の中ちゆう枢すう的てき存在。その二人を旨うまく引き合わせて纏まとめているのが荒井さんというわけね……」

　何だか彼女の名前をあまり聞きたくないような気分でしたが、とりあえずは黙っている事にします……

「荒井さん自身は特に実じつ績せきを持っているわけでもないただの凡ぼん庸ような人間。でも身振り手振りや喋しやべりで自分を大きく見せて強者に取り入り、利用する術すべに長たけているみたいね。ステイタスのある人物と旨く対等に付き合う事で、自分を価値ある人間だと周囲に思わせている節ふしがあるわ……」

「………」

「まぁ考えようによっては、相手をよく見て、その性格を把は握あくして言動を予測して、自分の有利になるよう誘ゆう導どうしたり出来るのって、それも一つの才能で価値があると言えるのだから、彼女もそれなりの人物なのかもしれないけど」

「……えぇ」

　だから落ち目のわたしには用が無いとして切り捨てたわけです。そういう部分は徹てつ底ていして合理的なわけですね。正直感心したくはありませんが、悪い意味で大したものです。

「──あの窓まど硝子ガラスを割ったのは滝川さんみたいね。塩谷さんと一緒にふざけていたらしいんだけど……直接手が当たったのは彼女みたい。運よく怪け我がは無かったけど、その後どうしようかという話になった……。割った瞬しゆん間かんを目もく撃げきされてはいないけど、もたもたしている間に誰だれかが生徒指導の山下先生を呼んだみたいで、絶体絶命のピンチになった。そこで荒井さんが機転を利かせてあなたのせいにした……というのが真相みたいね。さっき生徒指導室を覗のぞいて盗み聞いて来た話だから、たぶん間違いないと思うわよ」

「……そうですか」

「まぁ、あなたも運が悪かったってところかしら。ずる賢い友達を持って」

「わたしに友達はいません」

「あぁ、そう。元友達だったわね。失礼……」

　きっぱりと断言したわたしに対して、本当に失礼をしたという自覚があるとは思えない口調で詫わびを言って、先せん輩ぱいは話を続けます。

「そういう理由があったから荒あら井いさんは、滝たき川がわさんの事件の現場にあなたの姿を見掛けて、あなたによる報復じゃないかって疑っていた……と、まぁ。こういった感じだと思う」

「………」

　わたしは特に何も言葉を返したくなかったので黙っていました。

「ところで……」と、そこで先輩はじっとわたしの顔を見み詰つめました。

「──あなた。いったい今どんな厄やつ介かい事ごとに巻き込まれているの？　わたしの友達がこの前の日曜日にあなたと雪ゆき村むら先生と緋ひ守かみ署しよの刑けい事じとで夕方の時間帯、屋上で何かをやっていたのを目もく撃げきしているのよ。あれはたぶん塩しお谷やさんの落雷事故に関する事でしょう？　やっぱりただの事故ではなかったという事かな？　──どうなの？」

「それはあなたに関係ない事ですよ」と、わたしはばっさり切り捨てました。

「なるほど、確かに……」と一応頷うなずいてはいましたが、それでも辰たつ巳み先輩はこの件に対する興味を失ってはいないようでした。

「わたしが言いたいのはね、【エーコ】ちゃん。『わたしたちが何か手を貸してあげられる事はない？』って事なの。何でも遠えん慮りよなく言って頂ちよう戴だいよ、わたしたちはあなたの味方なんだから」

　そう言って微ほほ笑えむ先輩にわたしはただ「どうも」とだけ返しました。その件に対してはそれだけしか言いたくありませんでした。

「──用件はそれだけですか？」

　わたしが尋たずねると辰巳先輩は「えぇ、とりあえずは」と答えました。

「それでは失礼します……」

　と、軽く頭を下げてこの場を立ち去ろうとすると、「あぁ、ちょっと……」と先輩はそれを呼び止めます。わたしが振り向くと彼女は微笑を崩くずさず、指を一本立てて言いました。

「先輩から一つだけ、アドバイス……というか、親切。今度辺へん見みさんに会ったらちゃんとお礼を言ったほうがいいわよ」

「──え？　辺見さん？」

「あら、知らないの？　同級生でしょう、辺見更さら紗ささん。あなたが救出された時、三つ編みの女子が雪ゆき村むら先生の傍そばに居なかった？」

　えぇ、居ました。見覚えのある顔──彼女は確かにそうでした……

「騒ぎを目撃した彼女が偶然傍を通り掛かった雪村先生を呼んで来てくれたの。一言お礼くらい言うのが常じよう識しきよ」

「えぇ、そうですね。そうします。でも……」

　わたしには気になっている事がありました。どうでもよいかもしれないですが、少しだけ。

「どうして先せん輩ぱいはそれを知っているのです？　まるでずっと観みていたかのように……」

「えぇ、そうよ。ずっと観ていたわ。辺へん見みさんの更さらに後ろ──最後列から一いち部ぶ始し終じゆうをね」

「………。」

　先輩はわたしの横をすり抜けて廊ろう下かの真ん中まで出ました。

「今日はあなたの事がいろいろ知れて楽しかったわ……」

　微ほほ笑えみ顔がおで「じゃぁね」と手を振り、そしてそのまま振り返る事無なく、先輩は廊下を歩いて何ど処こかへ向かって姿を消しました。

　わたしは何もせず、ただそれを呆ぼうと眺めているだけでした。












　　[image: ]　　　　『罰バチが当たった』







　──自分の取った行動でも『訳が分からない』という事はあるのだと知りました。




　翌日は土曜日で学校は休日です。時刻は昼前。わたしはとある住宅地の中に在ある、とある公園のベンチに腰を下ろし、ただぼぉっと空を見上げています。陽ひ射ざしはキツくなく、多分に湿気を含んだ生温い空気が肌に纏まとわりつくようで不快で、空は灰色と白の複雑に交じり合ったこの時期の常でした。

「………」

　わたしは顔を下ろしながら小さく溜ため息いきをつきました。

　今日のわたしは自宅の自室で大人しく寝ていました。特に出掛ける用事は無なく、おまけに顔はお世辞にも『可愛かわいらしい』と言える状態ではありませんでしたので、この週末はずっとそうして過ごす予定にしていました。

　しかしそこに雪ゆき村むら先生から昨日の件で今から自宅に伺うかがうという連絡が入りました。昨日病院で一応傷を診みて貰もらった後、自宅まで送って貰ったわけですが、その際に──わたしはすぐに自室に閉とじ籠こもったために知りませんでしたが──わたしがショックを受けている状態だから『詳くわしい事情説明は本人を交まじえて日を改めて』という話になったようです。

　母からその連絡を受けてすぐに、わたしは彼女の目を盗み、愛車自転車に跨またがり、目的地の定まらない旅（？）に出ました。自分が何な故ぜそうしたのかは自分自身でも分からず、しかもおまけに、わたしは今、自分自身が居るこの公園が市内のどの辺なのかも分からない状態でした。何も考えず適当に、しかも結構な時間ペダルを漕こいでいたはずなので地元ではないとは思うのですが。これは俗ぞくな言い方をすれば『迷子になった』というやつでしょうか……

　わたしは再び、今度は大きく溜ため息いきをついて、頭を下げて地面に視線を落としました。

　実はわたしは昨日の放課後から少し変です。……あぁ、いえ。たぶんいつも以上に変だと言うのが正しいかもしれませんが……。とにかくまぁ、そんな感じです。




　　──常に胸の奥を得え体たいの知れない何かが這はいずり回っているような不快な気分で……

　　──そこはたぶん暗くら闇やみで、そいつの姿は判別出来ません……




　そしてそれに併あわせて、昨日【トオル】君に話した事や話せなかった事が、何故だか頭の中をぐるぐるぐるぐると回ります。それはまるで回転木馬のような終着点の無ない移動で、自室で布団に包まっていても、リビングでＴＶを見ていても、そして今でも、一向に止やむ気配は無く回り続けています。

　わたしはまた大きく溜息をつきました。

　実は昨日、辰たつ巳み先せん輩ぱいと別れた後、一ひと悶もん着ちやくあった校舎裏へと戻りました。荒あら井いさんが踏ふみ壊こわしたオバァちゃんのＤＶＤを回収しに行ったわけですが、どういうわけか何ど処こにもその姿は見当たりませんでした。

　どうにも諦あきらめ切きれずそのまま辺りを探していると、やがて雪ゆき村むら先生がやって来てわたしを見付けて声を掛けました。わたしはそれを無視して捜そう索さくを継続しようとしましたが、辺りはもう暗くなり始めて視界がはっきりしなくなって来た事と、ご両親に説明の必要があるから自宅に同行するという彼女の勢いに流されて、納得はしかねるものの捜索を断念しました。

　そんなわたしに雪村先生は「たぶん、誰だれかが拾ってくれたのよ」「拾得物の届けが出ていないか調べてみるね」と確認してくれるようですが……

「そんなわけ、ないでしょう……」

　壊れたＤＶＤなど何の価値もありません。だからそれを見掛けた人はそれをゴミだと思うでしょう。だとしたらそれはもう……

　昨夜から何度も想像しては必ず至るその結末にもうウンザリしているものの、何故だかそれを止められないのでした。

　何だか最近いろいろな事があり過ぎて、そのほとんどでわたしは惨ざん敗ぱいを喫きつしている気分です。

　そんな状態で昨夜はよく眠れず今も身体からだがだるいのです……

　ふと何気なく顔を上げると、向こうのほうの木陰のベンチの傍そばに少し妙な人が立っているのが見えました。野や球きゆう帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶって上半分を、首に巻いた巻物マフラーで下半分の顔を隠して、無地の地味な色の長なが袖そでのＴシャツにジーンズにスニーカーという出いで立たちです。その人はベンチ横の大きな──屈かがんだ状態のわたしならすっぽり収まってしまいそうなサイズの──金かな網あみのゴミ箱に、Ａ四サイズ程度の幅の紙箱を捨てていました。ゴミ箱には大きく『家庭で出たゴミを捨てないで下さい』と張り紙してあるにも拘かかわらずです。

　その人はゴミを捨て終えるとこちらのほうへ向かって歩いて来ました。そしてわたしの傍かたわらを通り過ぎた辺りで歩きながら野球帽と巻物を取りました……

「──あっ」

　と思わず声が出ました。するとその人はそこで初めてわたしに気付いたようで、振り返り、途端に酷ひどく驚おどろいた表情になりました。

「──辺へん見みさん」

「……【エーコ】さん」

　その人──辺見更さら紗ささんは目を見開いて固まった顔のまま、わたしをじっと見み詰つめていました。





※






「……昨日は助けて頂いてありがとうございました」

　と、すぐ傍に立つ辺見さんの足元の白いスニーカーを視界の正面に捉とらえるほどに丁てい寧ねいに頭を下げました。

「………あれ？」

「──えっ？」

「──いえ、何でも。……そして重ね重ねありがとうございます。遅くなっていましたがこれが借りていたお金とお礼の品です」

「ぇ、あ、いや……こちらこそ、どういたしまして。…ぁ、お気き遣づかい無なく……」

　再び深々と頭を下げ、十円と缶コーヒーを両手で恭うやうやしく差し出すわたしに戸惑うような素振りを見せながら、辺見さんはそれを受け取ってくれました。

　それを確認して、わたしは自分の手の中の缶コーヒーの蓋ふたを開けました。

　わたしや彼女が居たベンチから見えるほどの距離にジュースの自動販売機が在ありました。その前に今わたしたちは居ます。

「……でも、昨日は本当に大変だったよね。大丈夫……なの？」

　缶に口をつけるわたしの顔を見て辺へん見みさんは弱々しい声で尋たずねました。彼女はわたしの頬ほおに貼はられている湿しつ布ぷのようなものや、口の端の絆ばん創そう膏こうを注目しているようです。

「大丈夫ですよ。お医者さんの話だと一週間ほどで綺き麗れいに治るらしいです」

　正直それが気にならないわけではありませんが、治ると聞いているため少しは心穏おだやかです。

「それもそうなんだけど、そうじゃなくて、何というかその───あっ、そうだ。これ……」

　辺見さんは肩から提さげていた鞄かばんの中に手を入れて、彼女の言うところのこれを取り出してわたしに差し出しました。

「──ッ！」

「あの……、いらないかもしれないと思ったんだけど……」

「どうしてこれを……」わたしは信じられないような気持ちながらもそれを受け取りました。

「実は以前にあの場所で二人を見掛けた時、偶然話を──立ち聞きというか盗み聞きしてしまっていて、それで昨日のあの様子で……。それでもしかしたら大事なものだったんじゃないかって。この後自宅まで届けようかなんて思っていて。でもそんなにだい…じ……」

　それは紛まぎれも無なく、オバァちゃんのＤＶＤでした。ケースはぐしゃりと凹へこみ、中を確認してみたらディスクは真っ二つに割れています……

「………。」

「ちょっ……、どうしたのっ、【エーコ】さん。……大丈夫？　やっぱり何ど処こか痛いの？」

　わたしの様子に気付いた辺見さんは慌あわて出だしました。

「大丈夫…ですよ。心配いり…ません。本当にありがとう…ございました……」

　不安そうな顔をこちらに向ける辺見さんに心配は掛けまいと、わたしはきっぱりとした口調に努めたはずなのですが、何な故ぜかその声は少し震えていました。

「すみません。昨日から、わたしは少し…おかしいのですよ……」

　告白して、そしてそのまましばらく、わたしは胸を押さえて黙り込む事になりました……







「──本当に大丈夫なの？」

「えぇ。まったく問題ありません」

　しばらくすると、わたしは冷静な受け答えが出来るほどに落ち着きました。声の震えも無く、動どう悸きも平常運転です。

「でも……」

「大丈夫ですよ。──それよりつかぬ事をお聞きしますが。ここはいったい何処なのです？」

　先ほどよりも頭の中がクリアになったわたしは、現在の置かれた状況を確認すべく、そう尋たずねて周囲を見回しました。そんなわたしを見て、彼女は一いつ瞬しゆん驚おどろいて、その後で再び不安げな表情を浮かべました。

「……ここはわたしの家の近所の公園だけど。……本当に大丈夫？」

「──？」

「どうしてここに居るか分かってる？」

「……えっ？」

「……ぇえと、だから、理由とか、道順とか。そういうの……」

　わたしが首を横に振ると、彼女の表情は更さらに不安そうな色を強めていました。でも何ど処こか次の言葉を口に出すのを躊躇ためらっているようにも思える顔でしたので、わたしは代わりに（？）ふと疑問に思った事を口に出しました。

「辺へん見みさんこそ、どうしてここに？」

「──えっ？」

「買物シヨツピングの帰りですか？」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたようにも見えましたが、でも遠えん慮りよ気ぎ味みな口調で答えてくれました。

「わたしは、その……違うよ。もっと別の下らない用事……」

「……でしょうね」とわたしは頷うなずきました。

「……華はなやかな街まち中なかを歩く格かつ好こうではないですから。買物は買物でもお使いのほうですよね？　近所のスーパーに牛乳を買いに行く時の格好です」

　わたしの視線に気付き、辺見さんは控ひかえめに苦笑いをしました。

「さて……」

　わたしは缶コーヒーを飲み干すと、空き缶を屑くず籠かごに入れました。

「わたしはそろそろ行きます」

「──ぁ、帰るの？　でも道とかは……」

「大丈夫です、何とかなると思います。住宅地を抜けて国道なり県道なりの大通りに出れば、道どう路ろ標ひよう識しきでどちらに向かえば良いのかの方角は分かりますし」

　それに彼女の家の近所なら一度通った事のある道や、見み覚おぼえのある景色も在あるはずです。

「──でもまだ帰りません。これから少しだけ寄りたい場所があるのです」

「寄りたい……場所？」

「塩しお谷やさんの自宅です。今日は休日なので家の人も在宅している可能性が高いと思いまして。せっかく近所まで来たのですから……」

　辺見さんに向き直り、そして「ありがとうございました」と本日三度目の礼を言って、わたしは彼女に背を向けて歩き出しました。

　しかしその背中に「ちょっと、待ってっ……」と声が掛けられました。

「わたしも一緒に行く。すぐ近所だし、それに【エーコ】さん、ここからわたしのマンションまでの行き方とか分からないのでしょう？」

「……そうですね」

　先ほど話した方法で駅を見付けられればたぶん単独でも辿たどり着つけなくはないかと思いますが、それだと時間が掛かってしまいます。一緒に行ってくれるというのなら、それは願ったり叶かなったりの提案でした。

「よろしくお願いします」

　と、わたしは彼女に頭を下げました。





※






　玄関ドアの向こう側で、鳴らしたチャイムの音が響ひびいているのが微かすかに耳に届きました。しかしそこから何の反応もありません。

「おじさん、留守みたいね。どうする？」

「……では、帰ります」

　ここに着くまでに辺へん見みさんから聞いた話では、塩しお谷やさんの家は父一人娘むすめ一人の家庭なのだそうです。父親がどんな仕事をしているのかまでは聞きませんでしたが、普通のサラリーマンだとすると土日は休みの可能性が高いと思います。しかし平日の夕方に帰宅を待っているのとは違って、休日の外出の帰りを待つのは時間的な見通しが立ちません。おまけに翌日が日曜ともなると尚なお更さらです。

　わたしがあっさりとした答えを返すと、辺見さんは一いつ瞬しゆん驚おどろいたようでした。

「そ、そう……。じゃぁ公園まで送って行くわ。自転車置きっ放しでしょう……」

「ありがとうございます。でも大丈夫です、それには及びません。道は覚おぼえていますので」

　これ以上迷惑を掛けてはいけないと思い、礼を述べて断って、わたしは廊ろう下か隅すみの階段に向かって一歩を踏ふみ出だしました。

「あのっ……」

　その背中に辺見さんが声を掛けました。わたしはゆっくりと振り返ります。

「良かったら……寄って…いかない…かな？」

　自分の家の玄関ドアを一いち瞥べつして、次にわたしの顔色を窺うかがいつつ、彼女はそう恐おそる恐るといったふうに尋たずねました。

「あぁ、いえ。せっかくですが……」

　せっかくのお誘いですが、さすがに昼食前のこの時間にアポ無なしで、特に親しいわけでもない家を訪ねるわけにはいきません。確か昔オバァちゃんに【礼儀】や【常じよう識しき】として教えて貰もらった覚えがあるような気がするのです。

　……なのでそれを断って、わたしは再び階段のほうへ身体からだを向けました。するとちょうどその時、視線の先の階段から一人の中年男性が廊下に出て来るのが見えました。

　その姿を確認して背後の辺見さんが「──あっ」と呟つぶやきます。

「……おじさん」







「……そう、ツボミの学校の友達なんだ」

「えぇ、とても仲良しです」

　わたしを一目見てぎょっと驚おどろいた表情を見せた【おじさん】ですが、隣となりに居る辺へん見みさんを見て安心したのか、自分を【塩しお谷や蕾つぼみ】の父だと自じ己こ紹しよう介かいしてくれたうえに、わたしの例の『蕾さんに家から取って来て欲しいものがあると頼まれた』という嘘うそを信じて家に上げてくれました。

「しかし俺おれ、さっきまで病院に居たんだけど、アイツ、何も言わなかったんだけどなぁ」

　おじさん──塩谷父は少し渋しぶい顔をしていました。

「俺が居るんだから俺に頼めば……。そうすればわざわざお友達の手を煩わずらわせる必要も無ないのに」

「年とし頃ごろの女の子はいろいろと難しいのですよ」

　適当な答えを返しながら、わたしは彼について塩谷さんの自室に足を踏ふみ入いれます。わたしのすぐ後ろには辺見さんもついて来ていました。

　室内は特に何て事の無い、普通の同年代の女子の部屋でした。正直な感想として片付いているとは言いい難がたいものでしたが、それでもわたしや辺見さんの部屋とそう大して差はありませんでした。

　同じマンションの同じ階なせいか辺見さんの部屋と少し雰囲気が似ていましたが、化学雑誌や資料などが無く、その代わりにファッション雑誌やお洒落しやれな服がほどほど乱雑に置かれています。

　部屋に入るなり辺見さんが学がく習しゆう机づくえの前の壁かべに設置されているコルクボードを凝ぎよう視ししているのに気が付きました。なのでわたしもそれに注目してみます。

　コルクボードには様々な写真が所狭しと貼はられていました。そのほとんどが最近のもので、主に滝たき川がわさんや荒あら井いさんと一緒に写っているもので、その全すべてで塩谷さんは楽しそうに笑っています。しかしその中に一枚として辺見さんと一緒のものはありませんでした。

　辺見さんの顔を見てみると、何だか複雑な顔をしていました。わたしの表現力では難し過ぎて上手に伝えられない類たぐいのものです。だから……というわけではありませんが、わたしはそれに構かまわず机の引き出しを開けて、中を漁あさり始はじめました。

「──あの。何を探しているんだい？　良かったら手伝おうか？」

　次々と引き出しを開けては中を引ひっ掻かき回まわしている、見知らぬ女子であるわたしの様子にさすがに不安を覚おぼえたのか、塩谷父はすぐに、遠えん慮りよがちにそう提案して来ました。ちなみに先ほどまでの移動中に訪問理由を話しておいたため、辺見さんは何も言いません……

「──いえ、大丈夫です。それを正直に話すと父娘おやこ間で戦争が起きてしまい兼かねず、話せません」

「えっ、それはいったいどういう……」

　わたしの言葉に動揺した塩しお谷や父に「つまりは『触れてはいけない』という事です」と返しました。

「……それにそれを知ったところで結局のところ何も出来ませんよ。蕾つぼみさんの事、元々大して知っていないのでは？　わたしの父親もそうですが、娘むすめとの会話なんて滅多に無なく、時折思い出したかのように『学校はどうだ。上う手まくやってるか？』とか『勉強はどうだ？』とか、漠ばく然ぜんとした質問をする程度のものでしょう。具体的に答えようが無い内容ですし、それに問題があったとしても父親には話しませんね。話してもどうにもならないから、意味が無いですし」

　これ以上詮せん索さくされないために少しキツめに話したのですが、それが予想以上の効果をあげたのか、表情を確認すると少し寂しそうに笑って「はは、参ったなぁ」と呟つぶやいていました。

「まったくそのとおりだ。俺おれは仕事が忙しくて最近まともに話してないからなぁ。……ツボミから何か聞いてる？」

「いいえ」とわたしは首を横に振りました。

「……実はウチ、父娘二人だけなんだ。女によう房ぼうとは十年近く前に別れてさ。それでこの町にやって来たんだが……。ツボミには寂しい想おもいをさせていると思う。だから秘密を持たれていても、確かにとやかく言える筋合いではないかもしれないなぁ」

　塩谷父は独ひとり言ごとのように言って、そして辺へん見みさんに目を向けました。

「サラちゃんにはほんと感かん謝しやしてるよ。ツボミが寂しさや俺への不満から塞ふさぎ込こんでいた時期にずっとアイツを励まして、支えになってくれてさ。高校に入ってツボミが剣道で大だい活かつ躍やく出来たのだってサラちゃんのお陰だよ。サラちゃんが『一緒に剣道やろう』って誘ってくれたんだから。だからこれからもツボミの友達でいてやって欲しいんだ……」

　辺見さんは先ほどにも増してとても複雑な表情をしていました。塩谷父はたぶん知らないのでしょう。今は疎そ遠えんになっている彼女たちの関係を。あぁ、ひょっとしてわたしの事も知らないのかもしれません。顔を見て驚おどろいたのは単純に傷の事だけで。だから今、あっさりとわたしの言う事を信じて家に上げてくれているのかもしれません。だとするとこれは好機です。今のうちにいろいろ尋たずねてみる事にしましょう……

「──辺見さんと蕾さんは小学校からの付き合いなのですか？」

「あぁ、そうだよ。その頃ころからもうずいぶん世話になってる。俺が仕事で夜帰れない時なんかは夕飯や家に泊めて貰もらったりなんかも………あぁ、サラちゃんのご両親にもずいぶん……というかもう世話になりっ放しか。──って。そう言えば昨日の晩、警けい察さつの人が来たらしいね。俺のところに来て、サラちゃんの家にも。俺が帰って来たのって日付が今日になってからだったから、今け朝さ、オバさんに教えて貰ったんだ。ツボミと仲良かった子が酷ひどい目に遭あったって……」

　塩しお谷や父は辺へん見みさんに目を向けてそう言いました。彼女は相変わらず複雑な表情をしていました。

「──あの、すみません。蕾つぼみさんは誰だれかに怨うらまれているような事はありませんでしたか？」

　わたしが塩谷父にそう尋たずねると、彼は酷ひどく驚おどろいた顔をしていました。先ほど『とても仲良し』だと言ったばかりなのに『これは不ふ審しんがられるかも』と思い、咄とつ嗟さに「──わたし、本当の事が知りたいのですっ！」と言葉を繋つなぎました。

　塩谷父はそんなわたしを見て一度大きく溜ため息いきをつくと、苦しそうな顔でゆっくりと首を横に振りました。

「……知らないんだ。警けい察さつの人にも何度も尋ねられたんだけど、本当に」

「そうですか……」

　呟つぶやいて顔を塩谷父から逸そらすと、わたしは再び塩谷さんの机つくえの中を漁あさり出だしました。父親から情報が得られないのなら、ここから物質的な何かを見付けるより他無ないと思ったのです。

　しかし──

「あぁ、それ。【天てん神じんさま】のお守りだ……」

　と、塩谷父が少し驚いたように声を出しました。

　引き出しの奥のほうに何かが在あると思って引っ張り出してみたところ、只ただの【お守り袋】でした。袋の正面には大きく『合格祈願』の文字が刺し繍しゆうしてある代しろ物ものです。

　しかし「【天神さま】とは？」と、一応尋ねてみます。

「学問の神様【菅原道真すがわらのみちざね】の事だよ。それはツボミの高校受験の時に元女によう房ぼうが送って来たもんだ……」

「まだ持っていたんだなぁ…」とまた寂しそうに笑う塩谷父。

「……【天神さま】は【雷神】でもあってね。その昔、無実の罪つみで都のある京都から九州大だ宰ざい府ふに左さ遷せんされて、その地で憤ふん死しした道真公が死後に【雷神】として都に化ばけて出て、自分を陥おとしいれた奴やつ等らに雷を落として復ふく讐しゆうをしたらしいんだ。昔同居していた元女房の両親がとても信心深い人なのか、それともその実家の辺りではそうなのか。【落雷】は悪人を懲こらしめるための【天てん罰ばつ】みたいに思われているらしく、雷が人や家に落ちると『罰バチが当たった』と噂うわさするみたいなんだ。酷ひどい話だろ？」

「………」

「ツボミは小さい頃ころからそう教え込まれていたからなのか、俺おれが仕事で約束をすっぽかす度たびに『罰バチが当たる』って喚わめいていたなぁ。……サラちゃんも聞いた事あるだろ？　アイツ昔から自己中心的なところがあって、こちらに落ち度が無くても気に入らなければそう喚いてたはずだからさ」

「………」

　辺見さんはそれに顔を伏せ、沈黙を返していました。それを見て塩谷父は「何だかなぁ……」と自じ嘲ちよう的てきに呟つぶやきます。

「どうしてこんな事になったんだろう。そんなアイツに雷が落とされるなんて皮肉だよなぁ。もしアイツが誰だれかに怨うらまれていてその報むくいを受けたというのなら、それは本当は俺おれが当たるべき罰バチなんだろうな……」

　そしてそこから塩しお谷や父も顔を伏せ、沈黙する事になりました……





※






　塩谷父が午後から仕事に行かなければならないというので、結局大したものは見付けられないまま、わたしたちは塩谷家を去る事になりました。本当は嘘うそである『塩谷さんからの依頼』については「もう一回詳くわしく聞いてみます」と言って適当に誤ご魔ま化かしておきました。




　『一人で大丈夫』だと言ったのに付き添ってくれている辺へん見みさんと一緒に、わたしは今、公園への道を歩いています。

「塩谷さんて『罰バチが当たる』が口くち癖ぐせだったのですか？」

　質問の仕方が唐突だったせいか、辺見さんは「──えっ！」と声を出して驚おどろいていました。

「──あぁ、いえ。しょっちゅう口に出していたのなら、それを聞いた人も多いのではないかと思いまして。塩谷さんがああいうふうに落雷の被害に遭あわされた事と、さっき父親から聴いた彼女の言動……。何ど処こか無関係ではないような気がするのです。ひょっとしたらそれを耳にした人の中で彼女に怨みを持つ人が居て、それでそれに準なぞらえて復ふく讐しゆうを果たそうとした──とか、そういう感じではないかと」

「うぅ…ん」と、辺見さんは目を伏せながら小さく唸うなりました。

「……確かに小学校・中学校までは結構言ってたかもしれない。でも最近の事は、わたしには………」

「……なるほど」傍そばに居なかったから分からない、ですね……

「──辺見さんは滝たき川がわさんや荒あら井いさんとは親しいのですか？」

「──えっ！」と再び驚いて「……ぁ、さぁ……。二、三回、一言二言話したくらい……かな？」と戸惑いつつ答えてくれた辺見さん。

「……それが、何か？」

「あぁ、いえ。交流があったのなら、彼女たちを通じて何か聞いていないかと思いまして。それと彼女たちの身の回りに何か妙な事が起きていなかったかとか……」

「……妙な事？」

「えぇ、実は彼女たちは最近ストーカーみたいな奴やつに付つき纏まとわれていたらしいのですよ。それでそれをわたしではないかと疑っていたようです、荒井さんの話によれば。まったく迷惑な話です……」

「………」

「そいつがおそらくは真犯人ではないかと思うのです。わたしはその真犯人──【偽にせエーコ】を絶対捕まえて、奈な落らくの底へと突き落としてやります───　が、どうしました？」

　辺へん見みさんが妙に険けわしい顔をしているような気がしたので、わたしはそう尋たずねました。

「───【偽エーコ】……」

　と、彼女は誰だれに対してのものでもないような口調で零こぼしました。

「えぇ、そうですね。真そ犯い人つはわたしの【偽者】と呼べる存在──のはずですが、それが何か？」

「──【偽者】……」

「えぇ、そうです」

「【偽者】は、嫌きらい……」

「……？　そうですか」

　わたしもどちらかというと【偽者】という存在は好きではありません。今現在迷惑を掛けられている最中なわけですし。でもわたしは【エーコ】の【本物】であると同時に、以前のわたし──【化野あだしの結ゆう果か】の【偽者】でもあるわけです。だからわたしのそれに対する『嫌い』は何ど処こか明確なものではありません。ですが、辺見さんのそれは何となくですが、非常にはっきりとしたもののように感じられます。そういえばこの間も妙なリアクションでしたが、それともまた違うような気がします……

「………」

　そこでふとわたしは、どうして荒あら井いさんたちが自分に付つき纏まとうストーカーがわたしだと思ったのかを考えました。状況的に負い目があってそう判断したという事は分かります。でもそれ以外にも理由があったとしたら……。それに深夜の学校を徘はい徊かいしている人物がどうしてわたしだと思われたのでしょうか。わたしの日ひ頃ごろの行いがどうこうと言うだけでは説得力に欠けるような気がします。一番説得力がある答えは【偽エーコ】の容姿がわたしに似ているという単純なものだと思うのですが……

「…………あっ」

　そこでわたしは頭の中でいろいろなパズルのピースが在あるべき場所に収まったような不思議な感覚を覚おぼえました。

「──ねぇ、辺見さん？」堪こらえ切きれず、わたしは彼女に尋たずねます。

「この近所で最近不ふ審しんな人物とか見掛けませんでしたか？　例えば、首に───」

　思わず全すべて言ってしまいそうになり、慌あわててそれを押さえ込むようにして口を閉じました。

　辺見さんはそれに気付かなかったのか、黙ったまま首を横に振って答えてくれました。

「そう…ですか……」




　　………




　その後は何な故ぜか妙な沈黙が生まれました。わたしはわたしにしては珍めずらしく何かを話したほうが良いのではないかと思い始めました。

　ですが───

「……【エーコ】さんは今、荒あら井いさんの事どう思ってるの？」

「──？」

　唐突に辺へん見みさんが口を開きました。それは結構唐突な質問だったので思わず少し驚おどろいてしまいました。彼女は今俯うつむいているため表情が見えない状態です……

「………」

　辺見さんの質問の意図が見えないので一いつ瞬しゆんどうしようかと考えましたが、わたしは一度小さく息を吐くと、それに答える事にしました。

「──さぁ。分かりません……」

　それはある意味で正直な今のわたしの気持ちでした。

「……以前のわたしは彼女の事を大親友だと思っていたようです。たぶんその気持ちを疑いもしていなかったと思います。でも実際の関係は違っていました。わたしは騙だまされていたようなのです……」

「………」

　一呼吸置いて、辺見さんは「辛い……よね？」とすごく小さな声で尋たずねました。

　わたしはそれに「そうなのでしょうか？」と答えます。

「……実はわたし、【辛い】とか、そういうのが具体的に良く分からないのですよ」

　視線を上げて少しだけ驚いた顔をこちらに見せた彼女を、わたしは何とはなしに見み詰つめます。

「今のわたしは『冷静で合理的』が信条です。彼女の取った行動をその観点から考えると、賞賛こそすれ、非難の対象にはならないはずなのです。本来なら………」

「だけど……」とわたしは続けました。

「……だけどそれをどうにも納得出来ないのです、何な故ぜか。そして……」

　わたしはそこで一いつ旦たん大きく息を吸い込んで、吐き出しました。

「何だか不思議と諸もろ々もろ……絶対に許せません。それにある先輩が彼女の才能を認める発言をしていましたが、わたしは認めたくはありません。今度会ったら『お前こそゴミ屑だ』と言ってやりたいです……」

「………そう」

　いつの間にか再び俯いていた辺見さんは小さな声で、そう返しました。そしてそこから再び沈黙が───

「───あっ！」

　突然誰だれかの声が耳に飛び込んできました。それほど大きな声ではなかったかもしれませんが、何な故ぜだかわたしはびっくりしました。

　声のしたほうに顔を向けると、進行方向数メートルほど先の道の上に見知った顔のある先輩が立っています。背がすらりと高く、ショートの髪かみに半はん縁ぶちフレームの眼鏡めがね──【辰たつ巳み鈴りん花か】先せん輩ぱいでした。

「ちょうど良かったわ。今、家まで行こうとしていたところなの……」

　辰巳先輩はこちらに寄って来て、わたしの顔をちら見して微ほほ笑えんで「奇遇ね」と囁ささやきました。

「……どうして先輩がここに居るのです？　まさかストーカーとか……」

「ふふ……違うわよ。本当に偶然なの。今日わたしはそちらの辺へん見みさんに部活の事で用があってわざわざやって来たの。でもあなたに会えて嬉うれしいわ……」

「──それはどうも。それではわたしはこれで……」

「えっ、ちょっと……」

　一方的に別れの言葉を告げると、わたしは二人から逃げるようにして駆け出しました。背後で辰巳先輩が何かを言っているようでしたが無視しました。

　そして角を曲がって──二人から姿が見えなくなっただろう辺りから一気に全力疾しつ走そうにシフトアップしました。

　辰巳先輩の事は苦手ですが、べつに彼女から逃げようと思ったからではありません。ただわたしには一人で公園に戻って確かめたい事があったのです。
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　　はぁ…　はぁ…




　息を切らして公園まで辿たどり着ついたわたしは、そこから更さらによたよたと走り、園内の、今日わたしが初めて辺見さんを見掛けた場所までやって来ました。

　そして金かな網あみのゴミ箱の前に立ちます……

「良かった、まだ在ある……」

　わたしは上半身ごと突っ込むような体勢でゴミ箱の中に両手を入れて、そこに捨ててあるＡ四サイズ程度の幅の紙箱を掴つかみました。そしてそれを引っ張り上げて両手で胸の前に抱かかえ込こみます。

　きょろきょろと周囲を見回し、そしてそのまま少し移動して物陰まで行くと、わたしは紙箱を抱え込んだまま、その場の地面にぺたんと座り込みました。

「ふぅ……」

　小さく息を吐いて、その後で大きく息を吸って吐いて、わたしは呼吸を整えます。その間に箱の状態をじっくりと観察します。薄うすいダンボールで組まれたそれは、ゴミとして捨てるには勿もつ体たい無ないくらいに真新しくしっかりとしているように思えました。表面にはロゴが大きく描かれていて、白い値札がまだ貼はられたままでした。

　やがて呼吸が落ち着いたわたしはその紙箱の端に指を掛け、ゆっくりと開けました。

「やっぱり……」

　中に入っていたのは靴くつ──スニーカーでした。あまり派手なデザインではありませんが、白地に赤いメーカーロゴが入った一応のブランド物です。しかし状態としては結構大事に履き潰されていました。

　そしてそれを手に持って靴底を観察してみると、滑すべり止どめの溝みぞの中には乾いた砂や泥がこびり付いたようにして詰つまっています……

「──何なの？　その小汚い運動靴は」

「───ッ！」

　背後からの突然の声に驚おどろいて、わたしは思わず弾はじかれたように振り返ります。

「ずいぶんと使い込まれているわね。でも箱は新品……。新しい靴と入れ替えて捨てたってところかな。でもそれを公園のゴミ箱に捨てるなんてずいぶんとマナーの悪い奴やつよね……」

「辰巳先輩……、どうしてここに……」

　声の主──辰たつ巳み先せん輩ぱいは涼しい顔で微ほほ笑えみました。

「連絡事項を伝えるだけだから用事はすぐ済んだの。その後で辺へん見みさんにあなたの行き先を聞いて先回りした。わたし、この辺に多少土と地ち勘かんがあって近道とか知っていたから。ねぇ、これから帰るなら、駅まで一緒に歩かない？」

「必死に走って来たのに後からゆっくり歩いて来た人に追いつかれる状況って、何だかＢ級ホラー映画みたいです。この後車を運転するとしたら絶対エンジンは始動しませんね……」

「……？　何言ってるの？」

「──先輩。本当に人間ですよね？」
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「──辺見さんにきちんとお礼は言えた？」

「……えぇ、おかげさまで」

　公園を出て、前まえ籠かごに紙箱を押し込んだ自転車を押して住宅地の道を歩きながら、隣となりに並んで駅までの道程を行く辰巳先輩に溜ため息いきのような言葉を返しました。

「本当にわたしを監視ストーキングしていたのではないのですか？」

　わたしが隣を一いち瞥べつしてそう言うと、「違うわ、誤解よ」と先輩は首を横に振ります。

「今日わたしは部活の用事で辺へん見みさんを訪ねただけ。彼女とわたしは同じ部の先せん輩ぱい後こう輩はいの仲なの。彼女の家に向かう途中で偶然あなたたちを見掛けたから。声を掛けたというわけ」

「……なるほど」

　一応納得出来る理由でしたが、それでもそれを何ど処こか疑ってしまう雰囲気を持っているのですよね、この腹黒女は……

　先輩はごく涼しい顔で「そういえば……」と会話を続けます。

「そういえば辺見さんと仲良さそうだったよね。……出来たらこれからも仲良くしてやって。彼女もあなたと同じで『独ひとり』で居る事の多いコだから」

「──？　そちらこそ、辺見さんとは親しいのですか？」

　意外に思ってそう尋たずねると先輩は首を横に振って「親しくはないわ、あなたより少し詳くわしいだけよ……」と言って顔をこちらに向けました。

「辺見さんの事、知りたい？」

「……え、えぇ」

　辰たつ巳み先輩の口調に何処か含みがあるような気がしたので、わたしは警けい戒かいしつつ頷うなずきました。

「わたしの知っている範はん囲いで……だけど、具体的はどういう話が聞きたいの？」

「……まぁ、聞くならまず辺見さんと塩しお谷やさんの関係ですね」

　どうもはっきりしないというか、わたしにはまだ把は握あく出来ていない部分があるような気がします。とても複雑な感じがして。

「……なるほど」

　先輩はわたしの顔を軽く見み詰つめて、そして「良いわ」と頷きました。

「でも、少し後悔するかも。暗い話でもあるから……」という前置きの後、先輩は本題に入りました。

「塩谷さんと辺見さんは小学生の頃ころから──塩谷さんが両親の離婚でこの地域に引っ越して来てからの付き合いらしいの。二人を良く知る人の話によると『いつも一緒』で、辺見さんが周囲に上う手まく馴な染じめない塩谷さんの面倒を良くみていたらしいわ。でも二人がうちの高校に入って、そして揃そろって剣道部に入部してから、その関係に変化が現れ出した……と、この辺は少し話したかしら？」

「いえ、昨日は二人の関係については何も。わたしが昨日先輩から聞いたのは、確か塩谷さん個人の話で『頭角を現した』……とか、それくらいの話だったと思います」

「──そうだったかしら。二人とも小学生時代から剣道をやっていたらしいけど、塩谷さんだけがいきなり急成長した。顧こ問もんの先生の指導の賜たま物ものではあるでしょうけど、たぶん元々筋が良かったんでしょうね。夏、団体戦でレギュラーに抜ばつ擢てきされ、そしてその年中に全国大会に出場した。そうなってくると当然部内での扱いも違って来るわけね。【期待の星】と【万年雑用係】とじゃ雲うん泥でいの差よ……」

「──【万年雑用係】とは……。辺へん見みさんはそんなに弱いのですか？」

「強い弱い以前に向上心や闘とう志しが無ないの。真剣勝負の場で、遠えん慮りよというか──少し退いた立ち位置で相手と向かい合っているの。あれじゃ勝てるものも勝てないし、力の出し惜しみをしているのも同じだから、負けても失敗から学ぶ事も出来ないわ。剣士としては失格ね……というか、立ち合う相手に対する侮ぶ辱じよくとも取れるわ……」

　スポーツとか武道の事はわたしにはよく分かりませんが、ずいぶんな言われようですね。まるで極ごく悪あく非ひ道どうの罪ざい人にん扱いです……

「……辺見さんは元がん来らい非常に大人しい性格のようね。部内でも喋しやべるところを滅多に見ないし、クラスでもそうらしいわ。だから塩しお谷やさんとはどんどん距離が空いて───」

「──ぁ、ちょっと待って下さい」

　わたしは辰たつ巳み先せん輩ぱいの話に口を挟みました。

「さっきから聞いていたら、やたら詳くわしくて主観的な意見ですよね？　それに見て来たような口調なのですけど……」

「当然よ。実際に見ていたの。だってわたしも剣道部員だからね。今日だって彼女が練習サボったから、帰りにわたしが家に寄って連絡事項を伝える事になったんだから。おまけに彼女風紀委員だったみたいで、下校前に職しよく員いん室しつに寄ったら顧こ問もんの山下先生から委員の連絡事項の言こと伝づてまで頼まれたわよ……」

　先輩は不満気に「……まったく」と零こぼしました。

「へぇぇ……」

　わたしは思わず声を漏もらしました。間抜けにもここで初めて気が付きましたが、そういえばさっきからの先輩の話を繋つなげてみたら、『辺見さんと先輩は同じ部活』『辺見さんと塩谷さんは剣道部』でそうなります。

「わたしが剣道部なのが意外だった？　結構そういう顔する人がいるのよねぇ……」

　先輩はわたしの反応を少し違う方向に解かい釈しやくしたのか、不満気な口調でした。

「バレーかバスケットかをしているんじゃないかと言うんでしょう？　背が高いからってそれらのスポーツをやらなくちゃいけない決まりなんて無いわ。あなたも意外と型に嵌はまったものの考え方をするのね？」

「すみません。部活に関しては今の今まで先輩が何ど処こで何をやろうが全まつたく興味が無かったので適当に考えていました。わたしが気になったのは、先輩がその情報をストーキング等の変質的行為によって得たのではないかという事です。……が、わたしの勘かん違ちがいだったようですね。以後気をつけます」

「………。」

　少しだけ驚おどろいたようで怒ったようで悔しそうな複雑な表情で、辰巳先輩は口を噤つぐみました。なので……というわけではありませんが、わたしのほうから別の事を尋たずねてみました。

「……でも、わたしにはよく分からないのですが、それだけで『人と人』というものは疎そ遠えんになったりするものなのですか？」

「それだけって事はないわ。重要な事よ……」

　表情をいつもの涼しげなものに戻して辰たつ巳み先せん輩ぱいは話を続けます。

「立場が変われば目線も変わるの。目線が変われば見えているものも変わる。見えているものが同じでなければ本当の意味で対等に話をする事は出来ないわ。だから塩しお谷やさんは自分と同じ高い位置の目線を持つ滝たき川がわさんと仲良くなった。その辺を理解している荒あら井いさんとも。──後、塩谷さんには彼氏が居た時期もあったようだし……。そうなるともう順じゆん風ぷう満まん帆ぱんといった感じかしら、世界がこれまでと違って見えるでしょうね。たぶん塩谷さんと辺へん見みさんの距離が空いたのは、塩谷さんのほうから一方的に背中を向けたんじゃないかと思うわ。……でも辺見さんのほうとしても自覚が出来たのか、去年の夏頃ごろからは少し距離を置くようになったみたいね。それまでは事ある毎ごとに絡からんで来きて、塩谷さんも含めたグループ全員に鬱うつ陶とうしがられていたみたいだけど………」

　そこで一呼吸置いて「これは噂うわさではっきりとした情報ではないんだけど……」と少し落とした声で、先輩は静かに慎しん重ちように次の言葉を口に出しました。

「……辺見さんね、少し前に自じ殺さつ未み遂すいを起こしたらしいのよ」

「───えっ！」

「それ以前……去年の夏頃にも一度、学校の屋上から飛び降りようとしているところを発見されているわ。校内に人が居ない時間帯に中庭に向かってだから目もく撃げき者しやが少なくて大事にはなっていないんだけど。……その後くらいから徐々に情緒不安定になって来て、専門の先生のカウンセリングなんかも受けていたらしいんだけど、効果が無なかったみたいね。ひょっとしたらそういう事で精神的に追おい詰つめられての事かもしれないわね……」

「………」

「だからと言って──これは個人的な意見だけど──塩谷さんの取った行動が悪いというわけではないと思うの。それは自然な流れでしかたのないものよ。もしどうしても塩谷さんと同じ目線に立ちたければ、どうにかして彼女の隣となりに立つに相応ふさわしい人物になるしかない。そうなる努力をしなければいけないのよ……」

　辰巳先輩の表情はここに来て何な故ぜだか少し苦しそうに歪ゆがんでいました。

「安い同情は身を滅ぼす事になる。それをわたしは───」

　そこまで話して辰巳先輩はふと我に返ったように歩あゆみを止めました。そして「ごめんね。話の途中だけど、わたしこっちだから……」と何ど処こか何かを誤ご魔ま化かすように少し慌あわてて、一人、交差点を左折しようとしました。そちらに駅が在あるという事でしょう。

　しかし先輩はその途中でふと立ち止まり、こちらを振り返り「ねぇ、【エーコ】ちゃん……」と口を開きました。

「あなたが今、何かの事件に巻き込まれている事は知っているわ。それについてわたしやわたしの友達たちもそれなりに想おもうところはあるの。でも今は何も言わない。その代わりこれだけは覚おぼえておいてね。優やさしい先せん輩ぱいからの心の籠こもった助言アドバイスよ」

　そう言って辰たつ巳み先輩は柔らかく微ほほ笑えみます……

「気をつけてね。わたしが思うにその事件の犯人は、わたしと同じで何かに取り憑かれているかもしれないから。そして……」

　彼女は唇くちびるの両端をほんの少し引き上げます。

「あなたもそうならないように、気をつけてね……」





※






　警けい察さつ署しよ内の取調室。机つくえを挟んで向かい合うわたしと軽かる部べ刑けい事じ。ここ最近定番になりつつある光景でした。

「──それで？　俺おれに聴きたい事というのは？」そう言ってわたしに微笑みかける軽部刑事。

「まさか被害届の出し方？」

　微笑はそのままにわたしの顔をじっと見み詰つめる軽部刑事。

「……酷ひどい顔だ」

「えぇ」とわたしは頷うなずいて「それでもいつものあなたの顔よりずっとマシですよ」と返しました。

「──いや、違う。そういう意味じゃないんだ」と軽く笑って彼は「俺が言いたいのはもっと内面的なものかな……」と続けました。

「……何か思い悩んでいる事があるのか、それとも不安か……、そんな顔をしている。まあ何にしてみても、それに関係した事でわざわざ俺を訪ねて来たんだろ？　ちょうど俺のほうも君に伝えたい事があったんだ………が、君のほうの用件から聞こうか」

「はい」と頷うなずき、わたしはそれを口に出します。

「この前病院に──塩しお谷やさんのお見み舞まいに行った際に出会った女子の事を覚えていますか？」

「──女子？」軽部刑事が首を傾かしげます。

「誰だれの事だい？　俺は女医に女性看かん護ご師しや事務員、入院患者やお見舞いに来た人でさえも、女性であれば一度見た顔は決して忘れないんだ。だから逆に──」

「あなたが『久しぶり』と声を掛けていた女子です。わたしのすぐ傍そばに居た……」

　軽部刑事の無む駄だ話ばなしをだらだらと聞く気にもならなかったので、わたしはそれに言葉を被かぶせました。彼は「あぁ、彼女か……」と涼しい顔で呟つぶやきました。

「あなたとその彼女の関係を知りたいのです。何ど処こでどうやってどう関わったどういう関係なのかを。街まち中なかですれ違っただけの関係ではないですよね？　それなりの関係のはずです……」

「──御名答。それはもう徒ただならない関係だ」

　認めて、しかし彼はおどけ気味に肩を竦すくめました。「だから言えないな。口に出すのを憚はばかられるんだ……」

「……そうですか」と応こたえつつ、わたしは彼の顔をじっと見返します。

「それはわたしが一連の事件の容疑者だからですか？」

「──いいや」と彼は首を横に振りました。

「それどころか暫ざん定てい的てきだが君のアリバイが証明された。新あらたに判わかった情報だが、病院の医師の話によると滝たき川がわさんの身体からだは断続的に数回に渡って焼かれているらしいんだ。君がやったと思われていた箇か所しよ以外にも火傷やけどの跡があり、おまけに傷の具合から見て最初の傷は前日の深夜あたりらしいと判断された。その時間、君はちょうどこの取調室で俺おれと向かい合っていた。つまり警察おれたちが君のアリバイの証言者だとも言えるわけだ。あぁ、これが俺の『伝えたい事』だよ……」

「………」

「まぁもっとも犯人が複数である可能性もあるにはあるが、俺には君が誰かと協力して何かをする姿が想像出来ないんだ。だから個人的な見解でもあるが君は─────ん？　どうしたんだい？」

　軽かる部べ刑けい事じは話を止めて、身を乗り出してわたしの顔を覗のぞき込こみました。

「………想像、出来ないですか？」

「えっ？」

「───いえ。そうですね。……えぇ、わたしもそう思います」

　少しだけ、締しめ付つけられるような痛みが胸の奥にあって戸惑いましたが、特に何という事はありません。

　そして何な故ぜだか違和感を隠すような気持ちで「それではどうして話してくれないのです？」と尋たずねました。

　軽部刑事は再び椅い子すに深く腰を下ろすと、片手で軽く髪かみを掻かきました。

「──普通に個人情報だからだ。これでも一応刑事なんでね。……逆に聞くけど、その彼女は一連の事件に何か関係あるのかい？」

「………」

「──何だか理由がありそうだ。まぁ、関係無ないのだとしたら、君の頼みだし話しても構かまわないが……」

　溜ため息いきをつくようにそう言って、軽部刑事はわたしの顔を再び見み詰つめて来ました。

「──でも、ただでは教えられないな」

　最近聞き慣れて来た彼のその台詞せりふに、わたしは即座に「何が望みです？」と返しました。

　彼は「そうだなぁ……」と少し思案する素振りこそ見せましたが、既すでに望みは用意されていたのか、わりとすぐに口に出しました。

「文あや目め沢ざわの白しら雪ゆき姫ひめとこの王お子れとを引き合わせて欲しい」

「………」

　軽かる部べ刑けい事じの出す条件など、ほぼワンパターンなので予想はしていましたが、何となく不思議と胸の奥がザワつきました。

「……またですか？　もういい加減諦あきらめたらどうです？」

　だから思わずそう零こぼしてしまいました。

「あなたは事ある毎ごとにそう言ってわたしに協力を求めて来ますが、一向に関係は良くなっているようには見えませんよ？　それよりあなたが自慢する、王子様なそのルックスだけを見ているような脳のう味み噌そにまで皺しわの無ない若い町まち娘むすめを探し出して、その口に毒林檎でも突っ込んだほうが手っ取り早いし、失敗がありませんよ」

「ははっ…確かに。でもそう割り切れたものでもないんだ、人と人──特に男と女ってやつは……」

　わたしの提案に軽部刑事は何ど処こか薄うすっぺらな感じのする笑みを返して来ました。

「大事なのは相性フイーリングだし、思い描く未来予想図だ。この人と『どうなりたい』、この人を『どうしたい』って、ごく自然にそう思える事かな……」

「……では、例えば。軽部刑事は雪ゆき村むら先生との間にどういう未来予想図を思い描いているのです？」

　わたしの質問に軽部刑事はほんの少しの間沈黙して、そして「ふふ…」と自じ嘲ちよう的てきに笑いました。

「俺おれは自分が『矮わい小しような男』だと、身の程を知っている。だから多くは望まないよ。近い将来『彼女の自宅の合あい鍵かぎを預けて貰もらえる関係』になりたいと思っている、ただそれだけさ……」

「自己評価の前半は正解ですが後半は間違っていますね。身の程はもっと知ったほうが良いと思います。が……」

　そんな事はわたしにとってはどうでも良い事なのです。

「とにかくあなたが雪村先生の自宅の鍵を手に出来るのを最終目的として協力しますよ。それで商談成立で良いですね？」

　引っ張れば引っ張るほど話が横道に逸それてしまいそうに感じたので、わたしはとにかく話を纏まとめる事にしました。彼が頷うなずくのを確認して、わたしは先ほどの問いを再び口に出しました。

「では話して下さい。あなたと彼女の関係を……」

「──どういう関係だと思う？」

　この期ごに及んでまだふざけた事を言う彼に胸のムカツキを覚おぼえなくもありませんでしたが、とりあえず冷静に、わたしは自分の推理を述べます。

「……たぶん、『自じ殺さつ未み遂すい者しやとその一件を担当した刑事の関係』でしょう」

「──御名答。」

「……何だ、言わなくても知っているんじゃないか」と笑う軽かる部べ刑けい事じにわたしは「ほぼ当てずっぽうですよ…」と返しました。

「彼女が自殺を図った話は噂うわさで耳にしています。救急車を呼んで状況を説明すれば警けい察さつも現場に駆けつけるでしょう。彼女を知る人間なら警察官との接点でまずそこを疑うと思います。見るからに警察の御ご厄やつ介かいになりそうにない雰囲気の女性なので……」

「なるほど、大した名めい探たん偵ていだ」

　軽部刑事は大おお袈げ裟さに感心する素振りを見せました。わたしの話はまだ続きます。

「ここまでは簡かん単たんに分かります。──でも重要なのはここから先。あなたが一枚噛んでいるという事はたぶんろくな現場ではないという事です。何しろあなたが関わる事件といったら管かん轄かつ内で起きた中でも特に厄介なものばかりだという話ですから……」

「優ゆう秀しゆうな俺おれには課の垣かき根ねを越えて難事件が集まって来るのさ……」

「──つまり彼女の自殺は難事件と思しきものだったわけですよね？」

「あぁ、そうさ……」と彼は自じ嘲ちよう的てきに笑い、スーツの内ポケットから黒い手帳を取り出して開けました。

「──彼女は自室で一人、【窒ちつ息そく死し】しようとしたんだ。しかも【首くび吊つり】以外の方法で」

「【首吊り】以外の【窒息死】……ですか？」

　そう言われても正直あまりピンと来ませんでした。【首吊り】以外の呼吸器官関係の自殺ではまず【練れん炭たん自殺】や車の排気ガスなどを使用したものを想像してしまいます。【練炭自殺】は【一酸化炭素中毒死】と言うでしょうし、車の排気ガスのほうは自室では不可能でしょう……

「少し変わった現場だったかもしれない。彼女はドライアイスを使ったんだ……」と軽部刑事は手帳から視線を外はずさずに話を続けます。

「まずはドライアイスから激はげしく煙が発生する状況を作り出し、それを適当なナイロン袋で覆おおい密閉状態にする。そして大きいサイズのゴミ袋を用意して、それの底部分をホースでナイロン袋と繋つなぐ。これでホース内にドライアイスから発生した煙──【二酸化炭素】が流れる通路が出来上がる。【二酸化炭素】は空気より重いので、後はゴミ袋を頭からすっぽり被かぶってナイロン袋より低い場所に移動して、口部分を閉めて煙が逃げないようにすれば完成だ……」

「………。」

　───【二酸化炭素】……

「彼女の場合。ゴミ袋の密閉が緩ゆるんで、煙が室内から廊ろう下かへ、ドア下の隙すき間まから漏もれ出だしたお陰で家族に発見されて事無なきを得たようだ。発見が早期だったため彼女自身は意い識しきがはっきりしていて、後遺症は残っていないみたいだ。それだけが救いさ……」

「……そうですね」

「本人は聴いても何も語ってはくれなかったが、両親の話では最近人間関係に悩んでいたそうで、どうもそれが自殺の原因らしい。警う察ちとしては、まぁ事件性は無いものとして、単なる自じ殺さつ未み遂すいとして処理して捜そう査さを終了したわけだ」

「人間関係に悩む……ですか」

「あぁ、高校生も大変なんだね」

「……本当にそう思っていますか？」

「──えっ？」

　軽かる部べ刑けい事じは聴き直しましたが、わたしはそれを無視して、代わりに「それはいつの話ですか？」と尋たずねました。

「……あぁ、たぶん。【落雷事件】の二日ほど前だったと思う。見み舞まいの時に顔を見掛けたのは、一応後遺症等の再検査を受けるためのようだね」

「そうですか……」なるほど……

「──その件とは別に一連の事件の事で一つ質問があります。わたしを犯人ではないと考えてくれているなら、答えて下さい」

「まぁ、良いよ」と軽部刑事が答えたのを確認して、わたしは尋ねます。

「滝たき川がわさんが吸わされていたある気体って、【酸素】ではないですか？　とても純度の高い……」

「──正解。よく分かったね」

　驚おどろく彼に「これでも化学部ですから……」と答えます。

「【酸素中毒】の症状については知人からさわり程度聞いた事があります。それと、あの部屋の中で見たボンベが黒色だった事を今思い出しました。確か【酸素】を保管するボンベの色は黒だと何かで決められていたはずです……」

「──なるほど」と軽部刑事は軽く微ほほ笑えみ返して「大した名めい探たん偵ていだ」と呟つぶやきました。

「ところで軽部刑事に、実は折り入ってお願いがあります」

　わたしは足元の鞄かばんの中から透明なナイロン袋を取り出しました。中には砂や泥が少量は入っています。

「これを調べて欲しいのです、大至急。そして解析出来次第、すぐにその結果をわたしに知らせて欲しいのですが……」

「これは──いったい……」

「理わ由けは知らせてくれた際にお答えします。お礼はたぶん、これ自体がそうなると思いますので……」

「………預かっておくよ」

　一いつ瞬しゆん対応を考えたふうでしたが、意外にあっさりと軽部刑事はそれを受け取ってくれました。

「ありがとうございます。ではよろしくお願いします」

　わたしは立ち上がり、頭を下げました。
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　休み明けの昼休みの部室。入室するなり本ほん棚だなから科学史の本を取り出し、それを持って自分の席に座りました。そして閉められている暗幕に構かまわず、机つくえの上でそれを開くわたしに例によって例のごとく、【トオル】君が声を掛けて来ました。

『よぉ、不ふ良りよう娘むすめ。土日、ほとんど家に居なかったそうじゃねぇか。何ど処こほっつき歩いていやがったんだ？　雪ゆき村むらが心配してたぞ……』

「何処でも良いじゃありませんか……」

　わたしは本から視線を上げずにそう応こたえました。

『良いわけねぇだろ。俺おれだって凄すげぇ心配してたんだぞ。お前が突然部こ室こを飛び出して行ってからのこの二日間、ずっと。部こ室こに来れなくなっちまうんじゃねぇかって。お前がまた独ひとりに………って、俺は──』

「余計なお世話ですね」

『──何ぃっ？』

「そして無む駄だな心配です、とでも言いますか……」とわたしは続けます。

「元々わたしは一人ですし、この学校の部活参加は強制なので部こ室こには否いや応おう無なく来なければなりません、わたしの気持ちに関係なく」

『………。』

　【トオル】君は少し沈黙して『何か意外に普通だな……』と呟つぶやきました。

『心配して損した。深刻に考えていた俺おれが少し馬ば鹿かみたいに思えて来たぜ……』

「みたいじゃなくてそのものだと思いますよ、あなたの場合。いいトシして年中そんな格かつ好こうなのに風か邪ぜを引かないのですから……」

『……お前、いつか泣かしてやるからな』

「はいはい、どうぞご勝手に……」と適当に応こたえて、わたしは再び意い識しきを目の前の本に戻しました。そんなわたしの様子が何か気になったのか、【トオル】君は『お前、どうしたんだ？　珍めずらしい……』と零こぼしました。

「べつに科学の歴史を勉強したくなったわけではありませんよ。確認半分、時間潰つぶし半分といったところです。さっき軽かる部べ刑けい事じから『昼休みに学校にお邪じや魔まするから会おう』と連絡が入ったので、会う場所にここを指定しました。それまでの空き時間を少しは有効活用しようと考えたわけです」

『軽部の奴やつが学校に？　いったい何の用だってんだ？』

「さぁ、分かりません。でも───」

　そこまで話したところで廊ろう下かからの出入口である引戸が「コンコンッ」とノックされました。

　わたしが「どうぞ」と返事をすると戸は開けられ、そして今まさに話題の主ぬしであった軽部刑事が姿を現しました。

「お邪魔するよ」と断って彼は入室しました。そしてわたしの目の前に在ある【トオル】君を見て、「へぇ……」と軽けい薄はくな笑みを浮かべます。

「これ確か、この前の……」

「──それでいったい何の用なのです？」

　わたしは立ち上がり、真まっ直すぐに【トオル】君の下に行こうとする軽部刑事の進路に割り込みました。

「あなたが自分からこの学校に来るなんてよほどの理由があるのでは？」

　わたしの目の前で立ち止まり、彼は「ちょっとした野や暮ぼ用ようなんだが……」と何ど処こか自じ嘲ちよう的てきな顔で微ほほ笑えみます。

「実は今け朝さ、とある女子生徒の家に話を聞きに行ったら、親おや御ごさんから『土曜日辺りから娘むすめの様子が妙だから会って相談に乗ってやって欲しい』と頼まれてさ。そして学校側に電話で尋たずねたらサボらず登校しているようで。それでここまでやって来たわけだ……」

「………。警けい察さつはそんな事まで頼まれてくれるのですか？」

「──いや、俺おれは特別。俺とその女子生徒とは徒ならぬ関係だからだよ」

「──それで。その女子生徒とやらは見付かりましたか？」

　軽かる部べ刑けい事じは肩を竦すくめて首を横に振ります。

「駄だ目めだ。最近『あまり事を大きくしないでくれ』と学校側に釘くぎを刺されていてさ。それで派手には動けない。だから雪ゆき村むら先生にこっそり協力願おうとさっき連絡を入れたんだが、繋つながらなくて。それで【エーコ】ちゃんに協力を頼もうと───」

「軽部刑事……」わたしは彼の言葉を遮さえぎり、真正面から見み詰つめます。

「──あなた。わたしとの約束、破りましたね」

「べつに破ったわけじゃないさ……」軽部刑事は平然とそう言ってのけます。「俺は最初から『預かっておく』としか言っていない」

「──屁理屈ですよね？」

「屁が付いていたって理屈さ。約束をしたわけでも、破ったわけでもない。それに彼女は元々警察おれたちもマークしていたんだ。だから【エーコ】ちゃんが友達を売ったから……というわけではないから気に病む必要はないよ」

「そういう事を言っているんじゃありません。わたしは──」

　そこまで言いかけてわたしはそこから先の言葉を失いました。それはどうしてこの人の言動に自分が苛いら々いらしているのかが分からなかったからです。彼が飄ひよう々ひようとわたしの言葉を受け流し、時に嘘うそをつくのだって今回に限ったわけではありません。でも何な故ぜだか今回は気持ちがささくれ立つのです。だから──

「──もう、良いです。今後一切あなたに頼み事はしないし、頼まれ事も聞きませんので」

　そう吐き捨てるように言って、わたしは彼の横をすり抜けて退室しようとしました。しかしその肩を背後から軽部刑事の手が掴つかまえます。

「──それは困る。俺はこれからお願いしようとしていたんだから」

　軽部刑事の声は平然として、でも何ど処こか低く重みがあるようでした。

「持っているんだろう？　靴くつ底ぞこに泥でい砂さが付いた──決定的な証拠となる靴を……」

「………」

　わたしは何も返しませんでしたが、軽部刑事は話を続けます。

「実は金曜に引き続き、昨日も彼女の家を訪ねてこっそり靴を調べさせて貰もらった。靴のサイズや靴底の形や泥砂など。すると滝たき川がわさんが監かん禁きん拷ごう問もんされていた部屋に残された二つの足跡のうち、君の上靴のを除いたもう一つとサイズと靴底の溝みぞの形がほぼ一致した。しかし部屋に積もった埃の付着が見られなかった。でも君が持って来たあの砂にはそれが含まれていた。そして彼女の靴底から採取したものと君の持ち込んだもの、両方同じものではないが、【落雷事件】が在あった日のあの非ひ常じよう梯はし子ごから検出された砂と内容物が似通っている。だからそれを渡して欲しい、更さらなる分析が必要なんだ……」

「………」

「今のうちに手を打っておく必要がある。彼女は人をギリギリ殺あやめていないとはいえ、それに近い罪つみを犯している。追おい詰つめられたら何をやらかすか分からないんだ……」

「そんな事、わたしの知った事ではありませんよ」

　わたしはきっぱりと断言しました。

「なぁ、【エーコ】ちゃん。俺おれは本気でお願いしているんだが……」

「わたしだって本気でお断りします」

　真正面から見み据すえて答えたわたしに、軽かる部べ刑けい事じは両目の間辺りを指で挟み、「あぁっ……」と溜ため息いきのように唸うなります。

「君はいったい何がしたいんだ？　犯人逮たい捕ほに全力を尽つくす警察おれたちに反発して、それで何になるんだ……」

「──何にもなりませんよ。それはわたしも分かっています。でも、それでもわたしは何な故ぜかあなたのやった事が気に食わないのです。わたしは警察あなたがたが動く前に、彼女と二人っきりでゆっくりと話がしたかったのです」

「それはお勧め出来ないな、君の身が危ない。君は犯人がどんな奴やつか分かっているのか？」

「気の弱い化学オタクです。親しかった友人に関係を切り捨てられ、途方にくれて、喪そう失しつ感かんと【悔しさ】からその友人を憎み、周囲の人たちごとその環境を壊そうとした、心の狭い──わたしと同じくこの上なく無知で無能で軟なん弱じやくで、何をやらせても中ちゆう途と半はん端ぱなただの負け犬なのです……」

「だからといって、それが君の私情に便べん宜ぎを図る理由にはならない。……分かってくれないかな？」

　わたしは首を横に振ります。軽部刑事は大きく溜息をついて、そして明確な意思を持って何かを喋しやべろうとした、その瞬しゆん間かんでした──

「───？」

　窓の外が騒さわがしい気がしたのです。誰だれかの話し声が聞こえて、校舎全体が何ど処こか落ち着かないような……

　軽部刑事はさっと窓辺に移動すると、暗幕を横に引きました。しゃっと音がして、今日の天気は雨なのですが、程ほどに光が室内に差し込んで来ました。

　わたしはその光に誘われるように顔を上げて窓の外に目を向けます。外の景色はやはりの雨降りで、中庭の石いし畳だたみの道には細かく雨あま粒つぶが跳はね続つづけていました。視界はうっすらと白く霞かすみ、見上げると灰色の空が校舎の上を覆おおっていました。が───




　　────ッ！




　中庭を挟んで向かい側の西校舎の屋上にとんでもない光景を見付けてしまいました。それは軽かる部べ刑けい事じも同じようで、目を見開いてそれを凝ぎよう視ししているのが横顔でも判わかります……




　　　ガシャンッ、ガシャンッ……




　と、音は小さく部こ室こにも届いて来ています。




　──辺見さんと荒井さん。その二人の女子生徒が今、屋上には居ます。




　辺へん見みさんが荒あら井いさんの髪かみの毛や腕を掴つかみ、東側の金網フエンスに引っ切り無しに叩たたきつけ続けているのです。そして時々黒い──棒状の何かを荒井さんの身体からだに押し当てていました………

「………」

　思わず見入ってしまったわたしの隣となりで、視線を屋上に向けたまま、軽部刑事がスーツのポケットから携帯電話を取り出して耳に当てました。

「──被マ疑ル者ヒを発見、西校舎屋上だ、急げ。それから学校側に言って野次馬を何とかして貰もらえ。後で面倒だ……」

　一通り呟つぶやくように言って、携帯電話を再びスーツのポケットに戻しました。彼はわたしのほうを向きましたが、しかし何も言わず、そのまま出入口に向かおうとしました。

「軽部刑事！」

　思わずわたしはその背中に声を掛けてしまいました。

　しかし足を止め、振り返った彼にわたしは何も言えませんでした。その先の言葉がなかなか出て来なかったのです……

「あの……」

「──駄だ目めだ。」

　やっと言葉を絞しぼり出だせそうだったのに、まだ何も聞かないうちに彼はそう断言しました。

「……少しの間で良いんです。彼女と──」

「それは、聞けない」

「条件を上乗せしても良いです。雪ゆき村むら先生の合あい鍵かぎの他に──」

「──我儘を言わないでくれ」

　そこで彼はじっとわたしの目を見み詰つめ、そして少し語気を強めてそう言いました。

「彼女をどんな人間だと思おうとそれは君の自由だ。しかし俺おれにはソイツがイカレた【犯罪者】としか思えない。同級生に雷を落としたり、拷ごう問もん監かん禁きんしたうえに凝こった仕掛けで殺そうとしたり。ソイツが今現在、善良な人間に暴行を加えている……、充分過ぎるほど緊急事態だ」

「………」

　わたしはそれに対し何かを言い返したかったはずなのに、でもその言葉が思いつかず、それで何も言えませんでした。

　軽かる部べ刑けい事じは後は何も言わず、出入口の引戸から足早に廊ろう下かへと出て行きました。

　わたしはそれをただ見送る事しか出来ませんでした。漠ばく然ぜんと納得出来ない気持ちだけが胸を満たしています。

「………」

　そして視線を再び屋上へと戻そうとしました。しかしその途中でわたしに声が掛けられます。

『お前は行かなくて良いのか？』

　──【トオル】君です。軽部刑事が部屋に居たせいで沈黙していた彼が唐突にそんな事を口に出したのです。

「行きませんよ……」

　と、呟つぶやいてわたしは自分の席に座ります。

「わたしが行っても何も出来ません。わたしは【国際救助隊サンダーバード】ではないのですから、地球の裏側まで行って、知らない誰かを助けるような、そんな大それた力は持ち合わせていないのです……」

『でも、お前───　』

　──と、そこで突然校内放送が流れました。内容は、生徒は全員直ただちに教室に戻るようにという、職しよく員いん室しつからの緊きん急きゆう連れん絡らくでした。

　わたしは立ち上がりました。そして足先を廊下への出入口へと向けます。その背中に【トオル】君が声を掛けました。

『おいっ、お前。どうするんだ……』

　わたしは一度振り返り「教室に戻ります」と一言答え、そして廊下へと出ました。





※






　東校舎一階の廊下を北へと進みました。足取りは重く、たぶん、とぼとぼとみすぼらしい雰囲気なのだと思います。頭を垂たれているせいで視界は床ばかりでした。それに気付いてふと顔を上げます。そして窓の外を見やると世界はうっすらと霞かすみがかっていて、空は低く、雲が山の頂上付近を白色で侵略していました。

　わたしの心にも霞がかかっているのか、胸の奥には何かがもやもやと漂ただよっているようでした。

　何とはなしに小さく息を漏もらして、惰だ性せいで足を前へと進めます。そしてそのまま突き当たりの階段を上るつもりでいました。

　が──

「きゃっ！」

　階段の手前、昇降口から続いている左方向からの廊ろう下かとの合流地点で、わたしは出で会あい頭がしらに人とぶつかってしまいました。

　その際に相手の人が手に持っていたらしき荷物が景気良く床にぶちまけられました。

「──あぁ、すみません」

　わたしは屈かがんでその荷物を拾います。荷物は主おもにプリントの束たばと書類封筒、それから何ど処こか見み覚おぼえのあるキーホルダー………

　そのキーホルダーを拾い上げつつ、それに気付いて顔を上げます。そこには……

「──何しているのですか？」

「ごめんなさいね、急いでいたから。大丈夫だった？」

　べつに非難したわけでもないのに何な故ぜか申し訳無なさそうにその人──雪ゆき村むら先生は控ひかえめに苦笑しました。

「ほんと、ごめんなさい──」

「──いや、そうじゃなくて。教室に向かわなくて良いのですか？」

　先ほどの放送のすぐ後で、生徒と共に担任・副担任教師も自分の受け持ちの教室へ向かうように放送で追加の指示が出ていました。雪村先生はわたしのクラスの副担任ですから、通常なら進行方向は同じ──合流になるはずで、出会い頭に衝しよう突とつなど考かんがえ難がたいはずなのです。わたしが見たところ彼女は右折──部室である第二理科準備室のほうへ向かうようでした。

「駐車場の自分の車に行こうとしていたら、屋上に辺へん見みさんと荒あら井いさんの姿が見えて、緊きん急きゆう放ほう送そうが聞こえたから、とりあえず荷物を部室に置いて、屋上に向かおうかと……」

　雪村先生はそんなふうに理由を述べました。

「どうして屋上へ？」

　わたしの問いに彼女は荷物を拾いつつ、「うん…」と呟つぶやきます。

「今け朝さ早く、軽かる部べさんから連絡があって辺見さんの事をいろいろ聞かれたの。その際にいろいろ状況を教えて貰もらった……」

　──あの不良刑事オンナたらし。ひょっとしてわたしとの約束を反ほ故ごにして平然としていられるのは、白雪姫と連絡が取れたからでしょうか。

「職しよく員いん室しつの前で教頭先生が『鍵かぎが無い』って騒さわいでいて、それで校務員室まで取りに行っているみたいだから、まだ急げば間に合うかもしれないって思ったら、慌あわてちゃって。彼女が捕まる前に話が出来るかもしれないから……」

　───。話が……ですか。

「話をしてどうするのですか？　どうなるのです？」

　尋たずねつつ、『それを知ってどうする』と、わたしは少し妙な気分でした。

「──どうにもならないかもしれない。でもどうにかしたいの……」

　雪村先生は荷物を拾い集める手を止めて、伏し目がちに呟くようにそう答えます。

「わたしも彼女やあなたと同じくらいの頃ころ──この学校の生徒だった時に、彼女と同じような想おもいをしているの。寂しくて、苦しくて、誰だれにも話せなくて。やっと話せても何故そうなのかを理解して貰もらえなくて。自分と周囲との温度差に絶望して、また何も話せなくなる……」

　ぽそりぽそりとまるで独白のように、その言葉は彼女の口から零こぼれ落おちます……

「でもそんな時、一人の先生がわたしの話を聞いてくれた。聞いてただ頷うなずいてくれたの。その後取り立てて何かをしてくれたわけじゃないけど、それがすごく嬉うれしかった。それでわたしも大人になって先生になったら、同じような想いで悩んでいる生徒に同じように接したいと思ったの。だからわたしは彼女を放ってはおけない……」

　雪ゆき村むら先生は再び手を動かして足元のプリントの束たばを一つ拾い上げました……

「その先生はわたしの心の状態の事を『まるで【落雷】みたいだ』と言った事があったわ。雲中で水滴同士がぶつかり合って、その摩ま擦さつから静電気を生じて、それはだんだん大きくなって、仕し舞まいにはその負荷に空間自体が耐え切れなくなって、外へ弾はじき出だされる。そして大気を無理矢理突き破りながら、無む軌き道どうなジグザグな進路で地面へと落ちる……って。でも……」

　彼女は拾い上げたプリントの束の表面をもう片方の手で払いましたが、湿気のせいなのか床から浮き上がった泥でい砂さに冒おかされていて、本来白いはずの表面は一部掠かすれたように黒く汚くなっていました。

「落ちてからじゃ遅い。取り返しの付かなくなる前に何とかしないと……」

「──会って話が出来れば、何とかなるのですか？」

「なるかならないかは分からないけど。でも同じような想いを経験した者同士なら、少しは気持ちを汲くんで上げられるかもしれない……」

　なるほど、でも……

「『気持ちを汲む』は、彼女の逃走を助けるという事にはなりませんか？　誰だって助かりたいですよ、捕まりたくない、罰ばつを受けたくないですからね」

　ゆっくりと首を横に振る雪村先生……

「だからと言って一生逃げ続けるわけにはいかないと思うの。それに例え逃にげ果おおせたとして、心にずっと不安や後悔を抱えたまま生きる事になるわ。それはとても辛つらい事だと思う。だって心がずっと晴れない──雨が止まないのと同じなんだから……」

「でも、彼女が素直に捕まりますかね……」

「どんな理由があろうと後悔しない人間はいないと思うの。だから彼女も心の何ど処こかで罪つみを償つぐないたいと思っていると思う……」

　その時わたしの頭にはふと、病院の屋上で始めて出会った際の辺へん見みさんの姿がフラッシュバックされました。あの時は特に気にもしませんでしたが、確か彼女は鉄てつ柵さくを挟んで内側に脱いで並べた靴くつ、外側──空側に身を置いていました……

「………」

　何となく一いつ瞬しゆん黙って、その後でわたしはゆっくりと口を開きました。

「さっきあなたは自分の心が『【落雷】みたいだ』と言いましたよね？　『同じ想おもいを経験した者同士』というなら、辺へん見みさんの心も【落雷】だという事ですよね？　では地面でそれを食らうのが荒あら井いさんという事ですか？」

　わたしの問いに、雪ゆき村むら先生はゆっくりと首を縦たてに振りました。

「でもあなたは本当に【落雷】をどうにか出来ると思っているのですか？　自然の摂せつ理りですよ」

「それは、わたしが──」

　顔を上げてわたしを見て、雪村先生はその言葉を言い掛けます。でもその瞬間、何な故ぜかわたしは彼女が言わんとしている事を予測出来てしまいました。なるほど、それなら……

「──わたしは出来ると思います」

　腰を上げ、わたしは彼女を見下ろしながら言い放ちました。

「あなたは屋上には行かないほうが良いですよ。──というか、来ないで下さい、面倒です。どうせいつかみたいに教頭先生と喧けん嘩かするはめになりますから。教室で大人しくしていて下さい」

　そして彼女に背を向けました。

「わたしはもう一度、軽かる部べ刑けい事じと話してみます……」

　誰だれに言うでもなくそう言って、そのまま立ち去ろうとしたわたしを雪村先生が呼び止めました。

　そして振り返ったわたしの顔を彼女はじっと見み詰つめました。

「化野あだしのさん、ありがとうね……」

「──はっ？」

「この前の金曜日の事。荒井さんの事じ情じよう聴ちよう取しゆで、状況を彼女から聞いたんだけど、わたしを──」

「──何の事ですか？」

　話を遮さえぎるかたちでそう尋たずねると、彼女は一瞬驚おどろいた顔をしましたが、その後で何故だかそこで柔らかに微ほほ笑えみました。

「……うん。何の事だろうね」

　意味はよく分からないのにその笑顔は不思議と不快ではなく、でも何ど処こか居心地が悪くて、わたしは思わず彼女に背を向けました。

「訳の分からない事を言わないで下さい……」

　そう呟つぶやいて、わたしは足早にその場から逃げ出しました。





※






「ちょっと待って下さいっ、軽部刑事っ！」

　屋上へと繋つながる階段の踊り場。今まさにドアの鍵かぎ穴あなに鍵を差し込もうとしていた軽かる部べ刑けい事じに、階下からわたしは叫さけびました。彼と彼の周囲に居る数人の制服警けい官かんや教頭先生などが一いつ斉せいにわたしのほうを振り向きました。

「どうしたんだい？　【エーコ】ちゃん……」

　突然のわたしの来訪に少し驚おどろいた様子でしたが、顔を確認すると、軽部刑事は少し呆あきれたような控ひかえめな笑みを浮かべていました。

「おいっ！　『生徒は皆教室に戻るように……』とさっき校内放送が流れただろう。それが──」

「──はい、聞こえませんでした」

　この場に姿を見せたわたしを教頭先生が咎とがめようとしているのを無理矢理ねじ伏せました。

　雪ゆき村むら先生と別れた後部室に戻り、部屋の隅に置いてある幾いくつもの道具ガラクタの中から、最近の製作で、これから起こるであろう事態に相応ふさわしい装も置のを手に持ちました。そしてコートハンガーに掛けられていたレインコートに袖そでを通して、ここまで全力疾しつ走そうでやって来ました。

　わたしは激はげしく息を切らしていたので、その場で大きく息を吸い込んで吐いてを数回繰くり返かえして、やっとの事で呼吸を整えると、軽部刑事に視線を合わせ、階段を上り始めました。

「……あなたにお話があります」

　わたしはゆっくりと段差を一段一段、靴くつ底ぞこで感触を確認するようにして彼に近付きます。

　そしてついに一番上の段──踊り場に辿たどり着つくと、彼と真まっ直すぐに向かい合いました。周囲の視線がわたしに集中します。

「──実は……」

　言葉を口から出し掛けて……でも、わたしはそれを飲み込みました。

「──？」

　わたしは周囲を見回し、軽部刑事以外の人の視線を確認します。そして小さく首を傾かしげている彼をじっと見み詰つめ、片手の指で口のところにメガホン型を作り、少し背伸びをしました。小学生に間違われる事もあるわたしと、男性の中でも高い部類に入る彼の身長とでは差があり過ぎるのです。

「………」

　軽部刑事はわたしの意図するところが分かったのでしょう。少し戸惑いながらも前まえ屈かがみになって片耳をわたしの顔の前に差し出しました。

　ここでわたしは彼に、わたしの嘘うそ偽いつわり無ない真しん摯しな気持ちを伝える事に決めていました。

「実は話というのは……お願いがあるのです」




　　バチィィ！




　と、軽く何かが弾はじけるような音がしました。わたしは羽は織おっているレインコートのポケットに、先ほどからもう片方の手を突っ込んでいました。そこからわたしの掌てのひらサイズの黒いそれを引き抜くと、その先端をがら空きになっている彼の首筋にそっと押し当てたのです。途と端たんに……

「ぐあぁッ……」

　苦しそうな呻うめき声ごえを出して、軽かる部べ刑けい事じの膝ひざがぐらつきました。

「………。」

　わたしは無言で彼の手から鍵かぎを捥もぎ取とると、間かん髪ぱつ入れず、屋上へのドアを背にするような位置へと回り込みました。

　そして思い切り彼の身体を蹴飛ばしました。

　そうすると背中からダイブするような体勢で下り階段に吸い込まれて……




　　　ゴガガがガガがガガがガガがガガがッ！




　──と、滑すべっているようでいてそうでないような奇妙な音を小さく繰くり返かえし響ひびかせながら、彼の姿は階下に消えていきました。

「少しお休みになって下さい」

　そして手の中の黒い──掌サイズのスタンガンを腰の後ろのウエストポーチにしまいました。




　　　………………




　その場に居た誰だれもが言葉を発しませんでした。完全に固まっています。そして皆の視線は階下の軽部刑事に集中しています。その隙すきにわたしは彼から奪うばい取とった鍵で素早くドアを開けました。

「また今度、次の機会にゆっくりお話しましょう……」

　わたしは階下に向かって軽く手を挙げると、鍵をそちらに向かって投げ捨て、滑すべり込こむように屋上に出ると、屋上側から鍵を掛けました。

　それから一いつ瞬しゆん遅れて、ドアの向こうが騒さわがしくなりました。
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　　[image: ]　　　　ごめんなさい……







　雨は思っていたよりは小降りでした。それでもわたしが羽は織おるレインコートの表面をぱしぱしと小さく叩たたき続つづけています。この世界を覆おおう空は灰色で、床から立ち上る白い霧きりのようなものが、視界の中で空と世界の境界を曖あい昧まいにしています……




　辺へん見みさんと荒あら井いさんの姿はすぐに見付けられました。二人は塩しお谷やさんが【落雷】被害に遭あった場所──わたしがその検証をした金網フエンスのすぐ傍そばに立っていました。……いえ、正確にはしっかりと自分の両足で立っているのは辺見さんのみ。荒井さんは金網フエンスに背中を預けてぐったりとしています。そしてそのブラウスの襟えり元もとの辺りを辺見さんの片手が掴つかんでいました。

「──何か、用？」

　そんな二人の下へわたしが近付くと、辺見さんは疲れたような、それでいて少しご機き嫌げん斜めのような棘とげのある口調でそう尋たずねて来ました。

　辺見さんは──荒井さんもそうですが──傘かさを差しておらずレインコートも羽織っていない、普段の学校生活そのままの姿で───いえ、これも正確には違いました。辺へん見みさんの少し短めの三つ編みのような髪かみは雨でぐっしょりと濡ぬれて、水滴が床に滴したたっています。ブラウスも雨に濡れて肌にぴったりと張り付いていましたし、散々動いて暑いのか動うごき辛づらかったのか、普段の学校生活の彼女の清せい楚そな姿からは想そう像ぞうし難がたいほどブラウスの胸元は開放されていました。

　そして荒あら井いさんを掴つかんでいるのとは別のほうの手には黒い警けい棒ぼうみたいな得え物ものがぶら下がっています。

「──えぇ。偶然、部室から空を見上げたらあなたたちの姿が見えたものですから……。お取り込み中申し訳ありませんが少しお邪じや魔まさせていただきます」

「今度はスルーしないんだ……。こいつが元とはいえ親友だから？」

　彼女の問いにわたしは小さく首を横に振ります。

「いいえ。まぁ彼女にも用が無ないわけではありませんが、それはついでで、本命はあなたです。わたしはあなたに用があって屋こ上こまでやって来ました。あなたにお話があります……」

「何？」と辺見さんは吐き捨てるような口調で短く言葉を返して来ました。

「まずは質問させて下さい……」とわたしは前置きをして、そして本題に入ります。

「──この屋上で塩しお谷やさんを【落雷】させた件と、空き部屋で滝たき川がわさんを焼いた件……、そしてそれ以前にわたしが閉じ込められたあの空き部屋のドアの鍵かぎに細工を施したのはあなたですよね？」

「────やっぱり。公園のゴミ箱から靴くつを拾ったのはあなただったの……」

　と辺見さんは少しだけ顔を歪ゆがませました。これは『ＹＥＳ』と考えて良いのでしょう……

「そして気付いて、わたしを警察に売ったのよね？　昨日警けい察さつが家に来てた。わたしには何も聴かなかったけど……」

「えぇ、まぁ、結果としてそうなりました。だから否ひ定ていはしません。でもあれだけ行き当たりばったりの犯行だと、警察もいずれ気付いていたでしょうけども」

　実際に軽かる部べ刑けい事じは辺見さんをマークしていたと言っていましたし。

「……たぶん以前から多少の構想はあり、準備は進めていたとは思います。被害者を閉じ込めておくための鍵かぎの仕掛けを仕組んだり、深夜に帽子と巻物で顔を隠して校舎の周囲をうろついていたりしていたようですから。でも基本的にはそうでしょう。非常に雑です。計画実行前に鍵に仕掛けをした部屋を美化委員が掃除する情報を得ていなかった。その部屋が駄だ目めになったからあっさりと別の部屋に変えた。窓まど硝子ガラスが割られていたからそこから校内に侵入する。靴底の砂が廊ろう下かに落ちているのに気にしていない……など。でもその雑で大だい胆たんな手法が却かえって捜そう査さの目を眩くらましていました。運が悪かったというのもありますが、おかげでわたしもずいぶんと警察に疑われてしまいました。塩谷さんの見み舞まいに行った時など完全に犯人扱いです。あれはおそらく、その時あなたがドアを少し開けて廊下から室内を覗いていただけ。振り返った時にはもう顔を引っ込めていただけなのでしょう？　まったく迷惑な話ですよ……」

　そこで辺へん見みさんの顔をちらりと見やると、彼女のほうはわたしをじっとりと睨にらんでいました。

「あなたが塩しお谷やさんに対し凶きよう行こうに及んだ日、放課後、彼女が滝たき川がわさんと荒あら井いさんとで部活帰りに寄り道をする事をあなたは知っていたのでしょう。だからどうやってか彼女を呼び出して、屋上もしくは何ど処こか人ひと気けの無ない場所で拘こう束そくした後で、靴くつを入れ替えて、『もう下校した』と思わせる事で二人に校内を探させないようにした。……それから。彼女の靴底の砂とあなたの靴底の──割れた窓まど硝子ガラスの傍そばと非ひ常じよう梯はし子ごから見付かった──砂がほぼ一致しているのは当然。あなたと塩谷さんは同じマンションの同じ階に住んでいるのだから……」

　相変わらず辺見さんの表情は変わりません。でも構かまわずわたしは話を続けます。

「辺見さんは風紀委員でしたよね？　だから美化委員の活動とは違い、遅刻のペナルティーに関しては事前に情報が入手出来、これ幸いと活用も出来た。滝川さんとそれほど親しくないあなたは前日の夜、たぶんストーキングによって不安を煽あおっておいた彼女に、『塩谷さんの落雷に関する事で重要な話があるから誰だれにも知らせず一人で来て欲しい』とか興味を引くような内容を伝えてあの部屋に呼び出した。そして何らかの方法で行動不能にして、拷ごう問もんをして瀕ひん死しの状態になるようにして、遅刻常習者でペナルティーを受ける予定の荒井さんにトドメを刺させるように仕掛けを作った。だが実際にはいろいろ誤算が生じてしまった……とまぁ、こんなところではないでしょうか……」

　わたしの話を、辺見さんはどうも何かが気に入らないような顔をして聴いていましたが……

「──それをわたしが認めたら。あなた、わたしをどうするの？　警けい察さつに引き渡す？」

　苛いら立だっているのでしょうか、キツイ口調でそう尋たずねます。

　わたしは首を横に振りました。

「ここへわたしは話をしに来ただけ………、とりあえずはただそれだけなのです」

「とりあえずはただそれだけ──って……」

「あぁ、とりあえずは【避雷針】になりに来た──のほうが正解かもしれません。わたしは【国際救助隊サンダーバード】にはなれそうにありませんが【避ひ雷らい針しん】くらいにはなれるのではないかと思うのです。……これは自惚うぬぼれでしょうか？」

「──はぁ？」

「【落雷】の仕組みは知っていますか？」

「………？」

「雲中に溜たまった静電気が状態解消のために雲外に出て地上に落ちる……。それがあなたの心と重なるとある人が言っていまして。だからわたしはとりあえずそれに便乗する事にします……」

「……訳が分からないんだけど」

「えぇ、そうですね。最近のわたしに積極的に関わろうとする人は皆『訳が分からない』人たちばかりなのです。とあるとびきり無ぶ粋すいな人などは【オームの法則】に準なぞらえて、わたしに荒井さんとの事を『良い思い出にしろ』などとのたまいまして、わたしの心をギザギザにしました。……どう思います？」

「最悪。死ね……」

　辺へん見みさんは嫌けん悪お感かんをあらわに、そう吐き捨てました。

「ソイツの名前も、その名前のついた法則も、声こわ高だかに唱となえる奴やつは皆死ねば良いわ。だってソイツは【偽にせ者もの】なんだから……、それを崇あがめ奉たてまつる奴もろくでもないに決まってる……」

「なるほど……」

　彼を【偽者】だとは、なかなか興味深い意見です。

「──あなたが言うところの【本物】とは【ヘンリー・キャヴェンディッシュ】の事ですよね？」

　一般的には【オームの法則】で通っていますが、実は【ゲオルク・オーム】がそれを発表する前にその科学者がその法則を発見していたというのです……

「キャヴェンディッシュの死後に彼の残した未公開の実験記録を見直した人が居て、それが発見されました。それが実は時期的にオームよりも先だったのですよね？　でも彼は【燃素説】に傾倒していたため、その実験結果を重要視せず、公表していなかった……」

　自身の判断で公おおやけにしなかったのですから、それはしかたがないものだと思います。ですが……

「──でも、在ると信じて執着したから他の可能性に目が向かず、栄光を手に入れられなかった。そういう考え方も出来ませんか？」

「………」

「それに最初に発見していなかったからといって【偽者】だとは言えませんよ？　後から発見してもそれが正しければ【本物】はきっと【本物】だと思うのです」

「………何が言いたいの？」

「………」

　わたしは回答を口に出しませんでした。

「………」

　辺見さんは数秒の間沈黙していましたが……

「──あなたの話は後でゆっくりと聴かせて貰もらう……」

　数秒後、そう不満げに口を開きました。

「こいつの手で滝たき川がわにトドメを刺させて、【偽者】の犯罪者にして【本物】の人殺しにしてやろうと思っていたのに……、計画は失敗したわ。こいつがずる賢くて責任感が無ない事と、滝川の生命力が野生動物並みだって事が分からなかったためよ。それにあなたを巻き込んだ事は正直悪いと思ってる、謝あやまるわ……」

　そして警けい棒ぼうみたいな得え物ものの先端を荒あら井いさんの喉のどへと押し当てました。

「だから少し待ってね。せめてこれは完かん遂すいしなくちゃいけないから─────ッ！」

　しかしそれは出来ませんでした。彼女が得物のスイッチに指を伸ばした瞬しゆん間かんに、わたしが彼女に向かって飛び掛かったからです。




　　バチチィッ！




　すんでのところでわたしがかわしたために空を切った彼女の一いつ閃せんが、雨の中で乾いた音を立てました。

「……やはりそれ、スタンガンの一種ですか。かなり高出力のようですね、急所に当てれば人も殺せるでしょう」

　わたしは彼女から距離を取り、素早く体勢を立て直します。

「──話がしたいんじゃなかったの？　それともこいつの身代わりになって電こ撃れを食らいたいの？　ひょっとしてそれが【避ひ雷らい針しん】になるって事？」

　忌いま々いましさを顔で表現しつつ、彼女は不満の声を上げました。

「えぇ、たぶん。半分正解です。でも電でん撃げきそのものを食らいたいわけではありません。それにわたしの知人の男性が言うには、大人にはこういう会話の仕方も在あるらしいですよ……」

「──ソイツ。馬ば鹿かじゃないの？」

　忌々しくて堪たまらないといったふうに顔を歪ゆがませて、彼女はそう吐き捨てました。

「残念ながら否ひ定ていは出来ませんね」と応こたえつつ、わたしは羽は織おっているレインコートの裾すそを翻ひるがえし、腰の後ろに手を回しました。

　そこには大きめのウエストポーチが下げられています。手を入れて、中に入っている一対のゴム手袋を取り出すと両手に装着しました。そして更さらに先ほど使用したスタンガンを取り出して片手に持ち、もう片方の手を袋の中に突っ込み、残った中身の確認をします。残っているのは少し大きめのガチャガチャのプラスチックケースの球体が三つ。勿もち論ろんただの空からの容器というわけではありません。中身を詰つめ替かえています……

「ちっ……」と辺へん見みさんは舌打ちをしました。彼女の立っている位置から見て、わたしの後ろ──その奥には非ひ常じよう梯はし子ごが見えているはずです。

「話が終わるまでわたしをここから出したくないわけね。だけどわたしはあなたとゆっくりと話している時間は無ないんだけど……」

「大丈夫、ご心配なく。警けい察さつがその階段のドアを破って踏ふみ込こんで来るまでにはまだたっぷりと時間があります。そのためにわたしも鍵にひと工夫したのですから……」

「……冗談じゃない」

　辺見さんは片手に掴つかんでいた荒あら井いさんを投げ捨てるようにして手放しました。荒井さんはされるがままに床へと叩たたきつけられて、小さく呻うめきました。

「今のわたしには、そんな暇ひまは……無いぃっ！」

　その言葉を言い終わるか否いなかのタイミングで、辺へん見みさんは床を蹴けってわたしに向かって飛び掛かって来ました。

　しかしそれはわたしが待ち望んだ瞬しゆん間かんでもあります──

「今ですっ！　刑けい事じさんっ！」

　わたしは階段のドアのほうへと視線を向け叫さけびました。

「──なっ！」

　辺見さんは思わず急停止し、弾はじかれたように階段ドアのほうへ顔を向けました。




　　　ぱかぁぁぁぁぁんッ！




　その瞬間、小さくて軽い音が雨音に隠れて控ひかえめに屋上に響ひびきました。

　わたしの投げたガチャガチャケースが辺見さんの頭部に命中して、容器が二つに分裂して、その中身が宙に投げ出されました。

　中身は専門書やネットを見ながらわたしが製作した装置です。その装置からは細い銅線の先に小さな釣つり針ばりが付いた物が四つ伸びています。

　そしてそれが体勢を崩くずして床に尻しり餅もちをついた辺見さんのブラウスの胸ポケットに引っ掛かりました。

「──あぁっ！　クソッ！」

　当然階段ドア付近に警けい察さつの姿は在ありません。只ただの単なる『騙だまし』です。それに対するわたしへの感情──主おもに【驚おどろき】と【怒り】でしょうか、わたしが読み解くには少し難解な表情を作って、辺見さんはわたしを睨にらみ付つけ、そして胸に引っ掛かったその装置を片手で掴つかみました───

「───ッ！　ぐィッ……、あああああああああああああああァァァッ！」

　そして腹の奥から搾しぼり出だすかのような声を出して叫びます。

「全身びしょ濡ぬれの今の状態だとかなりキツイでしょう。それは【撫ブ瘤リユー泣ナク・惨三業号】。容器ケースが開くと自動でスイッチが入るようにしている小型のスタンガンです。日本ではあまり馴な染じみが無ないようですが散さん弾だん銃じゆうの弾丸でもっと小型の物が存在しています……」

　素人しろうとのわたしが組んだ物なので既製品より性能はぐっと低く、放電時間は一〇秒前後。それでも少しの間彼女の動きを止める事ぐらいは───

「───くぅ……ン…　くァァァァッ！」

　辺見さんは一瞬一ひと際きわ表情を歪ゆがめると、装置を握る手に力を込め、ブラウスの布地が破れるのもお構かまい無なしに引き千切り、それを投げ捨てました。そしてゆっくりとですが、すぐに立ち上がりました……

「──止められていないじゃないですか。化ばけ物ものですか？　あなた……」

　わたしは思わずそんな言葉を口に出してしまいました。いくら電でん撃げきが到達して一番危険だと思われる【頭部】や【心しん臓ぞう】から遠い位置に在ある【手】で触れたとはいえ、感電はしたはずです。それですぐに動けるだなんて……

　しかし立ち上がった辺へん見みさんをよく観察してみると、彼女は肩で荒く息をしています。全まつたくダメージが無ないわけでもないようでした。

「……ねぇ、辺見さん」わたしはそんな彼女に話し掛けます。

「塩しお谷やさんをあんな目に遭あわせた──遭わせようとした動機は何ですか？」

「………」

　彼女は黙って肩で息を続けていましたが、やがて……

「復ふく讐しゆう、よ……」

　と呟つぶやきました。

「なるほど……」とわたしも呟き返しました。

「屈くつ辱じよくを受けたから復讐したかった……。たぶんそうなのでしょうね。でもそれだけではないような気がするのですよ、わたしは……」

「──っ？」

「ここからわたしは憶おく測そくと偏へん見けんであなたの心を語ります。間違っていたら遠えん慮りよ無く意見を述べてくれて結構です。何しろわたしは『抜ぬけ殻がら』なのです。他人の心など本来理解出来るような人間ではないのですから……」

　一応断っておきます。わたしにはそういう自覚があるわけですから、当然自信が絶対であるというわけではありません……

「あなたは【燃素説】とそれを信じた科学者に傾倒しています。そして【燃素】というものを何ど処こかで人間の心──【想おもい】や【情熱】みたいな感情と重ね合わせていますよね？　だから実は自殺ではなく奮起のため、犯行直前に【燃素】が飽和状態にある【二酸化炭素】を吸収しようとした。塩谷さんの友人には、【燃素】を含まないために【燃焼】の際に傍そばにある対象物から吸い出す特性を持つと言われる【酸素】を使用した……」

　表情を確認しようとしたのですが、辺見さんは俯うつむいていて、おまけに小雨が降っているせいでよく分かりません……

「そう考えると、塩谷さんの【落雷】の件はたぶん【電気分解】で中身を確認したい願望があったからではないかと思いますが、どうでしょうか？」

　辺見さんからの返事はありません。しかし先ほどまでとは少し違って、肩の揺れが呼吸に合わせて上下しているような動きではなく、単独に痙けい攣れんしているかのような震えへと変わっていました……

「それらは全すべてある一つの【想い】を根底に存在しているのではないかと思うのです。塩谷さんへの憎しみと同時に、それでも現実を疑っているというか……、彼女を信じたいという───」

「──五う月る蝿さいっ！」

　突然、わたしの言葉を遮さえぎって辺へん見みさんは叫さけびました。その声は怒声のようでもあり、また悲鳴のようでもありました……

「五月蝿い五月蝿い五月蝿い五月蝿い……」

　彼女はぶつぶつと呪じゆ文もんのように同じ言葉ばかりを繰くり返かえし呟つぶやきながら、一心不乱に、片方の手首の包帯をもう片方の手で器用に解ほどいていきました。

　姿を現したその手首は黒ずんだ色をしていました。彼女はそこにスタンガンの先端を当てます。そして………

「──んぐぎぃっ！　あぁぁぁぁっ！」

　スイッチを入れました。

　先ほどと似たような悲鳴を上げました。正直わたしの目から見ても異常な行為に思えます。が……

「………ふざけないで」

　全身をだらりと垂たれ下さげたような体勢の彼女が低い声でぼそりと零こぼしました。

「前にちょっと自分が可か哀わい相そうな想おもいをしたからって……、先せん輩ぱい面づらして……知ったかぶりして……偉そうに。あんたなんかに……わたしの……わたしの何が分かるっていうの？　どうせあんたなんか、わたしが話し掛けなきゃ他の誰だれにも相手にされないような、永遠に一人ぼっちのゴミ屑くずのくせしてぇぇぇぇっ！」

　言葉の最後を言い終わるか終わらないかで辺見さんは動きました。弾はじかれたように駆け出して間合いを詰つめ、わたしに得え物ものを振り下ろして来ました。黒ずんだ手首のほうはまだ痺しびれでもしているのかもう片方の手、一本で……

「──あぁ、やっぱり。そういう事、想ってしまうものですよね……」

　わたしは辺見さんからの一いち撃げきを片方の腕の──手首に近い辺りの部分で受け止めます。その瞬しゆん間かん彼女がスイッチを入れました──




　　　バチィィッ！




　と、電でん撃げきが腕に走ります。しかし──

「───ッ！　……？」

　辺見さんの顔に驚おどろきと戸惑いらしき色が浮かびます。インパクトの手て応ごたえが違ったのかもしれません。彼女はその一瞬で気付いたのでしょうか？　わたしがゴム手袋の下に何かを仕込んでいた事を……

「……答えは【木の板】です」

　と、わたしは一人勝手に解答を漏もらしました。木材の板を細長くカットした物を数枚、ゴム手袋の表面に縦たてに並べてぐるりと満まん遍べんなく貼はり付つけ、その上からもう一つゴム手袋を重ねています。単純な衝しよう撃げきからの防御力で言えば金属のほうが優すぐれていると思いますが、軽さと絶縁対策としてはこちらのほうが優まさっているのです。これで電気を完全に遮しや断だんが出来ているかといえば、雨降りという天候の事もありますし、正直完全には出来てはいません。それでも痛みや痺しびれはあっても動かせなくなるような程度ではないのです。今はこれで充分───

　わたしは片手で攻撃を受け止めた瞬しゆん間かん、同時にもう片方の手を腰の後ろのウエストポーチに突っ込み、スタンガンをしまい、代わりに件くだんの装置を一個取り出していました。

　そのまま辺へん見みさんに向かって飛び掛かると、その手の中の装置を、彼女の大きく開いたブラウスの胸元に突っ込みました。

「そういう事を想ってしまうからこそ──」

　その手を引き抜き、そのまま間かん髪ぱつ入れず拳こぶしを作り振り上げます。

「──わたしはあなたと話がしたかったのですっ！」

　そしてそれをブラウスの上から確認したその膨ふくらみ目掛けて叩たたき込こみました。

　手て応ごたえが在あり、彼女のブラウスの内側でガチャガチャケースが二つに外はずれるのが分かりました。途端に……

「───ッ、ぐぁあああああああああああああああァァァッ！」

　辺見さんの口から全身の力を込めて低く搾しぼり出だしたかのような絶ぜつ叫きようが屋上に迸ほとばしりました。




　──心しん臓ぞうに近い位置からの高出力の電撃。これなら……




　……待つ事数秒。やがて叫さけび声ごえは終息し、辺見さんの身体からだが糸の張っていない操り人形マリオネツトのようにだらりとして、そのままわたしのほうへ、倒れ込むように───

「──グァァっ」

　……倒れ込むような体勢から伸ばされた両手がわたしの首をしっかりと掴つかんで、絞しめつけて来ました。

　薄うす手でとはいえ巻物マフラーの上からだというのに、それを感じさせない、物もの凄すごい怪力でした。

「呆あきれ…ました。あなたどれ…だけ、電気…に、耐性があるの…です…か……」

　内容とは裏腹に、わたしはそれだけを言うのが精せい一いつ杯ぱいでした。

「わたしが耐えられないのは……こんな…痛みじゃない。苦しいのは……、泣きたくなるほど…悲しいのは……、嫌いやなのは……、こういう事じゃ…ない……」

　全身にまだ痺れが残っているのか、それとも別に何か理由があるのか……、彼女のほうの声も何ど処こか弱々しく、途切れ途切れで、擦かすれていました……

「──少し前、久しぶりに…ツボミちゃんと…話が出来た事があった。楽しかった。でも……今思うと、彼女は楽しそうにして…いなかった。わたしは一人で…勝手に舞まい上あがって、余計な事まで……喋しやべり過すぎた。【燃素説】の…事。彼女はわたしを…『気持ち悪い』と…言った。『ウザイ』…とも言った。それは自分でも…分かっているの。最近の…わたしは……本当にそうだったから…しかたない、認めるしか…なかった。でも…わたしが許せなかったのは、彼女がそれを……『ずっと以前からそう思っていた』と…言った事。わたしはその部分だけは……認めたくなかった───　」

「……それで彼女の【本心】を……確認しようとした…のですか？　ずいぶんと乱暴な方法で……」

　そんな事で確認が出来ない事は小学生にだって分かります。でも彼女は「それもある……」と答えました。

「でもそれ以上に、わたしは【天てん神じんさま】に…彼女を裁いて貰おうと…思った。あの仕掛けで…【落雷】を待って。賭かけ…みたいなものよ。そしてわたしのほうは、それで落ちなければ……全てを受け入れる…つもりだった。落ちたら…彼女から分離したそれを胸に抱いて……全てに抗うつもりだった。でも結果は………」

「予想通りの…二択とはいかなかった…と……」

　【落雷事件】直後のわたしのように、『【落雷】に遭あったら確実に死ぬ』と漠ばく然ぜんと彼女は思い込んでいたのでしょう……

「───ッ！」

　辺へん見みさんはわたしの首を掴つかんだまま引ひき摺ずるように移動すると、そのまま勢いよく金網フエンスに叩たたきつけました。

　「ガシャンッ！」という音と一緒に、何ど処こからか「メキッ…」と嫌いやな音も聞こえて来ました。これはまさか──

「わたしはもう…終わりよ。ツボミは…生きていた。いずれわたしの犯行を…証言する。でもわたしにはもう……彼女は殺せない………」

　そう言った辺見さんの表情は酷ひどく歪いびつで……苦しそうでした。震えた声と滴したたり落おちる雨あま粒つぶのせいで、彼女がまるで泣いているようにも見えます……

「だから……、もう……どうせ終わりだから。他の二人も……ついでに復ふく讐しゆうして…しまおう…と？」

「えぇっ、そうよ……なのに………」

　辺見さんの両手に更さらに力が籠こもります。

「どうしてあなたは…わたしの邪じや魔まをするの？　あなただって荒あら井いの事…『ゴミ屑くずだと言いたい』って…言ってたじゃない。なのにどうして……」

「そういう事で…はないのです、おそ…らくは……」

　わたしは正しよう真しん正しよう銘めい、声を絞しぼり出だしていました。ただでさえ喉のどに負担の掛かる事はまだ避さけるよう医者に言われているのに、これでは傷が悪化するばかりです。でもわたしはどうしても言っておきたい事があります……

「いろいろ考えて…今のわたしは……荒あら井いさんの本性を知って…正直なところ、【悔しい】と思っています。そして…その【悔しい】を彼女に返したくて堪たまりません。コレがたぶん【憎い】…とか、【許せない】という感情なのだと思います。でも……」

　わたしは辺へん見みさんの両腕に手を伸ばし、それを首から引ひき剥はがそうともがきます。

「それは…わたしの【復ふく讐しゆう】です。それをあなたに…代わって貰もらおう…などとは思いません。わたしがあなたに…して貰いたい事は…他にあります……」

　精せい一いつ杯ぱいの力を腕に込めますが、それでも辺見さんの両腕を外はずすのは至し難なんの業わざのようです……

「あなたが…オバァちゃん…の…ＤＶＤを拾っておいてくれた時、わたしは何な故ぜか…すごく救われた気が…しました。こんなわたしでも…気持ちを…理解してくれる人は居るのだと。だから…わたしも…あなたの気持ちを理解したいと思うのです。それで……」

　喉のどの心配をしていましたが、実は頭の中もやばそうです。だんだんと白くなって来たような気がします……

「わたしと…一緒に…ここを出てくれませんか？　それで…【燃素】を捨てろとは言いませんが……、キャヴェンディッシュが手に入れなかった栄光を…手にして欲しいのです。どうか…お願いします……」

「………。」

　ふと少しだけ、辺見さんの手の力が緩ゆるみました。顔を見るとやはり泣いているように見えます……

「ありがとう……」

　消え入りそうな小さな声で呟つぶやいて彼女は頭を下げました。

「でも、ごめんなさい……。もう少しだけ前に聞きたかったよ…。もうわたしは…元には戻れないから………。もう、終わりなの……」

　その声はこれまでにも増して震えているように感じられました。

「嫌いやだ…怖こわい…怖い…怖い…怖い……」

　辺見さんは熱病に魘うなされたようにその言葉を繰くり返かえしていました。

「もう…終わり…なんだって…分かってる。…でも…嫌。……怖くて堪らない。……認めたくない。……これは悪い夢だと思いたい。…ここから逃げ出したいぃ……全すべて無なかった事に…したい……」

「………」

　それは──無かった事には出来ないでしょう。でも……

「まだ…終わって…はいません。あなたは幸運ラツキー…です。【幸運な少女ラツキーガール】なのです。塩しお谷やさんも……たぶん。雷が落ち…たのに生きているのです…から。あなたは人に…大おお怪け我がを負わせて…いますが、殺してはい…ません。滝たき川がわさんだって………きっと大丈夫…ですよ。旨うまく言えませんが、ぎりぎりの…ところで…終わってはいないと……まだ戻れると…思うのです。だから……」

　それを聞いた辺へん見みさんは眉み間けんに皺しわが出来るほど固く目を閉じ、歯を食いしばり、辛つらそうな顔で何かに耐えていました。

　わたしはもう最後の力を振ふり絞しぼるつもりで、必死に想おもいを言葉にしました。

「……だから。今からの…あなたが取るべき行動は……。ここから出たいと…少しでも思ってくれている…のなら……今すぐわたしの首から…両手を放して、そのまま揃そろえて…ドアの向こうの警けい察さつの人に向かって、差し出すのです。それが出来たら…きっと……。…出来…そうですか？」

「………。」

　辺見さんは無言で首を横に振りました。

　──そうですか。

　わたしは腰の後ろに片手を回し、ウエストポーチの中へ入れました。そして中の物を一つ手に持ちました。それは掌てのひらサイズの黒いアレです……

「だったら、わたしが……」

　素早くそれを取り出すと、間かん髪ぱつ入れず辺見さんのコメカミに押し当てました。

「選せん択たく肢しを…も…一つ、増やして…あげますっ！」

　そしてそのスイッチを入れました。




　　　　バチィィィッ！




　高出力の電でん撃げきが彼女のこめかみを貫つらぬきます。

　今度は悲鳴さえ上げられず、彼女は一いつ瞬しゆん白目を剝むいて、わたしの首を掴つかむ両手の力を緩ゆるめました。

　わたしは強引にその手を剥はぎ取とりました。開放された事により、勢いよく肺に流れ込んで来る空気に咳せき込こんでしまいながら、それでもわたしは動きを止めません。

　今度は逆に辺見さんの髪かみの毛と首を掴むと、立ち位置ポジシヨンを入れ替え、ついでに振り回すようにして、そのまま渾こん身しんの力を込めて彼女を金網フエンスに叩たたきつけました。同時に全体重を預けた体当たりも食らわしました。




　　　　ベキィ……




　するとさっきと同じで嫌いやな音が耳に届きました。それは金網フエンスからです。この屋上をぐるりと囲んでいる金網フエンスは、等とう間かん隔かくに打ち込んだ柱の間に針金を編んで作った板をそれぞれ留めてある単純な代しろ物ものでした。

　わたしは金網フエンスに凭もたれ掛かかっている辺へん見みさんの耳元で囁ささやきます。

「まだ倒れないで下さいね。そうすれば…償わせてあげます……」

　そしてその後でもう一度退さがって、再度体当たりを食らわしました。すると───




　　ベキィ……バキバキバキぃ……




　と、小さな音がして、辺見さんが身を預けている一枚の金網フエンスの片方の端の無数の針金が、柱に沿って上から下まで次々に千切れて外はずれていきました。

　これは実は【落雷】のせいです。【落雷】をちょうど柱に落としたために、そこに触れている金網フエンスの針金は全すべて溶けるか焼けるかして強度が脆もろくなっていました。そして辺見さんが塩しお谷やさんに【雷】を落とした柱と、わたしが検証のために【スカルノ婦ふ人じん】に落とした柱は、【お隣となり】の関係です。つまりその間の一枚はかなり危険な状態にあると考えられます。そのうえさっき散々辺見さんが荒あら井いさんを叩たたきつけていた金網フエンスも確かここのはずです。だからこれまでの経過を考えれば至し極ごく当然の結果だと思います……

　「バキィィンッ！」と音がして、やがて片方の端が完全に柱から引き千切られました。

「──ひっ…ヒィッ……」

　辺見さんが下へ手た糞くその吹いた笛の音みたいな声を漏もらして、片手で必死に金網フエンスにしがみ付きました。もう片方の手は実はわたしが掴つかんでいます。しかし力は込めていないので彼女の体重により、金網フエンスはもう片方の端も徐々に柱から引き千切られようとしていました。

「さて、どうしましょうか……」

　わたしは辺見さんに尋たずねます。バキバキメキメキという地味に嫌いやな小さな音が引き続きわたしの耳に入って来ています。彼女にも届いている事でしょう。

　彼女は恐きよう怖ふに引ひき攣つった顔で、必死にその言葉を搾しぼり出だして懇こん願がんしました。

「た…助けて……っ！」

　──ええ。だからもう……

「もう大丈夫ですよ、安心して下さい」

　そう言ってわたしは、まだ完全に金網フエンスが外れていない柱に近いほうの足を上げ、そして力を込めてそれを金網に踏み下ろしました。




　　　バキィィィィンッ！




　と、決定的な終わりを告げる音がして、金網フエンスは重力に引かれて中庭への落下を開始しました。

　そしてそれと同時にわたしは辺見さんの腕を握る手を放しました。

「でもたぶん、こっちのほうが楽ですから……」

　彼女は金網フエンスにしがみ付いたまま、いろんな感情が入り混じっているだろう複雑な顔でわたしを見上げながら、遠ざかって行きました。わたしはそんな彼女の顔をじっと見み詰つめています。彼女もわたしをずっと見上げたままでした。

　──ある一いつ瞬しゆん、彼女がふと笑った気がしました。

　でもその次の瞬間、意外に地味な音を立て、彼女の身体からだは地面に到達しました。そしてわたしたちの奇に妙らなめ関つ係こは終わりを告げたのでした。




「……ごめんなさい。これは完全にわたしのエゴです」

　わたしは中庭を見下ろしながら呟つぶやきます。

「……こんな方法しか思い付きませんでした。ごめんなさい………」

　そして小さく深呼吸をすると、少し離れた場所でぐったりとして動かない荒あら井いさんのほうへ身体を向けました。

　──ちょうどその瞬間でした。

「バァンッ！」と大きな音が屋上に響ひびいて、階段のドアが破られました。

　そして制服警けい官かんが数人屋上に雪な崩だれ込こんで来ました。

　わたしはそれに構かまう事なく、荒井さんの下へと移動しました。

　そして荒井さんの傍そばに立ったわたしと、外れた金網フエンスの在あった場所の二手に分かれるような配置で、警けい察さつ官かんは移動を終えて固まりました。

　わたしは周囲を警察官に囲まれた状態で荒井さんに声を掛けます。しかし彼女からの返事は無なく、しかたないので頬ほおを軽く数回叩たたいて反応を見ました。すると「うぅ…」と小さく呻うめき声ごえを上げていました。

「大丈夫？　立てますか？」と声を掛けると、彼女は弱々しくですがゆっくりと身体を起こしました。

「立って下さい……」とわたしは手を貸し、引き上げるようにして、背後の金網フエンスに凭もたれさせる形で彼女を立たせました。

「わたし……助かったの？」と荒井さんは呟きました。わたしは「はい」と頷うなずきました。

「とりあえずは──ですが」

　わたしは彼女のブラウスの襟えり元もとを片手でしっかりと握りました。

　そんなわたしの顔を見て、彼女は「ひぃっ」と裏返った声を出しました。

「今回の事件についてはあなたに非があるわけではありませんので責任を問うつもりはありません。しかしわたしはあなたに個人的な怨うらみがあります。それだけはケジメをつけさせて貰もらいますよ……」

　荒井さんの目をしっかりと見み据すえて、ブラウスを掴つかむ手に力を込めて、わたしは彼女を手前に引き寄せます。

「あなたの【才能】を使えば、わたしがどんな人間で今からどんな事をしようとしているか分かりますよね？　だから諦あきらめて下さい。……でも。それでも大マケにマケてたったの一発で許してあげます」

　そして握り込んだ拳こぶしを振り上げました。

「おい、待て……」

　しかしその手を、いつの間にか背後に立っていた教頭先生が掴つかみました。

「どういう事だ。何をしようとしている。説明しろ……」

「………。」

　わたしは何も言わず、ただその手を全力で振り払いました。そしてその手を腰の後ろのウエストポーチの中に入れて、中から取り出した件くだんのガチャガチャケースを教頭先生に手渡しました。

「それがわたしの答えです。開けてみて下さい」

　教頭先生は訝いぶかしがりながらも、言われたとおり、それに指を置いて力を込めました。

　わたしはそれを結末まで確認する事無なく荒あら井いさんに視線を戻します。背後で「ぉぁぁぁぁぁッ！」という悲鳴が聞こえました。

「──黙ってろ。」

　わたしは再び荒井さんに正面から向き合いました。

「──歯を、食いしばっていて下さい」

　そして再び固めた拳を振り上げ、振り下ろしました。

「ひぃっ！」

　荒井さんは咄とつ嗟さに恐きよう怖ふに引ひき攣つった顔を両の手で覆おおいました。




　　　どすっ！




　わたしのアッパー気味に振り下ろして上げられた一いち撃げきは、確かな手て応ごたえと共に、ものの見事に彼女のみぞおちへと吸い込まれました。




　　　どさっ…




　と、彼女が床へと崩くずれ落おちて、そして再びそこに静かに横たわる事になりました。




　　　………。




　その場に居た誰だれもが言葉を発せず、ただそこには沈黙があるだけでした。いつの間にか雨も止やんでいて、水滴が地面を叩たたく音も聞こえなくなっていました。

「───残念……」

　わたしは彼女を見下ろしながらぼそりと呟つぶやきます。




「……あなた【本物】の【ゴミ屑】でしたね」












　　[image: ]　　　　【開かずの間】







　屋上での一件から一週間が経たちました。

『よぉ、お勤めご苦労さん』

　放課後、薄うす暗ぐらい部室の自分の席に腰を下ろしたわたしに、すぐに【トオル】君は声を掛けて来ました。

「──休んでいましたけど、一週間。強制的に……」

　諸もろ々もろあって、あの翌日から一週間の自じ宅たく謹きん慎しん──いわゆる停学処分を受けていました。

「あなたこそ、何ど処こで長バ期カ休ン暇スを満まん喫きつして来たのですか？　そんなに肌を焼いて。……でも失敗したのですか？　酷ひどい斑まだらになっています」

『お前……。今頃になってそれを言うのかよ』

　不満と諦あきらめが混じったような複雑な声こわ色いろで、【トオル】君はそう返して来ました。

『あぁ、まぁ、とりあえずそれは良いや……』

　溜ため息いきをつくように呟つぶやいて、彼は話を続けます。

『──それより。まずは聞いておかなきゃならねぇな。この数日で散々聴かれた内こ容とだと思うけどよ、どうしてあんな事したんだ？』

「……さぁ？」

　わたしは息を軽く吐き出すようにして、そう零こぼしました。

「すみませんが心当たりがあり過ぎて分かりません。どうもここ数日の周囲の反応から考えると、幾いくつか存在しているようなのですが……、どの事を言っているのです？」

『………。』

　【トオル】君は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったようになって沈黙しましたが、すぐに

『とりあえず、辺へん見みを屋上から突き落とした件について、だ……』

　と、呆あきれたような、何ど処こか投げやりな口調でそう応こたえてくれました。

「彼女がまだあそこに閉じ込められたままだと感じたからですよ……」

　わたしは椅い子すの背せ凭もたれに体重を預けて、そして一度大きく息を吐き出しました。

『──あそこ？　……ってのは何処の事だよ』

　尋たずねる【トオル】君にまずは「酷ひどく真っ暗な閉へい鎖さ空間です……」と答えました。

「あの日雪ゆき村むら先生から、辺見さんが『雷雲から飛び出して地上に落下する稲いな妻ずま』みたいだと聞いて、わたしもそういうふうに感じましたから、まずは【避ひ雷らい針しん】になりました。でもわたしはそれだけじゃないような気がしたのです。同時に数日前のわたしと同じで【開かずの間】に閉じ込められているのではないかと想おもったのです。出たくても出口は閉ざされ出られないし、窓は塞ふさがれていて外からも内からも何も見えない、暴れてもがいて叫さけんでも声は誰だれにも届かない……、そんなどうしようもない終わりの空間に彼女は今、居るのではないかと。だからそこから開放してあげたいと思いました……」

『──へぇ。だから内側から扉をぶち破ったってわけか？』

「はい。二発の雷の威い力りよくは絶大でした……」

『はっ、まったくっ。無茶しやがるぜ』

　【トオル】君の口調は少し苛いら立だっているようにも聞こえました。

『辺見の身に何かあってみろ──って、もうあったんだけど……とにかく。あいつが死んでたりしたらどうするつもりだったんだっ。今回は偶然、運が良かったから助かったもんの……』

「あの金網フエンスの真下の──中庭の西の端に、紫陽花あじさいの木の茂みがあるのは【トオル】君だって分かっているでしょう？　部こ室こから見えるわけですし。──そしてその下はふかふかの土です。もう少し奥──中庭の中心辺りまで飛んで、石いし畳だたみの部分に頭から落ちてでもいれば危なかったでしょうが……」

『だからって、お前──』

「──それで大おお怪け我がでもしたら。手足の骨の一本でも折れていたら。彼女は物理的に逃げ出す事は出来ません。動けなければ警けい察さつに捕まります。捕まったらもう罪つみを償うしかないわけです。……まぁ結局、運よく全ぜん身しん打だ撲ぼく程度の軽傷で済んだようですが……」

『鬼おにか悪あく魔まの子か、お前……』

「……いえ、人ですよ。人の子です。たぶんきっと、この世の中で人間が一番ろくでもない生物なのですよ」

『ろくでもねぇのはお前だよ……』

　呻うめくように【トオル】君は呟つぶやいて、そして続けました。

『誰だれかが扉の鍵かぎを開けてくれるのを待てなかったのかよ……』

「はい」とわたしは即答しました。

「それに鍵を持っていても扉を開けてくれるとは限らないですよ。人任せには出来ません……」

『──あっ！　そうだっ、テメっ！　よくもやってくれたなぁっ！』

　突とつ如じよ【トオル】君は何かを思い出したようで、そして声を荒らげました。

　しかし彼が何に対してそうなのか、理由が思い付かなかったわたしは、思わず「──へっ？」と間抜けな声を出してしまいました。

　すると【トオル】君は何な故ぜか『うっ…』と言葉に詰つまっていました。

『───と、雪ゆき村むらの奴やつが叫さけんでいたぜ』

「あぁ……」と、そこでやっとわたしは理解し納得しました。「鍵の事ですか……」

『──しかし、お前さ。世の中にはやって良い事と悪い事がある事に、いったいいつになったら気付くんだよ？』

「───さぁ？」

　今度は完全に惚とぼけて、わたしは首を傾かしげて見せました。

「わたしは偶然そこに落ちていた鍵を拾って、それが軽部刑事との約束を果たすのに使えそうだったので、有効利用させて貰もらっただけです」

『………。お前なぁ……』

「──はい、分かっています。すみませんでした。後でちゃんと雪村先生に謝あやまります」

　【トオル】君が本気で怒り出しそうだったので、わたしは素直に頭を下げました。一週間前のあの日、屋上への階段の踊り場で、軽かる部べ刑けい事じから屋上の鍵を奪うばい取とったわたしはそれを彼らから見えない角度で素早く雪村先生の家の鍵と入れ替えました。屋上の鍵は以前に見た事があり形を知っていました。あの状況でそれは辺へん見みさんが持っていたはずです。軽部刑事が手にしていたのは教頭先生が校務員室まで取りに行った予備鍵でしょう。最初から対ついになっている主鍵と予備鍵は通常同じデザインのはず。そして雪村先生の家鍵を彼女の説明で見た事があるわたしは、それが屋上鍵に似ている事を知っていました。──だから時間稼かせぎのためにそれを使わせて貰ったのです。手元に鍵があればわざわざ最初からドアを蹴け破やぶったりはしないだろうと、最近鍵関係で酷ひどい目に遭あったわたしは思い付いたのでした。

『──ったく。お前本当に反省してるんだろうなぁ。今回お前は危あやうく退学処分になるかもしれなかったんだぞ。それを───　』

　それでもまだ少しご機き嫌げん斜めのまま、【トオル】君は説教じみた口調で話を元の場所まで戻して来ました。

「本当にすみませんでした、ご迷惑かけまして」

　わたしは座ったままでしたが、目の前の【トオル】君に向かって深々と頭を下げました。

　彼はそれに驚おどろいたのか『な…何だ？　何の事だよ。いやに素直で気持ち悪ぃなぁ……』と動揺した声でした。

「……はい、何の事なのでしょうね」

『──？　訳分かんねぇ……』

　わたしの知らない何ど処こかの場所で【中の人】が首を傾かしげているのが何となく想像出来ました。

「──ところで、何の話でしたっけ？」

　顔を上げたわたしがそう尋たずねると【トオル】君は『お、おう……』と呻うめいて話を再開しました。

『今回はさすがに無茶し過ぎて危なかったって話だ、お前の立場が……』

「えぇ、そうですね。しかしよくまぁ、そうなりませんでしたよね。今回ばかりはわたしも覚かく悟ごはしていたのですが」

　実はそれについてはわたしも少し妙だと思っていたのです。

『あぁ。それについちゃちょっと事情が複雑なんだ。今回は雪ゆき村むらや担任が頭を下げたくらいじゃ収まんねぇ事態だったからな、本来なら……』

　そう応こたえた【トオル】君の声は本当に複雑な感じがしていました。

『──お前が辺へん見みを突き落とす瞬しゆん間かんを目もく撃げきしている人間が極端に少なかったんだよ。……俺おれは部こ室こから一いち部ぶ始し終じゆう見てたけどな。それでそいつらだけに学校側が【他言無用】のお達しをして、そしてお前の事じ情じよう聴ちよう取しゆから【正せい当とう防ぼう衛えい】だという判断にして、穏おん便びんに処理する事になったんだ』

「ぁ、でも……」

　──妙な話です。彼女は西校舎屋上から中庭に落ちました。各学年の教室は東校舎に集中しています。窓から一部始終を見放題だったはずでは……

　わたしがその疑問を【トオル】君に話すと、彼は不満気な口調で『校長の手や管つだよ……』と呟つぶやきます。

『移動していたお前には聞こえてねぇかもしれねぇが、騒そう動どうの報告を受けてすぐに校内放送で「生徒は皆教室に戻るように」「窓のカーテンを閉める事」「担任教師は教室に戻り点呼を取るように」とか流したんだぜ。……特筆すべきは「担任を教室に戻して点呼を取らせた」事だろうな。生徒がカーテンを開けて状況を覗のぞき見みしないように監かん視しさせる事と同時に、教室に居ない生徒──目もく撃げきしている可能性が高い命令違反者を特定出来るからな……』

　そして『今回ばかりはそれに感かん謝しやしねぇとな……』と更さらに不満気にそう零こぼしました。

『──だからまぁ、今回のお前の停学処分の主おもな理由は荒あら井いに暴行を加えた件についてだろうよ。……しかしあれは不ま味ずかったなぁ。警けい察さつや教頭の見ている目の前で思いっ切り殴なぐっちまったんだからよ』

「──オバァちゃんが昔言っていました。『殴りたいと思った時が殴るべき時だ』と。それを信じます……」

『お前のバァちゃんはいったい何ど処この戦せん闘とう民族の出身だ？　まったく……』

　そう言って【トオル】君が黙り込むと、部室の外が少し騒さわがしい気がしました。

「──？」

『あぁ、そうだっ……』

　わたしのそんな微妙な変化を見て【トオル】君は何かに気が付いたようでした。

『今日、辺へん見み更さら紗さが学校に来るんだよ、実況検分だとかで。だから姿を見た人間が騒いでんじゃねぇのか……』

「へぇ……」と声を出したわたしに、【トオル】君は『お前は会いに行ったりしねぇの？』と尋たずねます。わたしは首を横に振りました。

「必要ありませんよ。これ以上わたしが彼女に出来る事などありませんから……」

　そう言葉にしてみて、そこでわたしは一週間前にも似たような発言をした事を思い出します。すると心の中にふと、当時の気持ちが蘇よみがえって来ました。それで思わず呟つぶやいてしまいました……

「一〇円を返したのは失敗だったかもしれませんね。顔を合わせる理由が失われました……」

「──ねぇ、【トオル】君……」だからそれを、代わりに彼に尋ねてみようと思いました。

「わたしは辺見さんの気持ちを開放出来たと思って良いのでしょうか？　ひょっとしたら……」

『どうしたんよ、いきなり。弱気になっちまってよ』

「──いえ、その……。最近の──ここ一週間のわたしはときどき変になるのです、何な故ぜか……」

『なるほど……』と【トオル】君は呟きます。

『それはそれだけ辺見の事を大事に想っている証拠だ。だから心配になるんだよ、本当に自分の行いがその人にとって良いものだったのかどうかを。……でもまぁ、そういう事ならお前のやった事が正しいのは俺おれが保障してやるよ。まぁ、手段は疑わしいが、それでもな。誰だれかに非難される事があっても俺は認めるぜ、「お前は良くやった」って。だからもう心配すんな』

「【トオル】君……」

『おうっ』

「は──」

『──「掃はき溜だめの匂においがする」とか言うんじゃねぇぞ？　俺の良い台詞せりふを台だい無なしに──』

「………。」

『──って、あっぶねぇ……当たりかよ。せっかく俺おれがお前の正しさの─────アッ！』

　【トオル】君は突然何かを思い出したのか、叫さけびました。そして数秒の沈黙の後、少しバツが悪そうにぼそりと言い放ちました。

『──悪い、【エーコ】。お前、間違ってるわ……』

「───はぁ？」

　反転しての突然の全ぜん否ひ定てい。わたしは思わず絶句してしまいました。

『……いやな。気になってた事を思い出したんだよ。お前以前に「世界は電気で満ちているから、物事も【電気の流れ】と同じで＋から－に……」とか言ってたよな？　確認するけど、その【電気の流れ】って【電流】の事なのか？』

「……えぇ、そうですが。どうしたのです、突然。それが何か？」

『だったらそれ……たぶん間違ってんぞ』

「──へ？」

『いろいろあって今まで言いそびれていた俺も悪いが、お前もこれまで物理の授業きちんと聞いてなかったろ。実際の【電気の流れ】は－から＋なんだよ』

「………？」

『確かに【電流】は＋から－に流れると言われてるけどな。【電流】という考え方は【電子】が発見される前のもので、それ以前からのいろんな法則を説明するうえで必要だから便宜上使い続けられているだけで、実際には何かが存在しているわけでもなく、移動しているわけでもねぇんだよ。通電状態において【電子】は【電流】とは逆の－から＋に流れるわけだから、厳げん密みつには「【電気の流れ】が＋から－」とは言えねぇわけだ。だからお前の「世界は電気で満ちているから、物事も……」という考え方も世界の理ことわりとは言いい難がたいもんだ……』

「………」

　──なるほど。改めてそう解説して貰もらったら理解出来ました。わたしが思い違いをしていた事も認めないわけにはいかないでしょう。しかし何なのでしょうかね？　この真実を知った途と端たんに、何となく居心地が悪くなるような気持ちは………

『……あぁでもな。悪い事ばかりじゃねぇと思うぜ。【燃素フロギストン】を信じようとした辺へん見みと、【電流】を実際の【電気の流れ】と思い込んでいた【エーコお前】。似た者同士って事だよ、お前らは。だからお前の選んだ結論は正しい。辺見に届いている。その点は保障する、心配すんな。それに滝たき川がわの奴も回復に向かってるって話だし、これで……』

　何故だか少し取とり繕つくろうように話す【トオル】君。べつにわたしは何とも気にして───




　　　ガララッ！




　それは突然でした。出入口の引戸が勢いよく開いたのです。

　少しだけ驚おどろいたわたしがそちらに振り向くと、そこには軽かる部べ刑けい事じが立っていました。

　驚いた事に、階段を滑り落ちたにも拘かかわらず、痛々しい見た目ではありますが、もう動き回れるほどに回復しているのです。いったいどれだけ頑がん丈じような身体からだなのでしょうか……

　わたしが「酷い顔ですね」と言うと、彼は「あぁ、いつもどおりだ」と返して来ました。

　そんな酷い顔の彼はいつに無なく真しん摯しな雰囲気で、そして何の断りも入れず、部室に踏ふみ込こんで来ました。

「あの──」

「【エーコ】ちゃん、辺へん見み更さら紗さを見掛けなかったかい？」

「──えっ？」

　突飛な質問だったので、わたしは思ったままを返してしまいました。

「見掛けていませんが、彼女がどうかしたのですか？」

　わたしの質問に軽部刑事はとても渋しぶい表情をします。

「彼女──辺見更紗が姿を消した……」

「───はぁっ？」

　わたしは反射的にそんな声を出していました。

「どういう事なのです？」

　軽部刑事は変わらず渋い表情で、片手で髪かみを掻かく仕草をしていました。

「今日彼女と一緒に、【エーコ】ちゃんが最初に閉じ込められたほうの空き部屋に入る事になっていてね。そのために俺おれたちが校長室や職しよく員いん室しつに寄ったりしていた間に、ほんの一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、彼女は姿を晦くらましたんだ……」

「──わたしが最初に閉じ込められた空き部屋？　そんな場所にいったい何の用事があったのです？　事じ情じよう聴ちよう取しゆで話をした事はあったと思いますけど……」

「………」

　軽部刑事はほんの少しの間逡しゆん巡じゆんしていたように見えましたが、それでも口を開いて答えを聞かせてくれました。

「その教室を調べたら古い血けつ痕こんが見付かった。更さらに調べてみたら大量の血液が拭ふき取とられた跡あとも在あった。君の血液はデータがあるので照合してみたが一致しなかった。それで今回の事件に何か関係あるのではないかと思い、塩しお谷やさんの血液とも照合してみたがこれも一致しなかった。それで辺見さんに訊きくと、彼女は『わたしをそこに連れて行って下さい。そこで全すべてをお話します』と言ったんだ。だから連れて来たんだが………」

　……それでまんまと逃げられたというわけですか、間抜けにも。

「それでその血液は誰だれのものだったのですか？　そこで何があったのですか？」

「──分からない。だが、この学校の生徒で去年の七月頃ごろから行方不明になっている男子がいてね。その男子が塩しお谷やさんと親密な関係だったという証言が耳に入って来たものだから、今回の事件との関連を調べているんだが……」

「………。それはひょっとして、わたしの同級生で家庭の事情で学校を辞めた男ひ子との事……なのですか？」

「あぁ、両親が世間体を気にしてそういう事にしているらしいが、実際のところは不明で、捜そう索さく願ねがいも出されている。知人から話を聴くと広く女性と付き合いのある奴やつだったみたいだ。だから両親でさえも奴が女性絡がらみで姿を晦くらましたかもしれないと思っているようだ……」

「………」

「──だから彼女の証言が必要なんだ。そして今はとにかく彼女の身み柄がらの確保が最さい優ゆう先せん事じ項こうだな……」

「心当たりは？」

「校そ外とに出た形跡は無ない。だからまだ校な内かに居るはずだ。それで彼女が向かいそうな──会いに行きそうな人物を考えたら、休んでいる荒あら井いさんを除けば【エーコ】ちゃんただ一人。だから俺おれはここにやって来たんだが……」

「まだわたしを疑っているのですか？」

　そう吐き捨てるような口調で言ったわたしに、軽かる部べ刑けい事じはいつもとは違う何ど処こか余裕の無ない苦笑いを浮かべると、「いいや」とだけ応こたえました。

「──残念ながら完全に的まと外はずれです。ここに彼女は来ていないどころか、あの日以来、わたしは彼女に会っていませんよ……」

　しかし軽部刑事がわたしを訪ねて来て、辺へん見みさんを探している状況というのは……

「──一週間前と同じ状況ですね」

　わたしが呟つぶやくと軽部刑事は「あぁ、まったく。これでは……」と何か言葉を返そうとしていましたが、何な故ぜかそれを途中でぴたりと止めました。そしてつかつかと【トオル】君の傍そばを通り抜け、窓まど際ぎわに立ったと思うと、暗幕を掴つかみ横に勢いよく引きました。

　しゃぁ…と軽い音がして窓の隅まで暗幕は追いやられます。すると──




　　────ッ！




　軽部刑事とわたしは思わず言葉を失いました。見上げた先──中庭を挟んで向こう側──西校舎の屋上に人影を確認したのです。そしてその人影は屋上の東の端、金網フエンスの外はずれて無くなってしまった箇か所しよに立って、灰色の空から小雨がしとしと降り注いでいるのにも構かまわず、わたしたちを見下ろしていたのです。

　軽部刑事はスーツのポケットから携帯電話を取り出して、耳に当てました。

「──辺見更紗を発見した。屋上だ、急げ……」

　低く落とした声で静かにそれだけを呟いて、軽かる部べ刑けい事じは携帯電話をしまいました。

　辺へん見みさんは微動だにせず、わたしたちをじっと見下ろしていました。たぶん、わたしたちが彼女の存在に気付く以前からずっと彼女はそこに立って、部こ室こを見み詰つめていたのではないかと思います。そんな気がしました……

　わたしと目が合うと彼女はにこりと笑いました。それはとても柔らかい笑顔でした……

　そしてやがて彼女はわたしに背を向け、不自由な身体からだを引ひき摺ずるようなぎくしゃくした動きで奥のほう──屋上の内のほうに向かって姿を消して行きました。

「【エーコ】ちゃん……」

　軽部刑事が改めてわたしに向き直り、そして真しん摯しな顔で口を開きます。

「俺おれはこれから屋上へ向かう。辺見さんの様子に何か変化があったら連絡して欲しい」

「──分かりました」

　わたしは再び視線を西校舎の屋上へと戻します。そしてそれを眺めながら、何な故ぜか胸の奥がとてももやもやとしていました。いろいろな気持ちが頭の中をぐるぐると回ります。




　──どうして彼女は逃げ出したのでしょう。

　　　どうして屋上に居るのでしょうか………




「………」




　──もしも。わたしが今漠然と想像している事が真実であったとするならば、あれで彼女が【開かずの間】から抜け出せたとは思えない……




　──そうしたら彼女は何をどうしたいと願うのでしょうか……




　──どうしてわたしの顔を見て笑ったのでしょうか……




「…………」




　……わたしはさっきの彼女のあの笑顔に見み覚おぼえがあるような気がします。確か一週間前のあの時、わたしから遠ざかる彼女が最後に見せた……………─────ッ！

「──軽部刑事っ！」

　わたしはその場で立ち上がり、振り向きもせず、大きな声を出しました。足音から、この部屋を出て行こうとしていた彼がそれに反応して立ち止まったのが分かりました。

「───走ってっ！」

　そう叫さけび終おわるか否いなかでわたしは駆け出し、中庭へ続くドアを開け、外へと飛び出しました。

　同時に、西校舎屋上に辺へん見みさんが再び姿を現しました。

　彼女は足を引ひき摺ずりながら不ぶ格かつ好こうにも奥から手前に走って来ています……

　「止まれぇぇっ！」

　わたしが叫んだ瞬しゆん間かん、彼女は西校舎最東端で踏ふみ切きって、宙へとその身を投げ出しました……







　……彼女のそこから数秒後の結末を、わたしは容よう易いに想像出来たはずなのに、目まの当あたりのしたそれに思わず声を失ってしまいました。

　軽かる部べ刑けい事じがすぐにお仲間に連絡して呼び寄せ、そして騒さわぎを嗅かぎつけた生徒たちを散らそうとしていました。そんな彼と彼らの様子が分かっているようで、でも何ど処こか分かっていないような不思議な感覚の中、わたしはただ変わり果てた姿になった彼女を見み詰つめて、そしてゆっくりと片手を胸に当てました。




　　───胸が痛いのです……




　じんわりと……でもやがて確実に強く、締しめ付つけられるような大きな痛みがあります。

　それの正体がいったい何なのか……、わたしには分かりません。でもそれは先ほどから急きゆう激げきに暴あばれ狂くるい出だし、わたしの胸の奥から喉のどへ、喉から外へと出ようとします。

　わたしはそれを押さ込もうとしました。でもそうしたら更さらに症状は悪化して痛く…苦しくなり、わたしは堪たまらず地面に膝ひざをついてしまいました。顔を下げ、胸に当てているのとは別のほうの手で口を押さえて必死に……。ただただ耐えるばかりです、どうしたら良いのかなど分かりません……




　雨は静かに降り続いていました……




　そんな中、何な故ぜだか不思議とオバァちゃんの言葉を思い出しました。







　『人の心は目に見えない。だから簡かん単たんには触れられない。でも触れられて、形がだいたい判わかったと思ったのなら、そこからはもっとよく吟ぎん味みしなければならない……』







　『……それが【本物】であるかどうかを』……








《終わり》








　あとがき




　僕ぼくは元々自己表現が苦手な人間です。三〇代半なかばを過すぎても、未いまだ自分の言いたい事がはっきり言えず、喜き怒ど哀あい楽らくを他人に旨うまく伝えられず、いつでも自分にがっかりしたりやきもきしたりしています。なのでこういう【あとがき】という直接的に気持ちを語る文章などは、「何を書いたら良いのだろう」と頭を抱かかえてしまいます。よって今回、『あとがき短くてもいいですよ、なんでしたら１Ｐでも』という担当編集様からの素晴らしい提案無茶ぶりをありがたく頂ちよう戴だいいたしました。が、実際やってみたらこれはこれで地味にキツいものがあります。ますます何を書いたら良いのか分からなくなる……。しかし「これだけは言っておかなければ……」という気持ちことはあります。

　予定より原稿を上げるのが大幅に遅れてすみませんでした、担当編集様。僕の文章のおかしな部分の指摘、ありがとうございます、校こう閲えつ様。もう少し訂てい正せい箇か所しよが少なくなるよう努力します。今巻も素敵なイラストありがとうございます、ＭＡＣＣＯ様。かわいい【エーコ】に心癒いやされます。そして何より、この本を読了して下さった読者の皆様。最後のページまでお付き合い頂き、本当にありがとうございました。

　次作もお手に取って頂けたら幸いです。
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京都府在住。基本無神論者ですが、苦しい時は迷うこと無く神様に頼る骨無し野郎。常時小説の神様に作品のネタをお願い中です……。
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MACCO

新進気鋭のイラストレーター。「ニコニコ動画」にVOCALOIDや歌ってみたのイラストを投稿し人気を博す。犬が好きです。
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エーコと【トオル】と真ま夜よ中なかの落雷少女ラッキーガール。
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